
として助成を受け作成されたものです。
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鍋
島
三
十
六
菖
石
大
名
行
列
ま
つ
り

佐
賀
市
で
三
月
二
十
日
、
N
P
O
主
催
に
よ
る

「
鍋
島
三
十
六
禽
石
大
名
行
列
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ

た
。
地
域
に
残
る
歴
史
資
源
を
活
か
し
た
地
域
起

こ
し
を
進
め
よ
う
と
、
同
ま
つ
り
推
進
委
員
会

(野
中
弘
義
理
事
長
)
が
二

O
O
一
年
か
ら
毎
年
、

当
時
の
装
束
に
よ
る
行
列
を
再
現
。
こ
の
日
は
折

か
ら
の
福
岡
県
西
方
沖
地
震
の
影
響
で
、
参
列
者

や
見
物
客
は
少
な
か
っ
た
が
、
吉
岡
張
り
提
灯
を
先

頭
に
、
お
姫
さ
ま
、
騎
馬
侍
姿
の
行
列
が
昨
年
夏

再
建
さ
れ
た
佐
賀
城
本
丸
御
殿
を
ス
タ
ー
ト
、
市

内
中
心
部
を
練
り
歩
い
た
。
同
N
P
O
は
今
後
、

長
崎
街
道
の
宿
場
町
と
の
関
係
を
深
め
、
歴
史
に

根
付
い
た
イ
ベ
ン
ト
交
流
を
広
げ
て
い
く
方
針
だ
。

歴
史
の
香
り
が
す
る
個
性
的
な
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
む
佐
賀
市
は
、
「
佐
賀
の
い
い
と
こ
み
が
き

あ
げ
よ
う
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
"
世
界
一

の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ

ン
ト
田
園
都
市
“
の
実
現
を
目

指
し
て
い
る
。
吉
野
ケ
里
遺
跡
と
連
携
し
た
市
内

の
観
光
施
設
整

備
も
進
み
、
特

に
大
型
屈
の
郊

外
進
出
で
空
洞

化
が
進
む
中
心

市
街
地
で
は
、

歴
史
的
景
観
の

整
備
と
と
も
に

「
市
民
が
街
に

来
る
」
「
交
流
人

口
を
増
や
す
」

対
策
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

-
文
日
沢

.
カ
メ
ラ

H
小
形
又
男

写
真
/
佐
賀
城
本
丸

歴
史
館
(御
殿
)

編集=(財)地域活性化セン歩一地域づく り編集



平成16年層地域っくり総務大臣表彰
あじ島園険楽枝/宮嶋県石巻市
・地場復興部門 (p8)シーカヤックに挑戦

大学生 ・高校生対象の

地域案内人育成講座

庖上町蔵保存利活用促進会/青森県尾上町・他縄振興部門 (p7)

小国町黒沢峠敵石遭保存会/山形県小国町・地盤底娠興部門 (p9)

東京ベイ・クリーンアップ大作戦実行委員会/東京都港区・地鳩娠興部門 (p10)



高校生チャレンジショ ッ

プオープン式典(上)

高校生チャレンジショ ッ

プと商庖街イベン卜「浴

衣de夏祭りJの連携 (左)

小田原銀座商庖会

神奈川県小田原市

・地縄娠興部門

(p11 ) 

大杉ミュージカルシアター/石川県小松市・地織娠奥部門 (p14)
うたの郷大杉王国(1995年)

新潟県十日町地械広域事務組合 ・地t域振興部門 (p12)かささぎたちの家

富山県南砺市 ・地盤事娠興部門 (p13)そti祭り会場の夜景「雪像ライトアップ」

夫書E村楠餅子生産者組合/長野県天龍村 ・地盤車振興部門(p15)



、. 

• 
3
 

• 
‘
 

. .・

-・・・・・巻頭エッセー・・・・・・
.揖

. 
甲、. 
， 
... 

|新潟県知事

泉田裕彦

よる
り

「創造的復旧」
まちづく

昨
年
十
月
二
十
三
日
、
新
潟
県
の
中
央
部
に
あ
る
中
越
地
方
を
、

最
大
震
度
七
の
激
震
が
襲
っ
た
。
新
潟
県
中
越
地
震
(
中
越
大
震
災
)

で
あ
る
。

死
者
四
十
人
、
避
難
者
約
十
万
人
、
住
宅
損
壊
約
十
万
棟
に
及
ん

だ
未
曽
有
の
大
災
害
か
ら
、
間
も
な
く
半
年
近
く
が
経
と
う
と
し
て

い
る
。
本
格
的
な
降
雪
の
前
に
、
交
通
網
は
お
お
む
ね
仮
復
旧
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
た
。
被
災
さ
れ
た
方
々
の
応
急
仮
設
住
宅
へ
の
入

居
も
、
正
月
前
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
雪
国
の
長
い
冬
を
迎
え

る
前
に
、
か
ろ
う
じ
て
応
急
対
策
を
間
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
は
幸
い
だ
っ
た
。
し
か
し
、
今
冬
の
新
潟
は
十
九
年
ぶ
り
の
豪

雪
に
見
舞
わ
れ
た
。
被
災
地
の
人
々
に
と
っ
て
、
ひ
と
と
き
も
休
ま

る
こ
と
の
な
い
日
々
が
今
も
続
い
て
い
る
。

深
い
雪
と
の
格
闘
の
時
期
、
同
時
に
私
た
ち
は
復
興
に
向
け
た
プ

ラ
ン
づ
く
り
に
県
民
の
英
知
を
結
集
し
た
。
今
回
の
震
災
か
ら
の
復

興
に
向
け
て
は
、
大
規
模
な
地
盤
災
害
か
ら
の
復
興
、
住
居
と
農
地

な
ど
の
生
産
基
盤
が
密
接
不
可
分
な
中
山
間
地
の
復
興
と
い
う
、
こ

れ
ま
で
に
例
の
な
い
大
き
な
課
題
が
あ
る
。
復
興
に
当
た
っ
て
は
、

壊
れ
た
も
の
を
た
だ
元
に
戻
す
だ
け
で
な
く
、
将
来
に
向
か
っ
て
有

益
な
も
の
を
創
り
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
三
月

一
日
に

ま
と
ま
っ
た
「
震
災
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
、
こ
う
し
た
方
向
性
を
示

す
、
力
強
い
県
民
宣
言
と
な
っ
た
。
雪
解
け
と
と
も
に
、
県
民

一
丸

と
な
っ
て
震
災
復
興
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

今
回
の
震
災
に
よ
り
、
高
齢
化
率
が
四

O
%
に
も
上
る
山
古
志
村

(
四
月

一
日
か
ら
長
岡
市
と
合
併
)
で
は
、
全
村
民
が
村
外
の
仮
設

住
宅
な
ど
で
の
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
山
古
志
は
ニ

シ
キ
ゴ
イ
発
祥
の
地
で
あ
り
、
本
州
唯

一
の
牛
の
角
突
き
(
闘
午
)

の
習
俗
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
至
る
所
に
美
し
い
棚
田
も
残
っ

て
い
た
。
生
活
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
生
産
の
場
で
も
あ
る
、
こ
う

-. A
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， 
し
た
「
日
本
の
原
風
景
」
と
も
い
う
べ
き
土
地
が

一
瞬
に
し
て
崩
壊

し
て
し
ま
っ
た
。
被
災
地
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
危
機
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
。
大
災
害
は
、
ゆ
っ
く
り
と
進
行
し
て
き
た
潜
在
的
な
問

題
を

一
気
に
顕
在
化
さ
せ
る
と
い
う
。

高
齢
化
と
過
疎
化
が
進
行
す
る
中
山
間
地
を
襲
っ
た
大
災
害
は
、

人
口
減
少
社
会
を
目
前
に
控
え
た
わ
が
国
に
お
い
て
、
被
災
地
だ
け

の
問
題
で
あ
ろ
う
は
ず
が
な
い
。
五
年
後
、
十
年
後
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
が
復
活
し
て
、
そ
こ
に
住
む
人
々
が
震
災
前
よ
り
も
元
気
に
、
豊

か
に
、
そ
し
て
安
心
し
て
日
々
の
営
み
を
行
っ
て
い
く
こ
と
。
こ
れ

が
中
越
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
お
け
る
最
大
の
課
題
で
あ
り
、
こ
う

し
た
中
山
間
地
の
復
興
の
あ
り
方
は
、
日
本
全
体
の
将
来
を
左
右
す

る
課
題
で
も
あ
る
。

ま
た
、

三
十
年
以
内
に
七
割
の
確
率
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
ク
ラ

ス
の
地
震
が
南
関
東
で
発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
災
害
列
島
日

本
に
お
い
て
、
都
市
と
地
方
が
別
個
に
存
在
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
防
災
意
識
の
高
い
新
潟
県
を
目
指
し
な
が
ら
広
域
的
な
防
災
連

携
を
進
め
、
闘
の
防
災
体
制
強
化
に
も
貢
献
し
て
い
き
た
い
。

今
回
の
震
災
で
は
、
実
に
多
く
の
方
々
か
ら
御
支
援
を
い
た
だ
い

た
。
全
国
各
地
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は
じ
め
、
自
治
体
職
員
に

よ
る
復
旧
活
動
や
救
援
活
動
へ
の
献
身
的
な
御
支
援
、
そ
し
て
支
援

物
資
や
義
援
金
。
県
民
の
感
謝
の
気
持
ち
は
、
と
て
も
言
葉
で
は
言

い
尽
く
せ
な
い
。
今
度
は
新
潟
県
が
全
国
の
お
役
に
立
つ
こ
と
で
、

こ
う
し
た
御
支
援
に
恩
返
し
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

一

日
も
早
く
復
興
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
復
興
の
過
程
で
、

国
土
の
七
割
を
占
め
る
中
山
間
地
の
災
害
復
興
に
広
く
活
か
せ
る
よ

う
な
、
復
興
の
「
新
潟
モ
デ
ル
」
を
実
現
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重

要
だ
と
考
え
て
い
る
。
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• 
三
十
一

一
団
体
の
活
動
と
功
績
を
た
た
え
る

地
域
の
個
性
豊
か
な
発
想

を
活
か
し
、
住
民
を
は
じ
め

と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
が

取
り
組
む
魅
力
あ
ふ
れ
る
地

域
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進

し
、
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た

市
町
村
お
よ
び
地
域
づ
く
り

団
体
を
た
た
え
る
、
平
成
十

六
年
度
地
域
づ
く
り
総
務
大

臣
表
彰
が
決
ま
り
、
東
京

・

千
代
田
区
の
グ
ラ
ン
ド
ア
ー

ク
半
蔵
門
で

一
月
二
十
六

日
、
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

総
務
大
臣
の
式
辞
後
、

表

彰
を
受
け
た
の
は
「
地
域
振

興
部
門
」
が

二
十
団
体
、

「
国
際
化
部
門
」
が
七
団
体
、

「
情
報
化
部
門
」
が
五
団
体

の
三
部
門
計
三
十
二
団
体
。

地域振興部門 <20団体〉

・自然体験村「虫夢ところ昆虫の家J(北海道常目町)
・尾上町蔵保存利活用促進会 (青森県尾上町)

.あじ島冒険楽校 (宮城県石巻市)

・小田町黒沢峠敷石道保存会 (山形県小田町)

・東京べイ・クリーンアップ大作戦実行委員会 (東京都港区)

・小田原銀座商庖会 (神奈川県小田原市)

.新潟県十日町地域広域事務組合

.富山県南砺市

.大杉ミュージカルシアター (石川県小松市)

.天龍村柚餅子生産者組合 (長野県天龍村)

.大道芸ワールドカ ップ実行委員会 (静岡市)

.三重県鳥羽市

.三重県志摩市・あのりふぐ協議会 (三重県志摩市)

・大山崎竹林ボランティア (京都府大山崎町)

・雲雀正山手緑化推進委員会 (兵庫県宝塚市)

.浜田石見神楽社中連絡協議会 (島根県浜田市)

.うだつの土曜祭実行委員会(徳島県つるぎ町)

・久留米・ラーメンルネッサンス委員会 (福岡県久留米市)

.アイアンマンジャパン地元実行委員会 (長崎県五島市)

・宮崎県西米良村

国際化部門 <7団体〉

・酒田市国際交流サロン企画・運営委員会 (山形県酒田市)

eTINの会 (つくばインターナショナルネットワーク)(茨城県つくば.市)

.ふくいユネスコ協会(福井市)

.静岡県浜松市

.岩倉市国際交流協会 (愛知県岩倉市)

.広島県蒲刈町 (現呉市)

.三野町国際交流協会 (香川県三野町)

情報化部門 <5団体〉

・福島県小高町

.字治大好きネット(京都府宇治市)

・大阪府池田市

.はりまスマートスクールプロジェク卜 (兵庫県姫路市)

・石垣島閑話制作委員会 (沖縄県石垣市)
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各
団
体
を
表
彰
し
て
そ
の
功
績
を
た
た
え
、
広
く
全

国
に
周
知
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
づ
く
り
の
さ
ら

な
る
発
展
を
図
る
の
が
狙
い
だ
。

今
回
の
表
彰
団
体
は
、
前
回
(
昨
年
は
四
部
門
計

二
十
九
団
体
)
よ
り
三
団
体
多
か
っ
た
。
選
定
に
当

た
っ
て
は
、
都
道
府
県
か
ら
の
推
薦
団
体
と
併
せ
て
、

地
域
づ
く
り
懇
談
会
構
成
員
か
ら
の
推
薦
団
体
に
つ

い
て
も
対
象
と
し
た
。
他
の
模
範
と
な
る
先
進
性
や

ユ
ニ
ー
ク
さ
、
地
域
の
独
自
性
、
活
動
の
継
続
性
、
規

模
や
内
容
の
発
展
性
、
自
主
性
、
住
民
と
行
政
の
協

働
・
連
携
性
、
住
民
の
満
足
度
や
地
域
経
済
の
活
性
化

な
ど
を
審
査
基
準
に
し
て
、
決
定
し
た
。

地
域
振
興
部
門

空
洞
化
が
進
行
し
て
い
る
中
心
市
街
地
の
活
性

化
、
地
域
特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
外
部
か
ら
の
産

業
導
入
や
地
元
産
業
の
育
成
、
地
域
伝
統
文
化
の
振

興
、
ご
み
の
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
な
ど
地

平成 16年度

地域づくり総務大臣表彰式

平成 16年度

地域づくり総務大臣表彰式

域
環
境
の
保
全
、
高
齢
者
や
障
害
者
に
配
慮
し
た
ま

ち
づ
く
り
、
子
供
を
産
み
や
す
く
育
て
や
す
い
地
域

ぐ
る
み
の
ま
ち
づ
く
り
、
秩
序
あ
る
街
並
み
や
景
観

整
備
な
ど
の
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
、
行
政
へ
の
住
民

参
加
な
ど
の
面
で
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
市
町
村
お

よ
び
団
体
が
選
ば
れ
た
。

国
際
化
部
門

姉
妹
都
市
交
流
な
ど
を
通
じ
て
海
外
の
地
方
公
共

団
体
や
民
間
団
体
と
の
文
化
・
学
術
・
青
少
年
と
の

交
流
、
海
外
か
ら
の
研
修
員
の
受
け
入
れ
な
ど
人
づ

く
り
に
対
す
る
協
力
、
地
域
の
国
際
化
を
推
進
す
る

た
め
の
人
材
や
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
、
語
学
や
国

際
協
力
に
関
す
る
研
修
や
海
外
派
遣
、
在
住
外
国
人

支
援
の
た
め
の
施
策
へ
の
取
り
組
み
、
外
国
人
観
光

客
や
外
国
企
業
の
誘
致
活
動
に
対
す
る
積
極
的
な
取

り
組
み
な
ど
に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
市
町
村
お
よ

び
団
体
が
選
ば
れ
た
。

情
報
化
部
門

各
種
申
請
・
届
出
な
ど
手
続
き
の
電
子
化
に
よ
る

行
政
運
営
の
簡
素
・
効
率
化
へ
の
取
り
組
み
、

I
T

の
活
用
に
よ
る
行
政
手
続
き
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
化
や

I
T
を
利
用
し
た
便
利
な
ま
ち
づ
く
り
、

地
域
内
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
地
域
情
報
化
の
推
進
、

I
T活
用
に
よ
る
地

域
文
化
や
観
光
の
振
興
、
そ
れ
に
生
涯
学
習
・
人
材

の
育
成
、
ホ
ー
ム
ベ

l
ジ
を
活
用
し
た
情
報
提
供
な

ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た

市
町
村
お
よ
び
団
体
が
選
ば
れ
た
。

抱取諺@2005・4月号5 



V
自
然
体
験
村
「
虫
夢
と
こ
ろ
昆
虫
の
家
」

オ
ホ
ー
ツ
ク
の
地
域
性
を

活
か
し
た
体
験
学
習
の
拠
点

広
報
・
ホ
l
ム
ベ
l
ジ
担
当

• 藤
吉
裕
和

む
1
む
l

「
虫
夢
と
こ
ろ
昆
虫
の
家
」
は
、
携
帯

電
話
も
つ
な
が
ら
な
い
山
奥
に
あ
る
。
も

と
も
と
は
廃
校
で
あ
っ
た
。
こ
の
廃
校
が

一
人
の
熱
い
思
い
か
ら
今
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。
自
衛
隊
を
退
官
し
た
男
は
、
子
供
た
ち

に
い
ろ
い
ろ
な
自
然
を
体
験
し
て
ほ
し
い

と
い
う
情
熱
で
、
廃
校
を
買
い
取
り
、
た

っ
た

一
人
で
そ
れ
を
子
供
た
ち
が
駆
け
回

れ
る
よ
う
に
整
備
を
続
け
た
。
そ
の
姿
を

見
た
地
域
の
人
々
は
、

一
人
、
ま
た

一
人
と
手

を
貸
す
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
れ
が
、
「
見
虫
の
家
」

の
原
点
で
あ
る
。

創
始
者
で
あ
る
滝
沢

始
さ
ん
は
こ
の
地
に
根

を
下
ろ
し
て
か
ら
三
年

と
い
う
短
い
期
間
後
、

こ
の
地
で
こ
の
世
を
去

っ
た
。
し
か
し
、
共
に
施
設
整
備
を
し
て

き
た
地
域
の
人
々
は
、
滝
沢
さ
ん
の
熱
い

情
熱
を
受
け
継
ぎ
、
自
分
た
ち
で
こ
の
施

設
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
を
決
め
た
。

「
虫
夢
友
の
会
」
の
誕
生
で
あ
る
。

ハ

地
域
の
力
で
廃
校
を
整
備
〉

廃
校
と
な
っ
た
後
、
養
豚
場
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
た
旧
吉
野
小
学
校
は
、
施
設

内
が
通
常
の
廃
校
と
比
べ
も
の
に
な
ら
な

い
ぐ
ら
い
荒
れ
て
い

た
。
こ
れ
を
、
少
し
ず

つ、

一
つ
一
つ
み
ん
な

で
整
備
を
続
け
て
い
っ

た
。

J 
ニジマスの池にエサをあげる子供たち

こ
こ
に
は
、
大
き
な

地
域
の
力
が
あ
っ
た
。

行
政
の
助
成
金
な
ど
に

は
頼
ら
ず
、
全
員
が
本

業
に
従
事
し
な
が
ら
休

て部行虫問たた会緒親み に繕業装つ企 費ず必 し無て日
始省うののち 。がに兄、核わ・者業た業協に会要か償施を
まの 。家 二 がこ少生弟子家た整に者 。か力充員でしの設利
つ子当で週夏んな活以供族る備ょに土らのてをあ、行の用
た供初合間休なくす外た化 。はるよ木も輪た募る施動整し
。長は宿、み子なるとちが 多建る業協が 。り 。設と備た
型文を見期供つ機 ー は進 岐物壁者力広 、こ維しにり
H a ，. 72紙にをが 会の持ャ当

3;:ji--i私1 i?ii rii i i j? 
事，~才f，-J議過齢、!一二 1 2 雪量 3i 喜界ZZJ聖
いヤトー ..j.""，，，，'"ー・ぃ・市M ど、備品 13 やを経雪べた
t lf二事劇団園以

オ
ホ
ー
ツ
ク
の
地
域
性
を
活
か
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
地
元
の
協
力
を

得
な
が
ら
の
体
験
学
習
は
、
子
供
の
み
な

ら
ず
父
母
か
ら
も
高
い
評
価
を
得
た
。
こ

こ
に
は
、
今
の
地
域
社
会
で
は
少
な
く
な

6 

っ
た
「
子
供
は
地
域
の
み
ん
な
で
育
て
る
」

と
い
う
思
い
が
流
れ
て
い
る
。

、

地
元
お
っ
ち
ゃ
ん
と
子
供
の

J

r異
世
代
交
流
の
場
に

、

昆
虫
の
家
に
は
、

言
葉
遣
い
が
悪
い
地

域
の
「
お
っ
ち
ゃ
ん
」
た
ち
が
大
勢
い
る
。

初
め
て
参
加
し
た
看
護
師
(
現
養
護
教
員
)

は
、
「
こ
こ
に
は
普
通
の
人
は
い
な
い
の

か
と
思
っ
た
」
と
い
う
感
想
を
話
し
て
く

れ
た
。
豪
快
な
お
っ
ち
ゃ
ん
パ
ワ
l
は
子

供
も
大
人
も
圧
倒
す
る
。

し
か
し
、

言
葉
遣
い
は
悪
く
と
も
、
全

可
ベJ
部
の
子
供
を
自
分
の
わ
が

一
¥
、
臥

ホ
子
の
よ
う
に
扱
っ
て
い

入‘
.の
-
調
uhん
る

。
食
事
の
作
法
と
い
っ

，.mた
基
本
的
な
こ
と
に
は
す

圃
圃
圃
村
ご
く
厳
し
い
。
ひ
じ
を
食

・
・
・
け
卓
に
突
い
て
食
べ
て
い
る

E
・
圃
村
も
の
な
ら
、
す
ぐ
に
怒
ら

凶
司
園

長

れ

て

し

ま

う

。
で
も
、

一

ha都
緒
に
な
っ
て
遊
ぶ
時
は
、

切

必

需
は
た
か
ら
見
る
と
ど
っ
ち

守

悩

廿
が
子
供
な
の
か
見
分
け
が

--n
」
常
漁
つ
か
な
い
。

文
部
省
(
現
文
部
科
学
省
)
の
担
当
官

は
視
察
し
た
際
に
「
昔
は
た
く
さ
ん
い
た
、

根
は
優
し
い
け
ど
お
っ
か
な
い
近
所
の
お

じ
さ
ん
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
て
い
る
。

こ
れ
が
す
べ
て
を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
し

て
、
お
っ
ち
ゃ
ん
た
ち
の
情
熱
は
ま
だ
ま

だ
冷
め
そ
う
に
な
い
。
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尾
上
町
蔵
保
存
利
活
用
促
進
会

農
家
蔵
保
存
利
活
用
と

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
振
興

園留置置置置函置車置置量調

尾
上
町
は
、
他
市
町
村
に
な
い
農
村
景

観
が
評
価
さ
れ
、
農
村
ア
メ
ニ
テ
イ
コ
ン

ク
ー
ル
優
秀
賞
、
農
村
景
観
百
選
、
か
お

り
風
景
百
選
指
定
の
町
と
し
て
、

.

.
 

全
国
的
に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。一
M

U

そ
の
農
村
景
観
を
形
成
し
て
い
る

一
ム
…

の
が
、
蔵
、
庭
園
、
生
け
垣
で
あ
る
。
一
一
フ
川

、

農
産
物
貯
蔵
の
役
目
を

ノ

二

u

f
終
え
た
三
百
三
十
四
棟
、

一
オ
…

特
に
蔵
は
町
内
に
三
百
三
十
四

フ
…

棟
が
現
存
し
、
そ
の
九
四
%
が
農

蔵

…

家
蔵
で
あ
る
。
昭
和
二
十
1
三
十

ニ

年
代
に
建
造
ブ

l
ム
が
起
こ
り
、

ぃド

主
に
農
産
物
の
貯
蔵
施
設
と
し
て
活
用
さ

れ
て
き
た
。
当
時
、
蔵
は
所
有
者
の
ス
テ

ー
タ
ス
で
も
あ
っ
た
。
昨
今
、
農
産
物
は

収
穫
と
同
時
に
農
協
の
貯
蔵
施
設
に
搬
入

と
い
う
農
業
形
態
の
変
化
に
伴
い
、
蔵
は

貯
蔵
施
設
の
役
目
を
終
え
、
物
置
蔵
と
な

っ
た
。
次
第
に
所
有
者
に
も
、
地
域
住
民

• 佐
藤
正
彦

守
常
務
理
事

の
聞
に
も
ス
テ
ー
タ
ス
と
い
う
価
値
観
が

薄
れ
て
い
っ
た
。
当
町
で
生
ま
れ
育
ち
、

暮
ら
し
て
い
る
と

「
素
晴
し
い
蔵
、
蔵
並

・
岡
温
・
・
コ

み
、
農
村
景
観
は
見

事
司
E
-目
慣
れ
た
風
景
」
で
し

-----F』
か
な
く
な
っ
た
。

-
圃
冒

一

蔵
を
建
て
る
人
、

.
揮
し
コ

一

建
て
る
職
人
が
い
な

・
圃
副

一

-

い
今
日
、
町
に
あ
る

--Fれ圃
圃

一

蔵
は
少
な
く
な
っ
て

---E・一一
弘
も
多
く
な
る
こ
と
は

・・・圃.，
-
r

な
い
。
後
世
に
残
す

・・圃・E
.
.
.
.
.
 ，-フ

E・
E・
蔵
べ
き
建
造
物
・
文
化

遺
産
と
位
置
付
け
し
、
「
蔵
保
存
と
利
活

用
の
促
進
、
グ
リ
ー
ン
ツ
l
リ
ズ
ム
事
業

推
進
基
盤
確
立
と
事
業
の
定
着
」
を
目
的

に
、
町
内
外
賛
同
者
二
十
六
人
で
平
成
十

四
年

一
月
に
「
尾
上
町
蔵
保
存
利
活
用
促

進
会
」
を
設
立
。
翌
十
五
年
八
月
、

N
P

O
法
人
の
認
証
を
受
け
、
法
人
組
織
と
し

て
活
動
し
て
い
る
。

活
動
内
容
は
、

①
蔵
の
合
同
調
査
②
蔵

マ
ッ
プ
発
刊
③
会
報
「
蔵
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」

発
刊
④
蔵
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
⑤
蔵
並
み

図
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
開
催
⑥
蔵
・
農
家
庭

園
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
開
催
⑦
修
学
旅
行
農

作
業
体
験
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
の
受
け
入
れ

③
ブ
ド
ウ
・
リ
ン
ゴ
・
イ
チ
ゴ
収
穫
体
験

の
開
催
⑨
古
農
具
収
集
お
よ
び
展
示
⑩
地

域
案
内
人
育
成
講
座
の
開
催
命
援
の
文
化

財
指
定
登
録
調
査
⑫
蔵
保
存
と
利
活
用
へ

の
提
言

な
ど
に
及
ぶ
。

そ
の
活
動
が
各
新
聞
社
に
掲
載
さ
れ
、

ま
た

N
H
K
の
「
東
北
各
駅
停
車
」
や
民

放
テ
レ
ビ
番
組
な
ど
で
大
き
く
取
り
上
げ

ら
れ
た
。
国
の
垂
柳
・
猿
賀
田
園
空
間
整

備
事
業
蔵
利
活
用
拠
点
づ
く
り
に
採
択
さ

れ
、
さ
ら
に
全
国
農
業
高
校
教
科
書
「
グ

リ
ー
ン
ラ
イ
フ
」
へ
の
掲
載
、
同
十
五
年
度

「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
賞
」
撮
興
奨
励
賞
や

第
三
回
「
村
の
伝
統
文
化
顕
彰
」
農
村
振

興
局
長
賞
の
受
賞
。
そ
し
て
同
十
六
年
度

あ
お
も
り
活
性
化
大
賞
奨
励
賞
と
同
地
域

づ
く
り
総
務
大
臣
賞
の
受
賞
な
ど
、
大
き

な
成
果
と
な
り
、
蔵
所
有
者
は
じ
め
地
域

住
民
の
意
識
高
揚
に
と
つ
な
が
っ
た
。

、

広
域
連
携
に
よ
る

Fv

t
'
農
村
文
化
の
ま
ち
の
つ
く
り

司

こ
の
成
果
は
弘
前
市
、
岩
木
町
、
平
賀

町
、
浪
岡
町
、
当
町
の
連
携
に
よ
る
、
グ

リ
ー
ン
ツ

l
リ
ズ
ム
事
業
の
推
進
組
織

「
広
域
連
携
・
:
津
軽
ほ
っ
と
ス
テ
イ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
設
立
(
平
成
十
五
年
二
月
)

の
原
動
力
と
な
っ
た
。
そ
し
て
同
十
六
年

五
月
、
千
葉
県
船
橋
市
立
二
宮
中
学
校
三

年
生
二
百
三
十
八
人
の
修
学
旅
行
農
作
業

体
験
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
を
受
け
入
れ
し
、

「
感
動
の
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
」
を
実
現
。

十
七
年
度
は
同
校
の
受
け
入
れ
(
五
月
下

旬
)
と
小
樽
市
内
二
中
学
校
の
受
け
入
れ

(
六
月
上
旬
)
が
確
定
し
、
広
域
的
な
グ

リ
ー
ン
ツ

1
リ
ズ
ム
事
業
推
進
の
基
盤
確

立
と
事
業
定
着
の
拡
充
に
大
き
く
貢
献

す
る
。
当
会
の
活
動
が
短
期
間
に
大
き
な
成
果

を
上
げ
た
要
因
は
、
農
家
蔵
と
い
う
素
材

の
良
さ
と
弘
前
大
学
や
八
戸
工
業
大
学
、

そ
れ
に
柏
木
農
業
高
校
や
地
元
小
学
校
な

ど
の
教
育
機
関
、
県
内
の

N
P
O
法
人
、

グ
リ
ー
ン
ツ
l
リ
ズ
ム
推
進
団
体
や
県
行

政
な
ど
、
多
方
面
に
わ
た
る
連
携
が
大
き

な
推
進
力
と
な
っ
て
い
る
。

「
農
家
蔵
の
町
」
「
グ
リ
ー
ン
ツ
l
リ
ズ

ム
の
町
」
と
い
う
全
国
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
、

農
村
文
化
の
漂
う
ま
ち
づ
く
り
実
現
に
向

け
、
今
後
も
人
材
育
成
と
受
け
入
れ
農
家

の
啓
蒙
、
蔵
利
活
用
の
拠
点
づ
く
り
促
進
、

蔵
の
補
修
工
事
・
蔵
並
み
の
環
境
整
備
推

進
、
蔵
文
化
財
の
指
定
登
録
調
査
推
進
と

登
録
申
請
、
グ
リ
ー
ン
ツ

l
リ
ズ
ム
事
業

の
定
着
・
拡
充
な
ど
を
積
極
的
に
展
開
し

て
い
く
方
針
で
あ
る
。

誌記語i:-'02005・4月号7 



V
あ
じ
島
冒
険
楽
校

島
の
高
齢
者
に
生
き
が
い

も
た
ら
す
異
世
代
交
流
体
験

、

コ
ン
セ
プ
ト
は

J

r
「
昔
の
夏
休
み
」
の
体
験
、

宮
城
県
牡
鹿
町
の
網
地
島
は
、
人
口
約

五
百
五
十
人
、
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者

の
割
合
が
約
七
割
を
占
め
る
。
平
成
十
二

年
三
月
に
小
中
学
校
が
な
く
な
り
、
今
で

は
元
気
な
子
供
の
声
が
ほ
と
ん
ど
聞
こ
え

な
い
、
人
口
の
流
出
と
高
齢
化
の
問
題
を

抱
え
た
島
で
あ
る
。
活
気
あ
る
地
域
づ
く

り
の
た
め
に
、
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い

か
と
島
の
み
ん
な
で
考
え
、
実
施
し
た
の

が
子
供
の
体
験
学
習
「
あ
じ
島
官
険
楽
校
」

で
あ
る
。
あ
じ
島
官
険
楽
校
は
、
網
地
島

の
自
然
と
島
の
人
々
の
技
を
活
か
し
た
、

手
作
り
の
楽
校
で
も
あ
る
。

、

閉
校
施
設
を
リ
ニ
ュ

l
アル

J

rし
て
再
利
用

、

平
成
十
六
年
七
月
か
ら
八
月
に
か
け

て
、
ウ
ニ
、
ア
ワ
ビ
、
ホ
ヤ
の
三
コ
l
ス

を
開
催
し
、
宮
城
県
内
の
約
百
人
の
子
供

網
地
島
地
区
モ
デ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会

副
会
長

・

桶

谷

敦

た
ち
を
受
け
入
れ
た
。
宿
泊
は
閉
校
し
た

中
学
校
を
リ
ニ
ュ

l
ア
ル
し
た
「
島
の
楽

校
」
だ
。
体
験
し
た
メ
ニ
ュ
ー
は
シ
l
カ

ヤ
ッ
ク
、
肝
だ
め
し
、
流
木
を
使
っ
た
ク

ラ
フ
ト
作
り
、
あ
じ
島
官
険
楽
校
の
ロ
ゴ

を
入
れ
た

T
シ
ャ
ツ
作
り
、
植
物
観
察
、

磯
観
察
、
島
の
伝
統
技
法
に
よ
る
魚

釣
り
、
パ
ク
ダ
ン
(
お
米
を
ポ
ッ
プ

コ
l
ン
の
よ
う
に
ふ
く
ら
ま
せ
た
菓

子
作
り
。
昔
の
祭
り
で
は
、
子
供
た

ち
に
人
気
が
あ
っ
た
)
な
ど
、
盛
り

だ
く
さ
ん
な
内
容
に
な
っ
た
。

楽
し
み
の
食
事
は
、
コ

l
ス
の
名

前
の
通
り
、
取
れ
た
て
の
ウ
ニ
や
ア

ワ
ビ
に
み
ん
な
大
満
足
。
魚
釣
り
で

は
、
多
く
の
子
供
た
ち
が
生
ま
れ
て

初
め
て
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ほ
と
ん

ど
全
員
が
魚
を
釣
り
上
げ
た
。
さ
っ

そ
く
浜
辺
で
焼
い
て
全
部
食
べ
た
。

ま
た
、
四
キ
ロ
離
れ
た
牡
鹿
町
鮎
川

の
「
鯨
祭
り
」
の
花
火
を
、
島
の
高

齢
者
が
子
供
の
こ
ろ
に
し
た
の
と
同
じ
よ

う
に
、
港
の
岸
壁
に
ゴ
ザ
を
敷
き
寝
っ
こ

ろ
び
な
が
ら
見
た
。
ど
れ
を
と
っ
て
も
、

貴
重
な
体
験
に
な
っ
た
。

、

冒
蹟
楽
校
を
支
え
る
応
援
団
と

J

r元
気
を
取
り
戻
し
た
高
齢
者

、

「島の楽校」の前で

冒
険
楽
校
で
は
、

N
P
O法
人
宮
城
県

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
協
会
な
ど
と
協
働

で
、
流
木
を
使
っ
た
ク
ラ
フ
ト
作
り
な
ど
、

体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
を
行
っ
た
。
ま
た
、

三
十
五
年
前
に
網
地
島
の
網
長
中
学
校
に

赴
任
し
、
島
の
植
物
を
研
究
し
た
高
橋
和

吉
先
生
に
も
参
加
い
た
だ
き
、
島
特
有
の

植
物
に
つ
い
て
、
興
味
深
い
話
を
聞
い
た
。

さ
ら
に
、
冒
険
楽
校
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

大
学
生
の
リ
ー
ダ
ー
に
サ
ポ
ー
ト
し
で
も

8 2005・4月号地誕地

いしどの浜で魚釣り

ら
い
、
冒
険
楽
校
の
応
援
団
の
輪
が

一
段

と
広
が
っ
た
。

活
気
を
失
い
暗
く
な
り
が
ち
な
網
地
島

を
、
冒
険
楽
校
の
子
供
た
ち
の
大
き
な
歓

声
で
明
る
く
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
島
の

高
齢
者
も
子
供
た
ち
を
見
る
と
、
積
極
的

に
「
ど
こ
か
ら
来
た
の
?
」
「
船
に
酔
わ

な
か
っ
た
か
い
?
」
な
ど
の
言
葉
を
掛
け
、

島
で
は
め
っ
た
に
見
か
け
な
い
子
供
と
の

交
流
を
楽
し
ん
だ
。
島
の
高
齢
者
は
子
供

た
ち
か
ら
大
き
な
元
気
を
も
ら
い
、
官
険

楽
校
の
取
り
組
み
に
自
信
を
深
め
、

生
き

が
い
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

子
供
た
ち
に
と
っ
て
も
、
島
で
過
ご
し
た

夏
休
み
が

一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
に

な
っ
た
よ
う
だ
。



V
小
国
町
黒
沢
峠
敷
石
道
保
存
会

文
化
遺
産
を
復
元
し

地
域
の
観
光
資
源
に
活
用

園留置置置置圏直置冨霊童書

黒
沢
峠
敷
石
道
保
存
会
は
、
越
後
街
道

十
三
峠
の

一
つ
で
あ
る
黒
沢
峠
の
敷
石
道

を
復
元
し
、
次
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た

め
に
、
黒
沢
地
区
の
全
戸

(
十
九
戸
)
で

構
成
し
て
い
る
歴
史
街
道
保
存
を
目
的
と

し
た
仲
間
の
集
ま
り
で
あ
る
。

小
国
町
は
、
山
形
県
の
西
南
端
、
新
潟

県
境
に
位
置
し
て
い
る
。
越
後
(
新
潟
)

と
置
賜
(
米
沢
)
を
結
ぶ
旧
越
後
街
道
沿

い
、
荒
川
と
そ
の
支
流
域
に
開
け
た
町

で
、
面
積
は
七
百
三
十
七
平
方
キ
ロ
。
山

形
県
総
面
積
の
七
・
九
%
に
当
た
る
町

土
の
九
四
・
八
%
が
山
林
で
占
め
ら
れ

て
い
る
。

ハ

埋
も
れ
て
い
た
町
の
財
産
〉

旧
越
後
街
道
は
、
上
杉
藩
時
代
に
交
易

の
た
め
に
整
備
さ
れ
た
道
で
あ
る
。
こ
の

街
道
に
は
十
三
の
非
常
に
険
し
く
ぬ
か
る

ん
だ
峠
が
あ
り
、
こ
れ
が
越
後
街
道
十
三

• 保
科

会
長

峠
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
当
町
に
は
そ
の
う

ち
十
の
峠
が
あ
り
、
黒
沢
峠
も
そ
の

一
つ

で
あ
る
。
幕
末
、
牛
馬
が
往
来
し
や
す
い
よ

う
、
石
を
切
り
出
し
て
敷
い
た
と
さ
れ
る
。

歴
史
に
か
ん
が
み
る
と
、
薩
長
の
軍
隊

を
越
後
で
出
迎
え
た
米
沢
藩
士
や
、
英
国

の
女
性
旅
行
家
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
も
通

っ
た
道
だ
が
、
明
治
以
後
は
山
形
県
令
三

島
通
庸
に
よ
る
小
国
新
道
(
現
在
の
国
道

一
二
三
万
)
開
設
に
伴
っ
て
、
街
道
は
次

第
に
忘
れ
去
ら
れ
て
い
っ
た
。

、

住
民
の
手
に
よ
る

J

r発
掘
と
復
元
整
備

、

長
年
の
風
雪
に
さ
ら
さ
れ
、
落
葉
や
土

が
幾
層
に
も
重
な
っ
た
峠
道
は
、
ほ
ほ
埋

も
れ
た
状
態
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
昭
和

五
十
五
年
六
月
に
保
存
会
を
発
足
さ
せ
、

敷
石
道
の
復
元
を
試
み
た
の
で
あ
る
。
わ

れ
わ
れ
に
と
っ
て
、
黒
沢
峠
の
敷
石
の
存

在
自
体
は
、
山
菜
採
り
な
ど
の
経
験
か
ら 充
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を
し
て
保
存
し
て
い
る
た
め
、
ほ
と
ん
ど

買
い
足
す
こ
と
な
く
、
長
い
間
同
じ
物
を

利
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
他
の
団
体
が
清

掃
活
動
を
し
た
い
と
い
う
時
に
は
、
用
品

の
貸
し
出
し
も
し
て
い
る
。

V
東
京
ベ
イ
・
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦
実
行
委
員
会

「
泳
げ
る
東
京
湾
」
目
指
し

住
民
・
団
体
が
清
掃
活
動
を
展
開

僻
港
区
ス
ポ
ー
ツ
ふ
れ
あ
い
文
化
健
康
財
団

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
文
化
健
康
部
事
業
課

・

「
東
京
港
を
泳
げ
る
海
に
!
」
「
お
台
場

の
海
を
き
れ
い
に
し
た
い
」
と
い
う
思
い

か
ら
、
全
日
本
潜
水
連
盟
、
東
京
海
上
保

安
部
が
平
成
人
年
六
月
に
始
め
た
事
業
が

「
東
京
ベ
イ
・
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦
」

で
あ
る
。
そ
の
後
多
く
の
地
元
住
民
、
地

元
企
業
・
団
体
を
取
り
込
み
、
同
十
六
年

度
は
三
回
(
六
月
、
九
月
、
十

一
月
)
実
施

し
た
。
毎
回
多
く
の
参
加
者
を
集
め
、
今

で
は
お
台
場
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
持
て
る
能
力
(
人

を
出
し
た
り
、
お
金
を
出
し
た
り
)
を
生

か
し
な
が
ら
、
活
動
を
続
け
て
い
る
。
例

え
ば
、
東
京
海
上
保
安
部
は
ダ
イ
パ

l
の

安
全
の
た
め
、
特
殊
救
難
隊
を
派
遣
し
て

い
る
。
全
日
本
潜
水
連
盟
は
ダ
イ
パ
ー
へ

の
周
知
と
、
当
日
の
海
中
清
掃
の
運
営
の

お
手
伝
い
を
し
て
い
る
。
伽
サ
ニ
ク
リ
ー

ン
は
毎
年
、
ゴ
ミ
袋
を
提
供
し
て
く
れ
る
。

伽
港
区
ス
ポ
ー
ツ
ふ
れ
あ
い
文
化
健
康
財

、

水
質
浄
化
が
実
り

J

r潮
干
狩
り
が
復
活
、

こ
の
よ
う
な
活
動
を
継
続
し
て
い
る
う

ち
に
、
多
く
の
新
た
な
活
動
が
生
ま
れ
た
。

例
え
ば
、
臨
海
副
都
心
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
が
中
心
と
な
り
、
昨
年
六
月
の
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
時
に
海
浜
清
掃
だ
け
で
は
な

く
、
お
台
場
の
陸
地
部
分
の
清
掃
も
実
施

し
た
。
ま
た
、
全
日
本
潜
水
連
盟
が
中
心

と
な
り
東
京
港
水
中
生
物
研
究
会
が
設
立

さ
れ
、
東
京
港
の
水
中
生
物
の
保
護
・
観

察
を
長
年
行
っ
て
い
る
。
一

方
、
地
域
で

の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
生
ま
れ
、
回
収

す
る
ゴ
ミ
の
量
は
年
々
減
少
し
て
き
で

い
る
。
そ
こ
で
私
た
ち

は
、
た
だ
単
に
当

日
の
ゴ
ミ
を
清
掃

す
る
だ
け
で
は
な

く
、
も
っ
と
よ
り

積
極
的
に
海
を
き

れ
い
に
し
よ
う
と

い
う
思
い
か
ら
、

お
台
場
地
域
の
港

陽
小
・
中
学
校
に

協
力
を
依
頼
し
、

小
野
口
敏

団
は
、
事
務
局
を
担
当
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
東
京
ベ
イ
・
ク
リ
ー
ン
ア

ッ
プ
大
作
戦
実
行
委
員
会
は
、
全
日
本
潜

水
連
盟
、
東
京
海
上
保
安
部
、
東
京
都
港

湾
局
、
東
京
都
水
産
試
験
場
、
臨
海
副
都

心
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、
附
東
京
青
年
会

議
所
港
区
委
員
会
、
デ
ッ
ク
ス
東
京
ピ
ー

チ
、
港
区
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
に
よ

り
組
織
さ
れ
た
実
行
委

員
会
で
あ
る
O

L

活
動
資
金
に
つ
い
て

は
、
全
て
企
業
・
団
体

か
ら
の
寄
付
浄
財
に
よ

り
運
営
し
て
い
る
。
清

掃
用
品
(
軍
手
、
火
パ

サ
ミ
、
ふ
る
い
、
ス
コ

ッ
プ
な
ど
)
は
す
べ
て
、

こ
の
寄
付
浄
財
に
よ
り

購
入
し
て
い
る
。
毎
回
、

清
掃
終
了
後
に
水
洗
い

海中清掃には総勢151人が参加

10 

砂
浜
を
掘
り
起
こ
し
て
地
中
に
酸
素
を
供

給
し
た
り
、
ア
サ
リ
の
稚
貝
を
放
流
す
る

こ
と
に
よ
り
、
水
生
生
物
を
増
殖
さ
せ
、

水
質
を
浄
化
す
る
試
み
も
行
っ
て
い
る
。

昨
年
お
台
場
海
浜
公
園
で
は
、
週
末
に
多

く
の
人
が
潮
干
狩
り
を
す
る
ほ
ど
ア
サ
リ

が
繁
殖
し
た
。

、

よ
り
安
全
な
水
遊
び
が

J

rで
き
る
環
境
に

、

東
京
都
は
平
成
十
五
年
六
月
、
環
境
局
、

港
湾
局
、
下
水
道
局
の
三
局
が
合
同
し
て
、

お
台
場
海
浜
公
園
に
有
明
か
ら
海
水
を
く

み
上
げ
、
ろ
過
・
殺
菌
し
て
お
台
場
海
浜

公
園
の
海
に
流
す
「
海
域
浄
化
実
験
プ
ラ

ン
ト
」
を
完
成
さ
せ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

よ
り
安
全
に
水
遊
び
が
で
き
る
環
境
が
整

っ
た
。
今
後
も
地
元
住
民
、
地
元
企
業
・
団
体

が
"
三
位

一
体
“
と
な
り
、
環
境
の
保
全

を
呼
び
掛
け
、
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
こ
れ
ま

で
活
動
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
全
日
本
潜

水
連
盟
が
主
体
と
な
り
、
親
子
シ
ユ
ノ

l

ケ
リ
ン
グ
教
室
を
予
定
し
て
い
る
。
平
成

八
年
六
月
に
活
動
を
始
め
て
か
ら
今
年
で

十
回
目
と
な
る
節
目
の
年
に
、
い
よ
い
よ

「
東
京
湾
を
泳
げ
る
海
に
!
」
と
い
う
当

初
の
目
的
が
実
現
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

2005・4月号i出跡事勉

※
年
三
回
の
う
ち
、
六
月
は
実
行
委
員
会
、
九

月
は
連
合
み
な
と
、
十

一
月
は
サ
ン
ト
リ
ー

怖
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
し
て
い
る
。



小
田
原
銀
座
商
届
会

人
、
か
行
き
交
う
交
流
の
場
を

復
活
し
た
商
屈
街

圃置置置E置園置圏量調

会
長

や
幼
児
絵
画
教
室
の
生
徒

た
ち
に
、
フ
ラ
ッ
グ
絵
を

描
い
て
も
ら
っ
て
ア
ー
ケ

ー
ド
に
飾
り
、
華
や
か
な

彩
り
を
添
え
て
い
た
だ
い

た
。

地
域
住
民
と
の
紳
を
築
い
た

J

街
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー

、

小
田
原
銀
座
商
店
会
は
、
「
人
び
と
の

ふ
れ
あ
い
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

の
確
立
」
を
テ

l
マ
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
展
開
し
て
き
た
。
平
成
十
五
年

七
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
街
か
ど
ギ
ャ
ラ

リ
ー
」
は
、
普
段
見
落
と
し
が
ち
な
商
庖

街
の
魅
力
を
紹
介
し
、
そ
の
風
情
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
く
"
街
歩

き
“
と
組
み
合
わ
せ
、

そ
の
作
品
を
商
庖
街
の

六
画
廊
が
協
力
し
合
っ

て
企
画
展
示
し
、
地
域

き
ず
な

住
民
と
の
新
た
な
鮮
を

築
い
て
い
る
。
そ
の

一

環
と
し
て
、
教
育
コ
ミ

ッ
シ
ョ
ン
事
業
を
展

開
、
同
年
の
ク
リ
ス
マ

ス
で
は
市
内
の
小
学
生

同
年
十

一
月
に
オ
ー
プ

ン
し
た
「
銀
座
情
報
プ
ラ

ザ
」
は
、
地
域
の
人
も
気

軽
に
立

ち
寄
れ • 角

田
克
宏

き
っ
か
け
は
、
十
五
年
に
小
田
原
市
が
募

集
し
た
「
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
費
補

助
金
」
へ
の
応
募
だ
っ
た
。
当
市
に
お
い

て
も
他
の
多
く
の
都
市
と
変
わ
り
な
く
、

こ
こ
十
数
年
は
経
済
的
地
盤
の
沈
下
に
悩

ん
で
き
た
。
か
つ
て
郊
外
に
誘
致
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
工
場
群
が
経
済
構
造
の
変
化
に

伴
っ
て
事
業
の
撤
退
・
縮
小
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
そ
の
跡
地
に
大
型
商
業
施
設
が
進

出
し
、
多
く
の
人
を
集
め
て
い
る
。

こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、
私
た
ち
中
心

市
街
地
の
商
業

者
が
活
性
化
を

図
る
た
め
、
こ

の
地
な
ら
で
は

の
魅
力
を
再
発

見
し
て
い
く
必

要
が
生
じ
て
き

た
。
さ
ま
ざ
ま

る
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

と
、
体
験
的
に
商
売

を
始
め
る
こ
と
の
で

き
る
レ
ン
タ
ル
ボ
ッ

ク
ス
を
組
み
合
わ
せ
、

今
で
は
商
庖
街
と
外

部
を
つ
な
ぐ
拠
点
と

し
て
機
能
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
事
業
の

小学生の描いた商庖街フラッグ

なまJC
 

ま
か去、スクポhf

 

、
/レザ-フプ

ぶ
な
議
論
を
重
ね

報
並
時
前
て
い
く
う
ち
に
、

銀
商

①
古
く
か
ら
の

交
通
の
拠
点
と
し
て
の
独
自
な
立
地
②
歴

史
や
伝
統
に
裏
付
け
ら
れ
た
専
門
庖
街
と

風
情
ー
と
い
っ
た
大
き
な
特
徴
が
浮
か
び

上
が
っ
て
き
た
。
こ
う
し
て
生
ま
れ
た
テ

ー
マ
が
「
人
び
と
の
ふ
れ
あ
い
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
の
確
立」

だ
っ
た
0

.
人
の
流
れ
を
戻
し
た

d

.高
校
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
、

銀
座
情
報
プ
ラ
ザ
や
街
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ

ー
な
ど
の
事
業
を
進
め
な
が
ら
、
私
た
ち

と
事
業
者
の
思
い
が
マ
ッ
チ
ン
グ
し
た
例

が
「
高
校
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
」
で

あ
る
。
同
年
七
月
、
商
業
高
校
の
神
奈
川

県
立
小
田
原
城
東
高
校
か
ら
、
学
習
成
果

の
実
践
の
場
の
提
供
を
求
め
ら
れ
た
時
、

当
時
展
開
を
考
え
て
い
た
教
育
コ
ミ
ッ
シ

ョ
ン
事
業
に
ぴ
っ
た
り
と
は
ま
り
、
協
力

を
応
諾
し
た
。

そ
の
後
、
先
生
と
生
徒
た
ち
の
努
力
の

か
い
が
あ
り
、
市
の
"
起
業
戦
略
プ
ラ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
“
で
特
別
賞
を
い
た
だ
き
、

空
き
庖
舗
の
オ
ー
ナ
ー
の
協
力
も
得
て
、

翌
十
六
年
四
月
に
無
事
オ
ー
プ
ン
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
、
全
国
初
の
高

校
生
に
よ
る
通
年
営
業
の
庖
舗
は
当
初
の

予
想
を
大
き
く
超
え
る
売
り
上
げ
-を
記
録

し
、
中
心
市
街
地
に
新
た
な
人
の
流
れ
を

つ
く
り
出
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
事
業
を
通
じ
て
私
た
ち
は

今
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
び
と
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
育
み
つ
つ
あ
る
。
銀
座
情
報
プ
ラ

ザ
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
、
街
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
通
じ
て
知

り
合
っ
た
絵
画
愛
好
家
た
ち
、
高
校
生
チ

ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
の
生
徒
た
ち
か
ら
、
新

た
な
事
業
展
開
の
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
い
て

い
る
。
こ
う
し
た
情
報
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
通
じ
て
、
に
ぎ
わ
い
あ
る
商
庖
街
、
そ

し
て
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
を
今
後

も
目
指
し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

泊迫電~i!ì2005・4月号11 



V
新
潟
県
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

現
代
ア
ー
ト
を
素
材
に
し
た

広
域
連
携
の
地
域
づ
く
り

越
後
妻
有
地
域
は
、
本
年
四
月

一
日
に

五
市
町
村
(
十
日
町
市
、
川
西
町
、
中
里

村
、
松
代
町
、
松
之
山
町
)
が
合
併
し
た

十
日
町
市
と
、
津
南
町
の
二
市
町
か
ら
な

る
面
積
七
百
六
十
二
平
方
キ
ロ
の
中
山
間

地
で
あ
る
。
豊
か
で
美
し
い
里
山
な
ど
の

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
日
本
有
数
の
豪
雪

地
の
中
に
、
農
業
と
織
物
業
を
主
産
業
に

八
万
人
弱
の
人
が
暮
ら
し
て
い
る
。

、

越
後
妻
有
ア
l
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス

J

r整
備
事
業
を
ス
タ
ー
ト

、

地
場
産
業
の
低
迷
と
少
子
高
齢
化
や
過

疎
化
な
ど
が
進
み
、
地
域
活
性
化
の
起
爆

剤
と
し
て
新
潟
県
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
下
で
、
現
代
ア
l
ト
と
環
境
を
素
材

に
「
越
後
妻
有
ア
l
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
整
備

事
業
」
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。
「人

間
は
自
然
に
内
包
さ
れ
る
」
と
い
う
基
本

精
神
に
基
づ
き
、
地
域
の
活
性
化
、
地
域

の
情
報
発
信
、
交
流
入
口
の
増
加
を
目
指

r

，
事
務
局
企
画
振
興
課
長

d
司、

• 尾
身
晴
夫

し
、
ア
l
ト
分
野
の
専
門
家
に
よ
る
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
1
制
に
よ
る
「
ス
テ

キ
発
見
」
「
花
の
道
」

「
ス
テ
ー
ジ

整
備
」
「
大
地
の
芸
術
祭
」
の
四

つ
を
柱
に
位
置
付
け
、

事
業
を
ス

タ
ー
ト
し
た
。

、

世
界
に
情
報
発
信
す
る

J

r「
大
地
の
芸
術
祭
」

、

越後松之山 「森の学校Jキョ口口

平
成
八
年
か
ら
十
日
町
地
域
広

域
事
務
組
合
に
企
画
振
興
課
を
置

き、

事
業
の
事
務
局
と
し
た
。
中

で
も

「大
地
の
芸
術
祭
」
は
、
四

つ
の
柱
の
中
核
を
成
し
、

全
世
界

へ
の
情
報
発
信
と
交
流
入
口
の
増

加
を
目
指
す
野
外
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
。
三
年
に

一
度
、
自
然
と
ア
l

ト
と
人
間
の
融
合
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
同
十
二
年
に
第

一
回
を
開
始
し
た
。

夏
休
み
を
含
む
五
十
三
日
間
に
わ
た
っ

て
開
催
し
、

三
十
二
カ
国
百
四
十
七
組
の

落 〆画、 量函ーーーー圃ーーーーーーーーーーーーーーーー・・ 組や 問のスア問た聞社アロ担・・・・・・・EE----za空宮前よ居手」三よ理因子子 園圃・・・・圃園・・・・・・圃・圃ー・・・・・・・・・順資回数にジイし二六き}解はえ~ ~量量rm:t耳目;;;司回目・~Z 2 Aー竺~: 風金はえよがス 、回万家元
さ商始テ 聖掴遍醤軍監ι旦 旦 満投現たり完ト 二 は 三 ゃ℃
れ工めイ 量購聴頭開明園田朝掴轍掴匝i;Ä~Z~冒圃瞳園・圃圃圃 帆入氏 。 、成のト同千商 L 
、会たア にヘア 二 、参 三 十人庖高
第議交学価行協し企アと都訪若上取が数な行の l 十五茄ヵ五の街閏
所流生さわ働、画「し圏しい、りこ多かわ批ト 万十吉国年来な域

回~ とれれ作地運こたのた人大上のくつれ判に 人を 三 百 の訪ど内
を券 地たた業域営へボ 学。 が 学 げイの有たな対 を憩つ五夏客にの
多 ー 。こが住号びラ生ま数生てベマ わどす 超えの十にを作岡
田之 戸 と数民に隊ンをた多なくンスしけ、る える新七五記品畑
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り
上
が
り
を

見
せ
て
成
功

に
つ
な
が
っ

た
。
こ
へ
び

隊
の
献
身
的

な
活
動
は
、

数
多
く
の
住

民
や
来
訪
者

に
感
動
を
与

え
た
。
会
期

終
了
後
も
こ

へ
び
隊
や
ア

ー
テ
ィ
ス
ト

が
地
域
の
祭
り
な
ど
に
参
加
し
、
集
落
・

商
底
街
と
の
新
た
な
交
流
が
芽
生
え
始
め

て
い
る
。

「
ホ
ッ
プ
、
ス
テ
ッ
プ
、
ジ
ャ
ン
プ
」
|
|

第
三
回
の
平
成
十
八
年
は
ジ
ャ
ン
プ
の
年

で
あ
り
、
過
去
二
回
を
上
回
る
イ
ベ
ン
ト

と
す
る
た
め
、
準
備
を
進
め
て
い
る
。
既

存
作
品
の
有
効
活
用
と
夏
季
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
開
催
、
受
け
入
れ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や

個
性
あ
る
商
品
開
発
、
廃
屋
な
ど
地
域
資

産
の
有
効
活
用
な
ど
を
目
玉
に
、
第
三
回

を
目
指
す
計
画
で
あ
る
。
ま
た
、
中
越
地

震
で
深
い
痛
手
を
受
け
た
地
域
や
住
民

が、

震
災
復
興
へ
向
け
元
気
で
頑
張
っ
て

い
る
姿
を
国
内
外
に
発
信
で
き
る
よ
う
、

第
三
回
目
の
年
を
復
興
元
年
と
位
置
付

け
、
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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富
山
県
南
砺
市

合
掌
文
化
村
で
進
め
ら
れ
た

演
劇
に
よ
る
地
域
づ
く
り

固置置置理軍国置軍調書量誼

• 申
谷
信

改
称
)
主
催
者
鈴
木
忠
志
氏
が
豪
雪
の
村

を
訪
れ
た
。
当
時
、
村
で
は
深
刻
化
す
る

過
疎
化
現
象
の
歯
止
め
策
と
し
て
、
「
合

掌
文
化
村
」
構
想
を
打
ち
出
し
、
合
掌
家

屋
の
移
築
を
進
め
て
い
た
。
こ
の
合
掌
家

屋
を
見
た
鈴
木
氏
は
「
重
厚
な
合
掌
造
り

は
演
劇
創
造
の
理
想
空
間
」
と
称
賛
し
、

活
動
の
本
拠
地

を
東
京
か
ら
利

賀
へ
と
移
し
、

劇
団
員
と
共
に

活
動
を
開
始
し

た
。
同
五
十
七

年
、
村
で
は
六

度
目
の
新
年
を

迎
え
た
鈴
木
氏

が
、
世
界
演
劇

祭
の
構
想
を
村

に
打
ち
明
け

た
。
「
一
劇
団

南
砺
市
は
、
平
成
十
六
年
十

一
月

一
日

に
人
町
村
が
合
併
し
て
、
新
た
に
誕
生
し

た
市
で
あ
る
。
本
市
は
、
富
山
県
の
南
西

端
に
位
置
し
、
東
西
二
十
六
キ
ロ
、
南
北

三
十
九
キ
ロ
、
面
積
六
百
七
十
平
方
キ
ロ

を
有
し
、
う
ち
約
八
割
が
白
山
国
立
公
固

な
ど
を
含
む
森
林
地
帯
、
そ
れ
に
岐
阜
県

境
に
連
な
る
山
々
に
源
を
発

す
る
庄
川
、
小
矢
部
川
の
急

流
河
川
が
北
流
し
て
富
山
湾

に
注
ぎ
込
む
、
豊
か
な
自
然

に
恵
ま
れ
て
い
る
。
市
の
最

東
南
端
、
人
尾
町
、
岐
阜
県

境
に
接
す
る
山
深
い
地
に
利

賀
地
域
(
旧
利
賀
村
)
が
位

置
し
て
い
る
。

、

過
疎
化
対
集
の

J

r合
掌
文
化
村
構
想
、

昭
和
五
十

一
年
二
月
、
早
稲

田
小
劇
場
(
後
に
S
C
O
T
と

利賀芸術公園「野外劇場j

の
活
動
に
と
ど
ま
ら
ず
、
利
賀
村
か
ら
広

く
世
界
に
通
用
す
る
芸
術
・
文
化
の
発
信

を
」
と
い
う
趣
旨
は
願
つ
で
も
な
い
こ
と

だ
っ
た
が
、
村
は
お
ろ
か
、
わ
が
国
初
の

試
み
で
あ
っ
た
。

ハ

日
本
初
の
世
界
演
劇
祭
を
開
催

υ

そ
し
て
夏
、
「
利
賀
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

溜

第

一
回
世
界
演
劇
祭
-m
富
山
」
が
閉

幕
。
米
国
、
英
国
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
イ
ン

ド
、
ブ
l
タ
ン
、
日
本
の
六
カ
国
か
ら
十

二
劇
団
が
参
加
し
、
国
内
は
も
と
よ
り
世

界
か
ら

一
万
三
千
人
の
観
客
が
訪
れ
た
。

成
功
裏
の
う
ち
に
終
了
し
、
村
民
に
こ
の

上
な
い
満
足
感
と
、
辺
ぴ
な
地
で
も
こ
れ

だ
け
の
国
際
的
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
る
と
い

う
大
き
な
自
信
、
誇
り
を
与
え
て
く
れ
た
。

中央が「膜想の館」、右が「鎮想美の館」

以
来
「
世
界
は
日
本
だ
け
で
は
な
い
。
日

本
は
東
京
だ
け
で
は
な
い
。
こ
の
利
賀
村

で
世
界
に
出
会
う
」
|
こ
の
世
界
演
劇
祭

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
に
、
舞
台
芸
術
活
動

は
今
日
も
進
化
し
な
が
ら
継
続
さ
れ
る
と

と
も
に
、
以
後
の
村
お
こ
し
の
基
本
的
な

姿
勢
に
も
な
っ
て
い
る
。
都
市
交
流
、
世

界
演
劇
祭
、
利
賀
そ
ば
祭
り
、
そ
ば
の
郷
、

め
い隈
想
の
郷
な
ど
の
拠
点
施
設
整
備
、
国
際

交
流
な
ど
の
利
賀
の
看
板
イ
ベ
ン
ト
、
施

設
な
ど
は
今
も
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い

る
。

、

わ
が
国
の
"
舞
台
芸
術
の

J

rメ
ッ
カ
“
に

、

平
成
六
年
七
月
、
新
利
賀
山
房
の
完
成

を
機
に
、
劇
場
な
ど
の
県
立
化
や
通
年
利

用
化
が
検
討
さ
れ
、
合
掌
文
化
村

一
帯
が

県
立
の
芸
術
公
園
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

た
。
才
能
あ
る
若
手
演
出
家
の
支
援
、
育

成
に
主
眼
を
置
い
た
「
サ
マ

l
・
ア

l

ツ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
開
催
、
日
本
、
中

国
、
韓
国
三
カ
国
の
共
同
に
よ
る
「
B
e

s
e
T
o演
劇
祭
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、

今
日
で
は
、
舞
台
芸
術
の
メ
ッ
カ
「
聖
地
」

と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
旧
利
賀
村
で
行
わ

れ
て
き
た
舞
台
芸
術
活
動
は
、
南
砺
市
に

と
っ
て
も
極
め
て
大
切
な
芸
術
・
文
化
活

動
で
あ
り
、
地
域
の
活
性
化
や
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
も
有
効
か
つ
効
果
的
な
こ
と
か

ら
、
今
後
も
積
極
的
な
取
り
組
み
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

4臨誕誕~2005・4月号13 



V
大
杉
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
シ
ア
タ
ー

オ
リ
ジ
ナ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

上
演
で
地
域
を
活
性
化

ガ
l
卜
・

T
-

主
宰

.

J

ι
ウ
エ
ス
タ
ハ
ウ
卜

平
成
十
六
年
十
月
、
大
杉
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
シ
ア
タ
ー
第
十
固
定
期
公
演
「
よ
く
ば

り
天
狗
パ

l
ト
E
も
ど
っ
た
ぞ
1
!
」

を
、
小
松
市
大
杉
町
の
大
杉
中
町
劇
場
で

上
演
し
た
。
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
十
年
、
同

七
年
四
月
に
大
杉
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
シ
ア
タ

ー
(
以
下

O
M
T
)
は
結
成
さ
れ
た
。

「
質
の
高
い
演
劇
を
安
価
で
提
供
し
よ
う
」平和の鳥一広島の遺産 (1999年)

執
筆
者
・
林
清
乃

「
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
た
ち

で
や
ろ
う
」
と
、

O
M
T
の
主
宰
者
で
も

あ
り
脚
本
、
演
出
、
作
詞
、
作
曲
な
ど
を

こ
な
す
ガ

l
ト
・

T
・
ウ
エ
ス
タ
ハ
ウ
ト

の
下
に
約
四
十
人
の
有
志
が
集
っ
た
。
こ

れ
が
O
M
T
の
始
ま
り
で
あ
る
。

、

地
域
に
伝
わ
る
民
話
・

J

r昔
話
で
作
品
を
創
作

、

作
品
は
す
べ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
。

例
え
ば
、
大
杉
町
に
あ
る
天
狗
の
像
を
見

て
、
メ
ン
バ
ー
の

一
人
が
言

っ
た
。
「こ

の
天
狗
さ
ん
に
な
ん
か
お
話
で
も
な
い
ん

か
ね
」
「
そ
れ
な
ら
話
を
作
れ
ば
い
い
ん

だ
!
」
と
、
ガ

l
ト
は
「
よ
く
ば
り
天
狗
」

と
い
う
作
品
を
生
み
出
し
た
。
こ
の
よ
う

に
、
地
域
の
面
白
い
も
の
や
民
話
・
昔
話
、

そ
し
て
狂
言
の
話
や
落
語
な
ど
を
基
に
し

て
、
家
族
み
ん
な
で
楽
し
め
る
オ
リ
ジ
ナ

ル
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
創
作
し
て
い
る
。

現
在
、
メ
ン
バ
ー
は
約
四
十
人
で
あ
る
。

小
学
二
年
生
か
ら
五
十
代
ま
で
と
年
齢
層

の
幅
が
広
く
、
親
子
で
参
加
し
て
い
る
メ

ン
バ
ー
も
少
な
く
な
い
。
メ
ン
バ
ー
の
ほ

と
ん
ど
は
小
松
市
街
地
や
近
隣
の
市
や
町

か
ら
や
っ
て
来
る
。
毎
年
十
月
の
定
期
公

演
以
外
に
も
地
域
の
公
民
館
や
施
設
な
ど

で
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
公
演
や
フ
ァ
ミ
リ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

に
定
期
公
演
を
含
め
、
百
七
十
五
回
の
公

演
を
行
っ
た
。
こ
の
中
に

は
海
外
(
英
国
、
米
国
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
)
で
の
公

演
も
含
ま
れ
て
い
る
。

O
M
T
の
舞
台
に
は
、

1

必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど

観
客
の
み
な
さ
ん
に
参
加

し
て
い
た
だ
く
場
面
が
あ

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
演
じ

る
側
も
観
る
側
も
緊
張
が

解
け
、
舞
台
が

一
層
盛
り

14 

上
が
る
。
舞
台
を
み
ん
な
で
つ
く
る
楽
し

さ
を
そ
の
場
に
い
る
み
ん
な
で
分
か
ち
合

う
。
こ
れ
も
小
さ
な
劇
場
の
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
雰
囲
気
だ
か
ら
こ
そ
、
存
分
に
味
わ

え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

2005・4月号話記誕地

、

お
祭
り
騒
ぎ
が
過
陣
地
に

J

rに
ぎ
わ
い
を

、

私
た
ち
の
ホ

l
ム
シ
ア
タ
ー
「
大
杉
中

町
劇
場
」
は
、
大
杉
中
町
公
民
館
で
あ
る
。

大
杉
町
は
過
疎
化
が
進
み
、
公
民
館
も
ほ

と
ん
ど
使
わ
れ
ず
に
い
た
が
、
町
の
好
意

に
よ
り
、
こ
こ
を
劇
場
と
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
定
期
公
演
は
、
週
末
を
利
用
し
た

五
日
間
で
計
十
回
公
演
を
行
い
、
お
よ
そ

千
人
の
観
客
を
動
員
す
る
。
普
段
は
静
か

な
町
が
こ
の
時
ば
か
り
は
、
お
祭
り
騒
ぎ

だ
。
町
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
も
孫
を
連
れ
て
見
に
来
て
く
れ
る
。
今

回
の
受
賞
は
、
町
の
住
民
を
は
じ
め
O
M

T
の
活
動
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
人
々
の

理
解
と
応
援
が
な
け
れ

ば
な
か
っ
た
と
言
え
る
。

こ
れ
か
ら
は
、
ま
だ

O
M
T
の
舞
台
を
見
た

こ
と
が
な
い
人
に
も
見

に
来
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
、
そ
し
て
私
も
参

昨
加
し
た
い
と
思
っ
て
も

仰
ら
え
る
よ
う
な
、
楽
し

村
い
作
品
を
作
っ
て
い
き

の
た
い
と
思
う
。

大杉中町劇場(小松市)



V
天
龍
村
柚
餅
子
生
産
省
組
合

過
疎
地
に
伝
わ
る
食
文
化
を

活
か
し
た
地
域
お
こ
し

園置置置置置画面圏書置

そ
れ
は
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
波
が
こ

の
山
奥
に
も
及
び
、
豊
か
だ
っ
た
山
村
の

暮
ら
し
が
下
向
き
に
な
り
、
都
会
に
出
て

行
く
人
は
増
え
、
主
婦
ま
で
働
き
に
出
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
ろ
で
あ
る
。
畑
は
荒
れ
、

• 関
京
子

組
合
長

かくれた里左閑辺。右下に天龍川

い
つ
か
お
袋
の
味
も
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
と
不
安
を
感
じ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
矢
先
、
若
い
主
婦
こ
そ
家
庭

を
守
り
、
野
菜
く
ら
い
は
自
分
で
育
て
て
、

地
域
に
し
っ
か
り
根
を
下
ろ
し
て
い
こ
う

と
、
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
「
あ
ゆ
み
会
」

を
結
成
し
た
。
当
時
十
人
の
若
妻
で
始
め

た
活
動
で
あ
る
。

、

武
士
の
携
帯
食
と
し
て

J

r作
ら
れ
た
柚
餅
子

、

昭
和
四
十
八
年
、
村
の
「
暮
ら
し
の
総

ゆ

ベ

し

合
展
示
会
」
が
あ
り
、
そ
こ
に
「
柚
餅
子
」

が
展
示
さ
れ
た
。一

見
し
た
と
こ
ろ
、
こ

げ
茶
色
の
塊
で
、
見
た
目
も
良
く
な
か
っ

た
の
だ
が
、
薄
く
切
っ
て
そ
れ
を
口
に
運

ん
だ
時
、
な
ん
と
も
上
品
な
香
り
が
口
の

中
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
、
深
い
感
動
を
覚

え
た
。
そ
れ
は
、
宝
物
が
実
は
自
分
の
足

元
に
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ

た
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し

た
宝
物
を
次
の
世

代
に
伝
承
し
て
い

く
こ
と
が
、
私
た

ち
の
責
任
な
の
だ

と
感
じ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

柚
餅
子
は
、
古

く
は
武
士
の
携
帯

食
と
し
て
作
ら
れ
、

伝
え
ら
れ
て
き
た

も
の
で
、
い
ろ
り
の
生
活
が
な
く
な
る
の

と
同
時
に
消
え
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
の

作
り
方
を
教
わ
り
、
「
坂
部
の
冬
祭
り
」

の
客
に
出
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
に
な
っ

て
、
商
品
化
に
至
っ
た
の
だ
っ
た
。

、

生
産
者
組
合
と
加
工
施
設

J

rが
誕
生
・
完
成

、

ま
だ
「
村
お
こ
し
」
と
い
う
言
葉
も
な

い
こ
ろ
、
ま
っ
た
く
素
人
の
私
た
ち
は
、

何
か
ら
ど
う
始
め
て
よ
い
の
か
分
か
ら

ず
、
と
に
か
く
夫
婦
で
集
ま
っ
て
、
ま
ず

は
希
望
者
で
始
め
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
昭
和
五
十
年
、
組
合
員
十
五
戸
三
十

人
で
「
天
龍
村
柚
餅
子
生
産
者
組
合
」
が

誕
生
し
た
。
同
五
十

一
年
に
は
、
保
健
所

や
農
業
普
及
所
の
指
導
の
下
に
、
特
別
農

山
村
対
策
事
業
の
補
助
を
受
け
、
加
工
施

設
が
で
き
、
大
量
生
産
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

物
を
売
る
経
験
も
な
い
若
妻
に
と
っ

て
、
行
商
の
ま
ね
事
か
ら
始
め
た
販
売
活

動
は
、
恥
ず
か
し
き
も
い
っ

ぱ
い
で
、
弱
気
に
な
り
な
が

ら
の
毎
目
だ
っ
た
。
大
都
市

で
行
わ
れ
る
物
産
展
に
参
加

し
て
も
、
経
費
割
れ
で
な
か

な
か
利
益
を
上
げ
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
地
元
で
取

れ
る
原
料
で
、
柚
餅
子
以
外

の
健
康
に
よ
い
安
全
な
食
べ

物
の
新
製
品
を
作
っ
た
が
、

な
か
な
か
う
ま
く
は
い
か
な
か
っ
た
。

、

地
域
の
歴
史
・
文
化
と

J

rセ
ッ
ト
で
販
売
へ

、

そ
ん
な
時
、
こ
れ
ま
で
の
販
売
活
動
を

見
直
し
、
こ
ち
ら
か
ら
出
か
け
る
の
で
は

な
く
、
客
に
こ
こ
に
来
て
い
た
だ
こ
う
と

考
え
、
い
ろ
い
ろ
な
勉
強
会
に
参
J

加
し
て
、

情
報
交
換
を
し
て
き
た
。
幸
い
に
も
こ
こ

は
歴
史
的
に
も
古
く
、
毎
年

一
月
の
「
坂

部
の
冬
祭
り
」
は
国
の
重
要
無
形
民
族
文

化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
お
り
、
「
熊
谷
家

伝
記
」
、
「
関
伝
記
」
な
ど
の
歴
史
的
民
俗

学
的
な
資
料
も
数
多
く
残
る
、
歴
史
と
文

化
の
土
地
で
も
あ
る
。

携
帯
電
話
も
つ
な
が
ら
な
い
不
便
な
所

だ
が
、
こ
の
地
を
訪
れ
、
八
十
歳
を
超
す

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
生
涯
現
役
で
働
い
て
い

る
姿
に
感
動
し
て
帰
る
人
が
少
な
く
な

い
。
今
回
、
こ
の
よ
う
な
賞
を
い
た
だ
い

た
の
も
こ
れ
ま
で
の
活
動
が
評
価
さ
れ
て

の
こ
と
と
組
合
員

一
向、

喜
ん
で
い
る
。

組誕地2005・4月号15 



V
大
道
芸
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
実
行
委
員
会

大
道
芸
で

を

P
R
ヘ
「
世
界
の
静
岡
」

、

行
政
と
青
年
会
議
所
の

J

r
コ
ラ
ボ
レ
l
シ
ヨ
ン
に
出
発
点
、

実
行
委
員
長

杉
山

7li 

• 

1
9
8
9
」
の
余
剰
金
を
基
金
と
し
た
、

斬
新
か
つ
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
新

規
イ
ベ
ン
ト
、
そ
れ
が
当
時
の
市
長
も
大

変
関
心
の
あ
っ
た
大
道
芸
だ
っ
た
の
だ
。

発
案
か
ら
十
五
年
、
昨
年
の
第
十
三
回

大
会
で
は
、
初
め
て
来
場
者
が
二
百
万
人

の
大
台
に
乗
り
、
過
去
最
高
と
な
る
二
百

十
九
万
人
を
記
録
し
た
。
十
三
回
の
累
計

で
は
約
二
千
百
二
十
万
人
、
平
均
百
六
十

万
人
前
後
の
来
場
者
を
い
た
だ
く
ま
で
に

成
長
し
た
。
そ
の
問
、
来
静
し
た
パ
フ
オ

ー
マ

l
数
は
延
べ
七

百
組
近
く
に
な
る
。

外
国
人
パ
フ
ォ

l
マ

ー
も
約
二
百
三
十
組

に
上
る
。

そ
の
結
果
、
当
初

の
目
的
で
あ
っ
た
、

「
人
の
集
ま
る
こ
と
に

よ
る
経
済
効
果
と
ま

ち
の
活
性
化
」
「
大
道

芸
と
触
れ
合
う
こ
と

「
大
道
芸
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
イ
ン
静
岡
」

は
今
か
ら
十
三
年
前
、

一
九
九
二
年
に
誕

生
し
た
。
も
と
も
と
こ
の
静
岡
の
地
に
は

歴
史
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
も
「
大
道
芸
」
と

い
う
文
化
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
で

は
な
ぜ
?
そ
れ
は
バ
ブ
ル
終
盤
期
、
地

方
の
時
代
と
言
わ
れ
た
潮
流
の
中
で
、
市

の
新
し
い
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
見
い

だ
し
た
か
っ
た
行
政
と
、
ま
ち
の
活
性
化

に
尽
力
し
て
い
た
市
民
国
一
一
回

組
織
で
あ
る
青
年
会
議

所
と
の
コ
ラ
ボ
レ

l
シ

ヨ
ン
中
に
、
そ
の
出
発

点
を
見
い
だ
す
こ
と
が

‘

で
き
る
。
静
岡
市
第
七

次
総
合
計
画
「
人
の
集

ま
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

テ
l
マ
に
、
市
制
百
周

年
記
念
事
業
で
あ
っ
た

「
静
岡
市
駿
府
博
覧
会

モダンタンス (r大道芸ワールドカップIn静岡2004フ
ォトコンテスト」特選)

りま界る申 1まい横日世う てっ意ち位とのと化界に
がで」 。しマだ声浜本界ジこきき識づ ー 企情来」各よ
たにでそ込 l少」ででかャとてりのく体業報静で困る

;;?i i i i i i i i ;iX品言えら主君?原;g
Z 42ぞ担z売主語zG ;E 若ふzz票面急会事走
る変 lM』長出ーる岡大、、い しは 110i二E岡竹 2意
。雲行げふ 。古川崎戸 :T 通・・111・2矢と識
2間日目バ圃‘ P!・-νA2 25? とで人がとパはな名園田\~ 司・・巴/世 l る」
、きのでいフ最っ古園田'じ;'.l~守司医 界マ国「
ある世きうオ近て庵圃FE5世('lSwl-h へ l際世

、

市
民
文
化
と
し
て
定
着
、

J

rま
ち
活
性
化
に
貢
献

、

そ
う
い
え
ば
昨
年
、
静
岡
出
身
の
パ
フ

ォ
l
マ
l
が
公
式
デ
ビ
ュ
ー
、
大
好
評
を

博
し
た
。
市
内
高
校
生
の
中
に
も
、
週
末

街
頭
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
す
る
者
が
何

人
か
い
て
、
将
来
こ
の
大
会
に
公
式
招
待

16 

さ
れ
た
い
と
頑
張
っ
て
い
る
。
毎
年
毎
年

わ
ず
か
ず
つ
で
は
あ
る
が
、
市
民
文
化
と

し
て
こ
の
大
道
芸
が
確
実
に
定
着
し
て
き

で
い
る
の
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

'『E

静
岡
の
大
道
芸
は
、
ヨ

1

.

.

.
 ク
ロ
ッ
パ
数
百
年
の
歴
史
文
化

圃
圃
・
川
と
比
べ
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
始

・
・
圃
ン
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
こ

・・・圃イ
.

.

 バ
れ
か
ら
も
「
ソ
フ
ト
手
法
に

・
・
・

初

よ

る

一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
」

i
ロ
臨

ヰ
と
し
て
で
は
な
く
、
し
っ
か

E
圃

げ
り
と
静
岡
の
「
文
化
」
と
し

.

.
 
、
刀
て
定
着
さ
せ
て
い
か
な
け
れ

-------フ
.
.
.
 ポ
ば
本
来
の
意
味
は
な
い
。
そ

れ
ゆ
え
に
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
陰
に
日
な

た
に
支
え
て
く
れ
て
い
る

一
般
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

一
人

一
人
の
パ
ワ
ー
が
、
ま
す

ま
す
大
切
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

一
般
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
パ
ワ
!
と

情
熱
が
、
今
後
も
間
違
い
な
く
こ
の
イ
ベ

ン
ト
を
進
化
さ
せ
、
ま
ち
を
活
性
化
さ
せ

て
い
く
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。
い
つ
の

日
か
、
静
岡
市
の
姉
妹
都
市
カ
ン
ヌ
が

「
映
画
祭
と
い
え
ば
カ
ン
ヌ
」
と
世
界
中

に
認
知
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
必
ず
や

「
大
道
芸
と
い
え
ば
静
岡
」
と
認
知
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
と
、
私
た
ち
実
行
委
員
は

信
じ
て
い
る
。
そ
の
日
が
来
る
ま
で
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の

ご
戸
=
守
門
司
。
ロ
-

H

ぺ∞

Eu--g∞
号
べ
と
い
う
心
意
気
は
決

し
て
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。

2005・4月号泌~ω



V
三
重
県
鳥
羽
市

観
光
地
の
再
興
を
目
指
し

「
地
球
塾
」
で
人
材
育
成
ヘ

砂

地

、

塾

、
昌
委

可

員

長

・

奥
野
和
宏

圃園置置置軍国置置置重喜翠

、

真
珠
王
・
御
木
本
幸
吉
の

rふ
る
さ
と
「
鳥
羽
」

ご
存
知
だ
ろ
う
か
、

真
珠
の
計
量
単
位

も
ん
め

が
国
際
的
に
「
匁
」
で
あ
る
こ
と
を
。
鳥

羽
で
生
ま
れ
た
御
木
本
幸
吉
が、

真
珠
養

殖
を
成
功
さ
せ
、
日
本
の
真
珠
が
世
界
的

評
価
を
得
る
と
と
も
に
、
「
匁
」
が
全
世

界
共
通
の
単
位
と
な
っ
た
の
だ
。

昭
和
四
年
、

当
時
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
前
米

大
統
領
の
エ
デ
ィ
ス
夫
人
が
鳥
羽
を
訪
れ

た
時
、
「
真
珠
は
月
の
し
ず
く
の
結
晶
と

言
い
ま
す
が
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
の
美
し

さ
で
す
ね
」
と
感
嘆
す
る
と
、

「
い
い
え
、

私
の
作
る
真
珠
は
人
の
涙
の
結
晶
で
す
」

と
答
え
た
幸
吉
。
伊
勢
神
宮
に
行
幸
し
た

明
治
天
皇
に、

「世
界
中
の
女
性
の
首
を

真
珠
で
し
め
て
ご
ら
ん
に
い
れ
ま
す
」
と

も
言
つ
て
の
け
た
。
真
珠
の
養
殖
に
明
け

暮
れ
た
幸
吉
だ
っ
た
が
、
い
つ
も
お
気
に

入
り
の
地
球
儀
を
手
元
に
置
き
な
が
ら
、

お
れ
「
俺
は
毎
日
、
世
界
中
を
飛
び
回
っ
て
い

る
の
だ
」
と
楽
し
げ
に
話
し
た
と
い
う
。

鳥
羽
に
い
な
が
ら
世
界
に
思
い
を
は
せ

た
真
珠
玉

・
御
木
本
幸
吉
。
「
地
球
塾
」

は、

幸
吉
が
残
し
た
言
葉
を
テ
l
マ
に
、

鳥
羽
の
未
来
を
考
え
る
人
材
育
成
講
座
と

し
て
誕
生
し
た
。

、

郷
土
の
偉
人
か
ら

ノ

r「
も
て
な
し
の
心
構
え
」
を
学
ぶ
量、

地
球
塾
開
講
の
き
っ
か
け
は
、
観
光
地

再
興
へ
の
願
い
だ
っ
た
。
鳥
羽
市
を
含
む

地球塾教科書

と指に座 学 郷な 幸 取特地議年会の働 も「か 三 がたりもかつら 宮 伊
をし倣でとぶ 土 し 吉 り徴域論五 」 力でそ受主ら 重重 め差、しでもな勢
心、いはは地のの 語 組あな白月をづ「こけ円、県要に管ま、い

Tji?;!?i??i i;i fiiiセiit;民間Zi
幸 論活イ、ま人、て、にの、 。三 討し協 問した考くが人 集 か減観、
宣 す動 ツ決れづ 随想通園田ιJ事副 E踊堕幽明腫糊 題が観えり大が客し少光自
語 るにトしたく 歯盟国富闘圃闘闘E臨1m絃こ砲 が哩元に手切誇をな傾 資 然
録場すにてのり 麗盟掴圃掴E臨露置彊彊塵離孟圃lあい箸 至 舎でれ図け向議 景
がをる 富堅 での 画商薗園田園圃・官官調理閉園ft'.JPゲ"判 る」アつつあるるれがを観
ヒっこん 苦 あ心 鹿掴留軍廻置電量岨E畠歯~.À醇~ß i~: と ンた入り地こば顕持や

IiS事k守 D・・圃圃髭.¥}!'lf'~ i r ; 1 ~き ii。 言 zz
にこ目 吾 講 を.蕗担司.~叫 i叫 摘りトたりのくりしなが蒜

な
っ
て
、
出
航
す
る
船
に
別
れ
を
告
げ
る

「
リ
メ
ン
バ
ー
赤
い
ハ
ン
カ
チ
」
や、

幸

吉
好
物
の
う
な
井
に
ち
な
ん
だ

「ど
ん
ぶ

り
会
」
、
小
田
原
市
民
大
学
報
徳
塾
と
の

交
流
な
ど
が
生
ま
れ
た
。
赤
い
ハ
ン
カ
チ

は
、
市
民
交
流
の
必
須
ア
イ
テ
ム
と
な
っ

て
き
た
。

きな座世いリ入園・・・・・・圃・画・・・・・a画・団ゆ r、
こもを界 。テ々 里盟問司・圃・・・・・・・・・・・・・・・
いの続をそイに E '1'-・・・・・・・圃圃結りど世少とをけ見し 1 ーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーー成のも界年
考発、てて豊感二宮尊徳を訪ねて き偉たに探

え 信 烏い、か動た 務毎な発が見体がら 烏 れ λ五情偵

:;ii;話出;詰持?日i;封建
材界)羽成き手はいく民な 貴。 調子公で川烏よ l 

をに樫かをるそまごのにが重調査ど認あ乱羽う . 円
育さ気ら目ホ 持 たえ反知りなへはものる歩少正 ~
てまよ 杢 指ス哲生句 響 言、資た、た探この年六 V

てざく 吉 しピれま が壮広源こ新ち偵と 妻 探 鳥
いま講はたタるれ 事 て報のと発の団かが偵羽
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V
三
重
県
志
摩
市
・
あ
の
り
ふ
ぐ
協
議
会

厳
し
い
資
源
管
理
で

地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立

志
摩
市
は
、

三
重
県
の
ほ
ぼ
中
央
、
伊

勢
湾
の
入
り
口
に
突
き
出
し
た
志
摩
半
島

に
位
置
し
、
平
成
十
六
年
十
月

一
日
に
旧

志
摩
郡
の
五
つ
の
町
が
合
併
し
て
誕
生
し

た
新
し
い
市
で
あ
る
。
志
摩
と
い
う
地
名

は
飛
鳥
時
代
よ
り
続
く
伝
統
あ
る
地
名
で

み

け

あ
り
、
古
く
か
ら
「
御
食
つ
国
」
と
呼
ば

れ
、
豊
か
な
海
の
幸
に
恵
ま
れ
た
地
域
で

も
あ
る
。

今
回
、
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
た

「
あ
の
り
ふ
ぐ
協
議
会
」
は
、
漁
業
者
と

旅
館
、
市
役
所
な
ど
の
関
係
者
に
よ
り
構

成
さ
れ
て
お
り
、
市
を
中
心
に
水
揚
げ
さ

れ
る
天
然
ト
ラ
フ
グ
を
、
「
あ
の
り
ふ
ぐ
」

の
名
称
で
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
た
め
に
活
動

し
て
い
る
。

、

全
固
有
数
の

J

rト
ラ
フ
グ
漁
揚
に
成
長

、

あ
の
り

志
摩
市
阿
児
町
の
安
乗
地
区
で
は
、
太

平
洋
戦
争
以
前
か
ら
ト
ラ
フ
グ
漁
が
行
わ

竹
内
干
尋

• 

れ
て
い
た
が
、
水
揚
げ
さ
れ
る
ト
ラ
フ
グ

は
わ
ず
か
だ
っ
た
。
そ
こ
で
二
十
年
ほ
ど

前
か
ら
漁
業
者
が
、
「
ト
ラ
フ
グ
を
増
や

す
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
?
」
と

考
え
、
漁
を
行
う
時
期
や
漁
法
、
小
さ
い

ト
ラ
フ
グ
は
水
揚
げ
し
な
い
な
ど
の
厳
し

い
漁
業
制
限
を
行
う
と
と
も
に
、
自
分
た

ち
で
お
金
を
出
し
合
っ
て
、
稚
魚
の
放
流

を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
平
成
元
年

釣り上げられるあのりふぐ

に
は
安
乗
漁
港
だ
け
で
百
五
十
ト
ン
に
迫

る
空
前
の
大
豊
漁
と
な
り
、
志
摩
の
海
は

全
国
で
も
有
数
の
ト
ラ
フ
グ
漁
場
に
成
長

し
た
。
当
時
は
水
揚
げ
さ
れ
る
ト
ラ
フ
グ
の
多

く
が
下
関
な
ど
へ
出
荷
さ
れ
、
地
元
で
ト

ラ
フ
グ
を
扱
う
庖
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た

が
、
安
乗
地
区
を
中
心
に
、
天
然
ト
ラ
フ

グ
を
新
し
い
観
光
の
目
玉
に
し
よ
う
と
す

る
旅
館
が
徐
々
に
増
え
た
。
相
手
側
の
ブ

ラ
ン
ド
を
付
け
て
輸
出
す
る
O
E
M
(相

手
先
商
標
)
か
ら
、
独
自
の

P
B
(自
家

商
標
・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
)
へ
の

転
換
を
選
択
し
た
。

そ
し
て
同
十

一
年
、
漁
業
者
と
観
光
関

係
者
が
協
力
し
て
伊
勢
神
宮
へ
ト
ラ
フ
グ

を
献
納
し
、
あ
の
り
ふ
ぐ
ブ
ラ
ン
ド
化
へ

の
第

一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

関
係
者
が
多
く
の
協
議
を
重
ね
、
現
在
で

は
「
あ
の
り
ふ
ぐ
」
と
し
て
商
標
登
録
を

行
い
、
商
標
を
使
用
で
き
る
庖
を
協
議
会

の
認
定
庖
に
限
定
し
て
い
る
。

認
定
底
で
は
消
費
者
に
安
心
し
て
、

最

高
の
あ
の
り
ふ
ぐ
を
食
べ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
、

調
理
技
術
の
向
上
な
ど
に
努
め

て
い
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、

18 

従
来
は
旅
館
な
ど
に
お
い
て
は
、
オ
フ
シ

ー
ズ
ン
で
あ
っ
た
十
月
か
ら
三
月
ま
で
の

冬
の
シ
ー
ズ
ン
が
ト
ッ
プ
シ
ー
ズ
ン
と
な

り
、
中
に
は
従
来
よ
り
三
倍
も
顧
客
を
増

や
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

2005・4月号地崩也

、

食
の
地
方
分
権
化
推
進
で

J

r志
摩
を
P
R

へ

、

漁
業
者
だ
け
で
な
く
、
直
接
客
に
料
理

を
提
供
す
る
旅
館
関
係
者
も

一
体
と
な
っ

た
天
然
ト
ラ
フ
グ
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
の

姿
勢
が
、
あ
の
り
ふ
ぐ
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド

を
支
え
て
お
り
、
全
国
か
ら
高
い
評
価
を

い
た
だ
い
て
い
る
。

今
後
も
ブ
ラ
ン
ド
を
維
持
し
て
い
く
た

め
に
は
、
ト
ラ
フ
グ
の
資
源
管
理
や
ト
レ

ー
サ
ピ
リ
テ
ィ
l

(生
産

・
流
通
の
履
歴

管
理
)
な
ど
、
今
ま
で
以
上
に
難
し
い
諜

題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
に
見
ら
れ
る

A
O
C
(原
産

地
呼
称
制
度
)
な
ど
を
参
考
に
、
食
の
地

方
分
権
を
さ
ら
に
進
め
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
る
。
的
矢
ガ
キ
、
伊
勢
エ
ビ
、
ア
ワ

ビ
な
ど
、
志
摩
市
に
は
ま
だ
ま
だ
豊
富
な

産
品
が
あ
る
。
合
併
を
機
会
に
さ
ら
に
、

地
域
全
体
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
大
切
に
し

て
、
全
国
に
志
摩
の
海
と
人
の
素
晴
ら
し

さ
を
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
頑
張

っ
て
い
く
。
「メ

イ
ド
イ
ン
志
摩
」

で
勝
負
で
あ
る
。

志
摩
の
幽
漁
意
偽
品
開
租
A

守
・
』
め
の
り
ふ
ぐ
偽
議
会

snjふ，
ec麻
紙
危

第
五
十
，
考

梶
宣

認定庖看板



V
大
山
崎
竹
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

天
王
山
の
竹
林
再
生
に
活
躍

す
る
シ
ル
バ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

園理置置E置園置置ZE匡翠

• 江
下
伝
聞

、

日
本
経
済
の
成
長
で

J

r拡
大
し
た
放
置
竹
林

、

約
四
十
年
前
は
、
道
路
沿
い
に
手
入
れ

さ
れ
た
タ
ケ
ノ
コ
畑
が
あ
り
、

春
に
は
タ

ケ
ノ
コ
の
収
穫
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

た
。
昨
今
は
、
道
路
沿
い
の
タ
ケ
ノ
コ
畑

は
宅
地
化
さ
れ
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る

天
王
山
は
中
腹
ま
で
竹
や
ぶ
が
広
が
り
、

放
置
林
が
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
大
山

崎
町
だ
け
の
現
象
で
は
な
い
と
思
う
。
日

本
経
済
の
高
度
成
長
に

伴
っ
て
、
低
収
入
の
農

業
・
林
業
か
ら
高
収
入

の
産
業
へ
流
出
し
た
若

者
の
職
業
の
選
択
に
あ

る
と
思
う
。
ま
た
、

一

面
に
は
竹
材
の
需
要
激

減
、
安
い
輸
入
品
、
職

人
の
高
齢
化
も
原
因
の

一
つ
だ
ろ
う
。

竹
に
は
、
マ
ダ
ケ
、
ハ
チ
ク
、
ク
ロ
チ

ク
、
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
な
ど
多
く
の
品
種
が

あ
る
。
天
王
山
に
は
、
タ
ケ
ノ
コ
と
し
て

喜
ば
れ
る
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
が
多
い
。
こ
れ

は
、
歴
史
的
に
乙
訓
地
区
の
農
家
が
タ
ケ

ノ
コ
、
親
竹
の
販
売
を
大
き
な
副
収
入
源

と
し
て
、
大
事
に
栽
培
さ
れ
て
き
た
か
ら

で
あ
る
。
こ
れ
が
、
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
の
旺

盛
な
繁
殖
力
に
よ
り
、
他
の
樹
木
を
駆
逐

し
て
し
ま
っ
た
今
日
の
天
王
山
に
は
、
手

入
れ
さ
れ
て
い
な
い
竹
林
が

多
く
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
竹
林
を
少
し

ず
つ
で
も
整
備
し
て
い
こ
う

と
、
町
の
指
導
の
下
に

一
九

九
七
年
(
平
成
九
年
)
十
月

に
活
動
を
始
め
た
。
そ
し
て
、

二
O
O
一
年
十
月
か
ら
は
町

の
手
を
離
れ
て
、
純
民
間
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動

天王山の枯竹を整理

を
始
め
て
い
る
。
メ
ン
バ
ー

は
約
四
十
人
で
、
堺
、
大
阪
、

西
宮
、
伊
丹
、

宝
塚
、
京
都

な
ど
、
他
市
町
村
か
ら
の
人

が
多
く
、
年
齢
的
に
は
シ
ル

バ
ー
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

活
動
の
期
間
は
、
十
月
か

ら
翌
年
の
五
月
(
八
カ
月

間
)
、
第
二

・
四
土
曜
日
、

午
前
九
時
か
ら
十
二
時
(
雨

天
決
行
)
ま
で
行
っ
て
い
る
。

主
な
活
動
は
、

①
竹
林
の
不

要
竹
の
伐
採
と
清
掃
②
竹
炭

加
工
(
不
要
竹
処
理
を
目
的
に
リ
サ
イ
ク

ル
と
趣
味
)
③
小
・
中
学
生
(
総
合
学
習

課
程
)
の
竹
林
の
整
備
と
伐
採
竹
材
を
利

用
し
た
工
作
物
造
り
④
竹
材
の
加
工
・
販

売
(
正
月
用
青
竹
の
販
売
、
家
庭
菜
園
用

の
竹
材
の
供
給
)
ー
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

、

感
動
を
与
え
る
景
色
の

J

r再
現
目
指
す

、

天
王
山
は
、
昭
和
三
十
年
ご
ろ
ま
で
は

マ
ツ
タ
ケ
が
た
く
さ
ん
採
れ
(
現
在
は
ほ

と
ん
ど
な
い
て
ま
た
タ
ケ
ノ
コ
の
栽
培

地
で
あ
っ
た
の
で
、

一
部
の
年
輩
の
人
に

は
他
人
が
山
に
入
る
こ
と
に
抵
抗
感
が
あ

り
、
快
く
思
っ
て
い
な
い
人
が
い
た
よ
う

だ
。
し
か
し
、
竹
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の

手
入
れ
依
頼
は
増
え
て
お
り
、
私
た
ち
の

活
動
を
理
解
し
て
い
る
人
が
増
え
て
い
る

の
だ
と
感
じ
て
い
る
。
天
王
山
は
、
現
在

で
も
大
事
な
場
面
に

使
わ
れ
る
代
名
詞
で

あ
る
。
多
く
の
人
が

訪
れ
て
お
り
、
そ
の

際
、
良
い
イ
メ
ー
ジ

を
持
っ
て
い
た
だ
け

る
景
色
に
し
て
、
感

動
を
与
え
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
る
。
課
題
と
し
て

は
、
の
こ
ぎ
り
(
電

動
・
手
動
)
、
草
刈

機
、
な
た
な
ど
の
工
具
費
、
伐
採
竹
の
処

理
(
含
む
運
搬
費
用
)
、
住
民
の
理
解
、

若
年
層
の
参
加
な
ど
山
積
し
て
い
る
が
、

竹
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
メ
ン
バ
ー
は
何
時

も
和
気
あ
い
あ
い
と
快
汗
を
楽
し
ん
で
頑

張
っ
て
い
る
。

卒業記念に竹ベンチを作っている中学生たち
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V
雲
雀
圧
山
手
緑
化
推
進
委
員
会

斜
面
地
開
発
の
あ
り
方
を
示
す
規
定

や
、
緑
地
率
、
緑
被
率
、
緑
視
率
の
規
定

な
ど
、
「
山
麓
部
住
宅
地
の
ま
ち
づ
く
り

ル
1
ル
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
」
を
築
き
上
げ

た
。
そ
の
成
果
と
実
績
が
高
く
評
価
さ
れ
、

現
在
市
内
他
地
区
へ
も
波
及
・
拡
大
中
で

あ
る
。

こ
の
ま
ち
に
、
新
た
な
緑
を

育
て
隊
f
伝
え
隊
l
s

、

独
創
的
・
自
発
的
な

J

r地
場
緑
化
活
動
を
展
開

、

宝
塚
市
の
雲
雀
丘
山
手
地
区
は
、
阪
神

地
区
郊
外
住
宅
の
先
駆
け
と
し
て
、
自
然

と
の
調
和
を
重
視
し
て
開
発
さ
れ
た
歴
史

あ
る
緑
豊
か
な
住
宅
地
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
、

二

次
開
発
が
相
次
い
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
環
境
や
景
観
を
支
え
て
き
た
緑
環
境

が
急
激
に
破
壊
さ
れ
た
。
当
地
区
の
自
然

環
境
を
維
持
し
、
将
来
へ
継
承
す
る
こ
と

が
私
た
ち
の
役
目
だ
と
考
え
、
「
わ
が
街

の
自
然
・
文
化
・
人
を
守
り
育
む
」
活
動

を
手
づ
く
り
で
継
続
し
て
展
開
し
、
進

化
・
発
展
さ
せ
て
き
た
。

地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
維

持
・
継
承
し
、
「
緑
」
を
軸
に
し
た
多
種

多
様
な
ア
イ
デ
ア
を
発
現
し
て
、
行
政
や

外
部
の
専
門
家
を
う
ま
く
活
用
し
な
が

ら
、
老
若
男
女
を
巻
き
込
ん
で
各
種
イ
ベ

三
、
多
彩
な
緑
化
活
動
が
地
域
づ
く
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
、
子
育
て
、
地

域
福
祉
に
発
展
・
進
化

子
供
の
緑
の
勉
強
会
、
緑

圃
圃
明
勺

の
木
除
の
勉
強
会
、
緑
の
木
圃
史

陰
の
音
楽
会
、
老
人
ホ
l
ム

困
剛
山吉

へ
出
前
す
る
植
樹
音
楽
会
、

豊
富

岡
で

桜
並
木
の
復
活
と
新
設
、
歌
岨
一

』

を
ハ
モ
ツ
テ
植
樹
式
、
木
登

睡

降

り
の
樹
わ
ん
ぱ
く
活
動
、
地
畠
圃
一

-U

区
の
歴
史
の
勉
強
会
、
緑
の

恒
明
副
園

地
区
マ
ッ
プ
、
桜
と
野
鳥
の

d
E
圃
-

定
点
観
測
な
ど
、
単
な
る
緑

脳

同

E
圃
園
周
回
刷
、

化
活
動
に
と
と
ま
ら
ず
、
-
周
臨
時

幾
多
の
苦
難

弘
岡
田
桐

を
乗
り
越
え
な
が
ら
長
期

に
わ
た
っ
て
活
動
し
て
い

る
。
次
代
に
継
承
す
べ
く

継
続
さ
せ
て
き
た
成
果
は

高
く
評
価
さ
れ
、
こ
の

一

年
間
だ
け
で
も
総
務
大
臣
、

N
H
K
会
長
、
読
売
新
聞

東
京
本
社
社
長
、
兵
庫
県

知
事
、
宝
塚
市
長
な
ど
か

宝
縁
市
雲
雀
丘
山
手
緑
化
推
進
委
員
会
委
員
長

野恥コ民一民
-
U
T
M

理
事
長

・

篠
原
悌
三

ン
ト
を
開
催
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
さ
ら

に
発
展
進
化
さ
せ
て
い
く
姿
は
大
変
ユ
ニ

ー
ク
で
あ
る
。
他
の
地
域
に
お
い
て
も
、

汎
用
性
の
あ
る
自
主
的
創
造
的
活
動
だ
と

評
価
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
主
な
成

果
は
、
次
の
通
り
。

一
、
地
域
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
未
来

へ
伝
承
す
る
た
め
の
書
籍
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
出
版
(
山
手
地
区
住
民
の
学
術
研
究
の

成
果
を
地
域
の
宝
と
し
て
地
元
が
共
有
)

当
山
手
地
区
大
学
院
生

の
研
究
内
容
を
基
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
出
版
し
新
旧
住

民
の
地
域
像
の
共
有
化
に

貢
献
。
二
、
ま
ち
づ
く
り
ル
ー

ル
提
案
書
に
基
づ
く
地
区

計
画
・
景
観
地
域
の
制
定

(
緑
化
活
動
の
本
格
展
開

を
想
定
し
て
)

「歌をハモッテ植樹式J(緑の木陰の音楽会)
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V
浜
田
石
見
神
楽
社
申
連
絡
協
議
会

「
神
楽
の
ま
ち
浜
田
」
の

地
域
イ
メ
ー
ジ
を
確
立

園置置置置置圏直置薗醤量調

島
根
県
浜
田
市
は
、
県
西
部
に
位
置
し

日
本
海
に
面
し
た
約
百
六
十
二
平
方
キ

ロ
、
人
口
約
四
万
六
千
人
の
海
、
山
、
川

の
自
然
に
恵
ま
れ
た
水
産
都
市
で
あ
る
。

古
く
か
ら
県
西
部
の
政
治
、
経
済
、
文
化

の
中
心
と
し
て
発
展
、
全
国
に
十
三
あ
る

特
定
第
三
種
漁
港
の

一
つ
で
あ
り
、
水
産

物
お
よ
び
カ
l
ゴ
の
物
流
拠
点
と
も
な
っ

て
い
る
。

、

地
域
文
化
を
観
光
に

J

r活
か
し
た
ま
ち
e

つ
く
り

、

当
市
で
は
、
郷
土
芸
能
石
見
神
楽
が
盛

ん
で
、
地
域
文
化
を
観
光
に
活
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
中
心
的

役
割
を
担
っ
て
い
る
の
が
、
市
内
十
二
の

神
楽
社
中
で
構
成
さ
れ
た
浜
田
石
見
神
楽

社
中
連
絡
協
議
会
で
あ
る
。
現
在
、
会
員

数
は
約
二
百
二
十
人
。
市
内
観
光
施
設
で

の
定
期
上
演
を
は
じ
め
、
囲
内
外
で
の
公

演
、
石
見
神
楽
体
験
事
業
へ
の
参
画
な
ど
、

浜
田
市
経
済
部
商
工
観
光
課

観
光
係
長

・

篠

原

市
の
観
光
P
R
と
地
域
イ
メ
ー
ジ
確
立
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

そ
も
そ
も
祭
事
的
性
格
が
強
い
石
見
神

楽
で
あ
る
が
、
浜
田
地
域
で
は
神
社
の
祭

り
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で
必 修

全国公演へ向けた練習

ず
舞
わ
れ
る
ほ
ど
、
地
域
住
民
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
石
見

神
楽
を
担
っ
て
い
る
神
楽
社
中
は
、
集
落

な
ど
地
域
ご
と
に
存
在
し
、
活
動
も
そ
れ

ぞ
れ
の
社
中
が
行
う
こ
と
が
多
い
。
こ
の

よ
う
に
、
地
域
の
需
要
に
は
個
々
の
社
中

で
対
応
で
き
る
も
の

E

・E・--
-

の
、
対
応
が
困
難
な
田
園
町
U
E田
町
・

内
外
の
大
き
な
イ
ベ
ン

聞

a・
・
・
・

ト
出
演
な
ど
に
応
え
る

閤

E--圃

た
め
、
昭
和
五
十
六
年
、
目

4
圃
圃
・
・

市
内
十
四
の
社
中
を
構
.
，
副
固
E
・圃

成
員
と
す
る
浜
田
石
見

・
・
J
園
田
園

神
楽
社
中
連
絡
協
議
会

L
圃
盟
国

が
結
成
さ
れ
た
。
こ
の

幽
圃

斗

結
成
の
き
っ
か
け
と
な

辿
揖
4
『

っ
た
の
は
同
四
十
五

噌
酔
醇

年
、
大
阪
万
国
博
覧
会

I
ト
ト
配
制
凪
艇

に
お
け
る
石
見
神
楽
の

割
開
引
制
聞

E

出
演
で
あ
る
。

そ
の
後
、
石
見
神
楽
は
全
国
的
に
知
名

度
が
上
が
り
、
バ
ブ
ル
期
に
は
全
国
各
地

か
ら
出
演
依
頼
が

一
気
に
増
え
た
。
そ
う

な
る
と
、
そ
れ
ま
で
郷
土
芸
能
に
と
ど
ま

っ
て
い
た
石
見
神
楽
は
、
社
中
員
は
も
と

よ
り
、
地
域
住
民
に
浜
岡
市
を
代
表
す
る

観
光
資
源
で
あ
る
と
の
認
識
を
定
着
さ
せ

る
の
に
時
間
は
か
か
ら
な
か
っ
た
。

、

石
見
神
楽
を
市
の
重
要
な

J

r資
源
に
位
置
付
け
る

、

協
議
会
で
は
、
観
光
商
品
開
発
事
業
と

し
て
同
五
十
九
年
か
ら
毎
年
、
石
見
神
楽

カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
・
販
売
す
る
な
ど
、

運
営
費
の
確
保
と
観
光
P
R
お
よ
び
地
域

経
済
活
性
化
に
向
け
た
積
極
的
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
住
民
も
石

見
神
楽
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
商
品
開
発
や

・
・
・
・
司
/
商
庖
街
の
活
性
化
策
に

・
・
園
田
!
灼
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ

・

問

先

し
て
、
行
政
も
石
見
神

園
雪
-

M

楽
を
浜
田
市
観
光
の
重

・・・・・
圃
ど

-

圃

一

要
な
資
源
と
位
置
付

.

.

 
3

F

け
、
観
光
P
R
へ
の
活

.

.

.

 

用
と
近
年
で
は
石
見
神

司

圃

一

楽

体

験

事

業

の

実

施

な

逼
園

周

ど

、

そ

の

振

興

に

力

を

一

L
-
-t
J
注
い
で
い
る
。

ザ

f
圃

1

浜
岡
市
で
は
、
石
見

回
E
W弘
1
一
神
楽
の
は
や
し
の
音
を

園
田
園
田

E
C
幼
児
が
「
ど
ん
ち
っ
ち
」

と
表
現
す
る
こ
と
か
ら
、
石
見
神
楽
の
総

称
と
な
っ
て
お
り
、
近
年
特
産
品
の
ブ
ラ

ン
ド
化
や
新
商
品
、
ま
ち
づ
く
り
に
「
ど

ん
ち
っ
ち
」
の
言
葉
が
活
用
さ
れ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
に
今
日
、
協
議
会
の
長
年
の

努
力
が
花
聞
き
、
浜
田
市
の
知
名
度
を
上

げ
る
と
と
も
に
「
神
楽
の
ま
ち
浜
田
」
の

イ
メ
ー
ジ
を
定
着
さ
せ
た
。
今
後
も
地
域

住
民
が
石
見
神
楽
に
何
ら
か
の
か
か
わ
り

を
持
ち
、
浜
田
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
よ
う
市
と
し
て
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き

た
し

話記局鋤2005・4月号21 



V
う
だ
つ
の
土
曜
祭
実
行
委
員
会

地
元
に
根
付
い
た

"
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
“
商
屈
を
目
指
す

貞
光
町
は
、
徳
島
県
の
中
西
部
に
位
置

し
、
清
流
吉
野
川
に
流
れ
込
む
貞
光
川
の

扇
状
地
に
開
け
た
人
口
約
六
千
人
の
町
で

あ
る
。
西
日
本
第
二
の
高
峰
剣
山
へ
の
最

も
近
い
登
山
口
や
、
う
だ
つ
の
町
並
み
な

ど
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
と
文
化
資
源
を
持

ち
、
江
戸
時
代
か
ら
商
業
と
交
通
の
要
衝

と
し
て
栄
え
て
き
た
。

、

問
る
く
活
気
あ
ふ
れ
る

J

r商
庖
街
の
再
興
を

、

近
年
、
商
庖
街
は
景
気
の
低
迷
に
始
ま

り
大
型
届
舗
の
参
入
、
交
通
網
の
発
達
な

ど
に
よ
り
、
地
元
商
庖
街
で
買
い
物
を
す

る
客
数
が
減
少
し
、
売
り
上
げ
も
伸
び
悩

む
な
ど
、
親
し
み
の
持
て
る
商
庖
街
の
時

代
で
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
こ
で
、

「下
火
に
な
っ
て
い
く
商
庖
街
を
以
前
の

よ
う
に
明
る
く
活
気
あ
ふ
れ
る
商
庖
街
に

し
よ
う
」

「
わ
が
町
の
商
庖
街
に
は
、
全

国
的
に
も
珍
し
い
二
層
う
だ
つ
の
上
が
る

町
並
み
が
あ
り
、
そ
の
地
域
特
性
を
生
か

企
画
課
書
記

村
雲
正
敏

• 

し
て
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
」
と
い
う
切

な
る
思
い
か
ら
「
貞
光
町
う
だ
つ
の
土
曜

祭
実
行
委
員
会
」
が
平
成
十
四
年
六
月
に

設
立
さ
れ
た
。

ハ

毎
月
第
一
土
曜
日
に
開
催
〉

こ
の
実
行
委
員
会
は
、
貞
光
中
央

商
庖
街
に
面
し
た
商
庖
(
設
立
時
か

ら
十

一
人
の
会
員
)
が
主
体
と
な
っ

て
、
経
費
や
知
恵
を
出
し
合
い
な
が

ら
う
だ
つ
の
土
曜
祭
を
立
ち
上
げ
、

平
成
十
五
年
度
か
ら
は
商
工
会
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
委
員
会
に
所
属
し
、

毎
月
第

一
土
曜
日
(
午
前
十
時
か
ら

パ

午
後
七
時
ま
で
)
の
開
催
に
活
発
的

に
活
動
し
て
い
る
。

活
動
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
気
軽

に
住
民
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
出
庖

者
か
ら
千
円
の
出
庖
料
を
い
た
だ

き
、
フ
リ
l
マ
ー
ケ
ッ
ト
(
不
用
品

パ
ザ
l
、
地
元
農
産
物
特
売
会
、
鮮

魚
特
売
会
)
、
個
々
の
庖
舗
が
活
性
化
の

た
め
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
開
発
・

一
庖

逸
品
(
わ
が
商
庖
に
逸
品
あ
り
)
を
目
指

し
た
昧
の
市

(
手
打
ち
う
ど
ん
、
団
子
、

田
楽
、
焼
き
鳥
、
手
作
り
ク
ッ
キ
ー
な
ど
)

を
中
心
に
、
土
曜
祭
を
実
施
し
て
き
た
。

貞
光
の
風
土
を
生
か
し
、
そ
の
季
節
に

応
じ
た
手
作
り
で
温
か
み
の
あ
る
看
板
や

装
飾
品
な
ど
で
貞
光
中
央
商
脂
街
を
飾
り

付
け
、
ま
ち
か
ど
イ
ベ
ン
ト
(
コ
ン
サ
ー

ト
、
ラ
イ
ブ
、
回
り
踊
り
、
あ
い
染
め
体

験
な
ど
)
を
通
じ
て
、
地
元
住
民
が
親
し

み
の
持
て
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
、
商
庖

街
の
活
性
化
に
努
め
て
い
る
。
現
在
ま
で

継
続
し
て
う
だ
つ
の
土
曜
祭
を
開
催
し
て

き
た
が
、
回
数
を
増
す
ご
と
に
客
数
、
フ

リ
l
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
庖
数
が
徐
々
に
増
加

し
、
地
元
住
民
の
問
で
も
土
曜
祭
が
浸
透

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

22 2005・4月号

うだつの土曜祭

、

地
域
住
民
の

J

r
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
埠
に
、

ま
た
、
地
元
住
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

土
曜
祭
に
参
加
す
る
な
ど
広
が
り
を
見
せ

て
き
て
お
り
、
フ
リ
l
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
地
域
住
民
と
の
触
れ
合
い

が
生
ま
れ
、
子
供
た
ち
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
幅
広
い
年
齢
層
の
交
流
が
図
ら
れ
る
地

域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
と
な
っ

て
い
る
。
平
成
十
六
年
六
月
か
ら
、
木
綿

麻
倶
楽
部
(
文
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
)

が
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
映
画
祭
を
う

だ
つ
の
土
曜
祭
に
合
わ
せ
て
聞
き
、
イ
ベ

ン
ト
を
同
時
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、
う

だ
つ
の
町
並
み
と
い
う
地
域
特
性
を
よ
り

一
層
生
か
し
た
形
で
の
活
性
化
を
図
っ
て

い
る
。
今
後
、
こ
の
貞
光
う
だ
つ
の
土
曜
祭
を

継
続
し
、
地
域
住
民
の
認
知
度
を
上
げ
る

と
と
も
に
、
貞
光
町
全
体
の
地
域
イ
メ
ー

ジ
の
向
上
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え

る
。
同
時
に
地
元
住
民
の
声
を
取
り
入
れ

て
戦
術
を
練
り
直
し
、
規
模
の
拡
大
を
図

り
、
全
国
の
ど
こ
に
も
な
い

『
O
N
L
Y

O
N
E
商
庖
』
に
向
け
て
、
地
域
全
体
の

活
性
化
、
個
々
の
庖
舗
の
活
性
化
、

一
庖
逸

品
の
確
立
を
図
り
、
地
元
に
根
付
い
た
商

庖
街
の
再
興
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

;↓島崎i0



三重県志摩市・あのりふぐ協議会/三重県志摩市 ・地主事娠興部門 (p18)

平成16轄地腸づくD総務大臣表彰
大山崎竹林ボランテイア/京都府大山崎町 ・地減娠興部門 (p19)

雲雀E山手緑化捲進委員会/兵庫県宝嫁市 ・地織娠興部門 (p20)



浜田石見神楽社中連鎗協積会/島根県浜田市 ・地織振興部門 (p21)島根ニューヨーク文化展石見神楽公演(平成3年)

宮崎県西米良村

・地滅娠興部門
(p29) 

広島県蒲刈町(現呉市) ・国際化部門 (p3S)

ぅ-~つの土・祭実行聾員会/徳島県つるぎ町
.地婿割高興歯車門 (p22) うだつの土曜祭



AN，q 

沼田市国際吏涜サロン企画・運曽委員会/山形県酒田市 ・国際化部門 (p30)甚句パレードに参加するメンバー

三野町国際交流協会/香川県三野町 ・国際化部門

(p36)ちびっこサマーイングリ ッシュキャンプ

ふくいユネスコ協会/循井市 ・国
際化部門 (p32) 

ユネスコまつりの英国ステーションで

岩窟市国際交流協会/愛知県岩耳富市 ・国際化部門 (p34) 

ワーキンクホリデー

静岡県浜松市 ・国際化部門 (p33)



ネット参加者受け付け風景 (兵庫県・香寺町立香呂南
小学校)

はりまスマートスクールプロジェク卜/兵庫県姫路市 ・情績化部門 (p40) 

大阪府池田市 ・情報化部門
ANSINメールのテスト画面

..... 

長事

(p39) 

福島県小高町

.情報化部門

(p37) 
おだかe-まち
タクシー

同『・・・辛=.::'=-_-=...~戸戸 ­

-官官=泊.-口弘.._-認::::=..:
:=-'!'~芯::担忠巴詰-怠r宅耳目~，な"，

“" 
SFE:コて

口 -一一一』一-呈;S!:..;;--"...

石垣島閑話制作蚕員会/沖縄県石垣市 ・情報化部門
石垣島閑話HP薗菌

(p41) 

字治大好きネット/京都府宇治市 ・情報化部門
eタウンうじ書き込み実習体験

(p38) 

会場
c;均点t¥



， 

久
留
米
・
ラ
ー
メ
ン
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
委
員
会

ラ
ー
メ
ン
フ
ェ
ス
タ
で

"
活
気
あ
ふ
れ
る
街
“
を
再
現

圃置歯車冨富田臨調書置

平
成
十
年
三
月
、
久
留
米
の
基
幹
産
業

で
あ
る
ゴ
ム
製
品
製
造
会
社
が
経
営
破

綻
。
久
留
米
の
宝
物
を
探
し
て
磨
き
上
げ

る
こ
と
で
、
街
を
な
ん
と
か
元
気
に
し
よ

う
と
有
志
が
立
ち
上
が
っ
た
。
同
十

一
年

一
月
、
地
元
の
"
食
文
化
“
で
あ
る
と
ん

こ
つ
ラ
ー
メ
ン
に
着
目
し
、
久
留
米
が
と

ん
こ
つ
ラ
ー
メ
ン
の
発
祥
の
地
で
あ
る
こ

と
を
全
国
に
発
信
し
、
元
気
な
街
に
し
て

い
く
こ
と
を
目
的
に
「
久
留
米
・
ラ
ー
メ

ン
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
委
員
会
」
を
発
足
さ

せ
た
。全
国
に
先
駆
け
て
ラ
ー
メ
ン

J

題
材
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

、

同
十

一
年
十

一
月
、
ラ
ー
メ
ン
を
題
材

に
し
た
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
全
国
に
先
駆

け
て
の
開
催
と
な
っ
た
「
ラ
ー
メ
ン
フ
エ

ス
タ

-m久
留
米
」
は
、

二
日
間
で
延
べ
十

四
万
人
の
人
出
を
記
録
。
当
日
は
地
元
か

ら
七
庖
、
全
国
か
ら
三
庖
が
出
底
。
各
庖

• 本
村
康
人

と
も
早
朝
か
ら
長
蛇
の
列
が
で
き
、
す
べ

て
昼
す
ぎ
に
は
完
売
し
た
。

以
後
、
毎
年
十

一
月
に
開
催
し
て
い
る

フ
ェ
ス
タ
に
は
毎
回
十
万
人
規
模
の
来
場

者
を
集
め
、
第
六
回
目
を
迎
え
た
昨
年
は
、

国
内
最
大
規
模
の
文
化
の
祭
典
「
国
民
文

化
祭
」
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
し
た
。

会場内の様子

北
海
道
か
ら
沖
縄

ま
で
の
招
待
十
四

庖
と
地
元
七
庖
の

計
二
十

一
の
ラ
ー

メ
ン
庖
が
出
庖
し
、

会
場
に
は
二
日
間

で
十
五
万
人
の
来

場
者
を
集
め
、
約

三
万
食
の
ラ
ー
メ

ン
を
提
供
し
た
。

こ
の
年
、
福
岡
県

内
で
開
催
さ
れ
た
百
十
五
の
文
化
事
業
の

中
で
最
も
来
場
客
を
集
め
た
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
関
係
各
位
か
ら
の
注
目
を
浴
び
た
。

、

小
学
生
か
ら
大
学
生
ま
で
が

J

r学
習
・
論
文
の
テ

l
マ
に

、

フ
ェ
ス
タ
を
継
続
す
る
う
ち
に
、
総
合

学
習
の
課
題
に
ラ
ー
メ
ン
を
題
材
に
し
て

取
り
組
み
た
い
と
の
声
が
市
内
小
学
校
の

児
童
か
ら
上
が
っ
て
き
た
。
各
児
童
が
自

ら
庖
に
ア
ポ
イ
ン
ト
を
取
り
、
食
材
の
調

達
先
、
調
理
方
法
を
取
材
し
、
め
ん
あ
げ

体
験
を
行
う
な
ど
、
"
食
文
化
“
ラ
ー
メ

ン
が
市
民
に
対
し
、
郷
土
愛
と
い
う
形
で

波
及
効
果
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の

後
も
中
高
生
が
自
由
研
究
の
テ
l
マ
に
取

り
上
げ
た
り
、
大
学
生
が
卒
業
論
文
の
テ

ー
マ
に
し
た
り
と
、
毎
年
全
国
各
地
の
大

学
生
が
事
務
局
ま
で
視
察
に
訪
れ
て
い
る
。

ま
た
、
委
員
会
発
足
と
併
行
し
て
「
久

留
米
ラ
ー
メ
ン
探
偵
団
」
を
同
十

一
年
六

月
に
結
成
。
ラ
ー
メ
ン
好
き
な

一

般
市
民
を
公
募
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

枇
が
屈
を
食
べ
歩
き
、
そ
の
結
果
を

t
U
 
川
町
ま
と
め
た
ラ
ー
メ
ン
マ
ッ
プ
を
作

山
成
し
た
。
そ
の
後
は
、
ラ
ー
メ
ン

↓
庖
主
の
指
導
の
下
で
ラ
ー
メ
ン
の

防
手
作
り
体
験
を
し
た
り
、
市
内
各

獅

ラ

ー
メ
ン
庖
の
味
・
底
舗
作
り
、

が
接
客
態
度
な
ど
の
総
合
的
な
観
点

観
か
ら
調
査
し
、
そ
の
結
果
を
各
庖

老
へ
情
報
提
供
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
る
活
動
や
、
身
障
者
の
施
設
の
人

を
ラ
ー
メ
ン
脂
に
招
待
す
る
な
ど
の
活
動

を
行
っ
て
い
る
。

過
去
六
回
の
ラ
ー
メ
ン
フ
ェ
ス
タ
を
開

催
し
て
、
多
く
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

力
添
え
と
関
係
各
機
関
の
支
援
に
よ
り
、

全
国
に
認
知
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
イ
ベ

ン
ト
に
成
長
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
久
留
米
市
が
全
国

に
誇
れ
る
よ
う
な
街
に
成
長
・
発
展
し
続

け
る
よ
う
、
今
後
と
も
が
ん
ば
っ
て
い
き

た
い
と
思
う
。
ま
た
、
こ
れ
を
年
に
二
日

間
だ
け
の
お
祭
り
と
し
て
で
は
な
く
、

一

年
中
全
国
か
ら
多
く
の
来
訪
者
が
あ
る
よ

う
な
、
「
毎
日
が
ラ
ー
メ
ン
フ
ェ
ス
タ
状

態
の
活
気
あ
ふ
れ
る
街
」
に
な
る
よ
う
、

新
た
な
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
く
予
定

で
あ
る
。

久
留
米
が
よ
い
香
り
を
発
す
る
よ
う
に

油取$奇。2005・4月号27 



V
ア
イ
ア
ン
マ
ン
ジ
ャ
パ
ン
地
元
実
行
委
員
会

日
本
で
唯
の
国
際
大
会

誘
致
に
よ
る
"
感
動
の
島
“

、

五
島
振
興
の
起
爆
剤
に

J

rト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

、

わ
が
町
、
五
島
市
は
日
本
の
最
西
端
に

位
置
す
る
長
崎
県
五
島
列
島
の
人
口
五
万

人
弱
の
小
さ
な
市
で
あ
る
。
平
成
十
六
年

八
月
に

一
市
五
町
が
合
併
し
た
ば
か
り

で
、
新
た
な
地
域
づ
く
り
に
市
民
全
員
が

頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
う
し

た
中
、
ア
イ
ア
ン
マ
ン
ジ
ャ
パ
ン
地
元
実

行
委
員
会
が
総
務
大
臣
表
彰
の
受
賞
を

受
け
、
地
域
を
挙
げ
て
喜
ん
で
い
る
。

一
九
九
七
年
の
び
わ
湖
大
会
以
来
、
日

本
で
は
「
ア
イ
ア
ン
マ
ン
」
大
会
は
お
こ

な
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
下
五
島
の

一

市
五
町
と
約
八
十
の
民
間
団
体
が
地
元
実

行
委
員
会
を
組
織
し
、
五
島
振
興
の
起
爆

剤
と
し
て
誘
致
、

二
O
O
一
年
か
ら
自
然

豊
か
な
五
島
福
江
島
を
舞
台
に
開
催
さ
れ

た
。
今
回
、

二
O
O
五
年
に
第
五
回
記
念

大
会
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、
「

G
O

ア
イ
ア
ン
マ
ン
ジ
ャ
パ
ン
大
会
事
務
局

北
川
数
幸

• 

(
五
年
)
G
O
(五
回
)
G
O
T
O」
を
合
言

葉
に
機
運
を
盛
り
上
げ
、
大
会
が
開
催

さ
れ
る
五
月
に
向
け
た
準
備
を
始
め
て

い
る
。

、

「
ア
イ
ア
ン
マ
ン
の
島
」

ノ

rが
定
着
へ

量、

ア
イ
ア
ン
マ
ン
ジ
ャ
パ
ン
は
日
本
で
唯

一
の
国
際
大
会
で
、
制
限
時
間
十
五
時
間

内
に
ス
イ
ム
三
・
八
キ
ロ
、
バ
イ
ク
(
自

転
車
)
百
八
十
・

二
キ
ロ
、
ラ
ン
四
十

一
了
二
キ
ロ
の
三
種
目
を

一
人
の
競
技
者

が
連
続
し
て
お
こ
な
う
過
酷
な
競
技
。
選

手
約

一
千
人
、
選
手
同
伴
者
や
大
会
ス
タ

ッ
フ
約
二
千
人
の
合
計
約
三
千
人
が
来
島

す
る
。
そ
の
中
に
は
世
界
二
十
数
各
国
か
ら
約

百
人
の
外
国
人
が
含
ま
れ
、
国
内
外
に
五

島
を
ピ

1
ア
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
る

「
ア
イ
ア
ン
マ
ン
の
島
」
と
し
て
定
着
し

つ
つ
あ
る
。
毎
年
十
月
に
は
世
界
大
会
が

ハ
ワ
イ
で
開
催
さ
れ
る
が
、
地
元
の
人
が

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
ジ
ャ
パ
ン
の

T
シ
ャ
ツ

を
着
て
い
た
の
に
は
驚
き
、
五
島
か
ら
来

た
と
い
う
こ
と
で
温
か
く
歓
迎
し
て
い
た

だ
い
た
。

大
会
を
運
営
す
る
に
は
約
三
千
五
百
人

の
ス
タ
ッ
フ
が
必
要
だ
。
地
元
小
中
高
校

生
を
は
じ
め
市
民
の
み
な
さ
ん
が
朝
六
時

か
ら
夜
の
十

一
時
ま
で
、
競
技
補
助
員
、

通
訳
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

受
け
付
け
、
パ
ー
テ
ィ

ー
接
客
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
業
務
を
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

支
え
て
く
れ
る
。
ま
た
、

競
技
日
は
島
内
全
域
で

約
九
時
間
の
交
通
規
制

が
行
わ
れ
る
が
、
市
民

に
全
面
的
な
協
力
を
い

喫h

28 

た
だ
い
て
い
る
。
時
々
お
し
か
り
の
言
葉

も
あ
る
が
、
改
善
し
な
が
ら
、
よ
り
よ
い

大
会
を
目
指
し
活
動
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
全
島
民
が

一
つ
に
な
っ
て
大
会
を
運

営
し
て
い
る
。

、

小
さ
な
島
が
一
一
体
と
な
っ
た

J

r
「
人
づ
く
り
」

、

2005・4月号誌記誕地

そ
も
そ
も
こ
の
大
会
を
誘
致
す
る
時
、

こ
の
島
を
担
う
子
供
た
ち
に
「
夢
と
希
望

寸

4
圃

・

圃

を

。
こ
の
島
を
自
慢
で

と

圃
置
ア
き
る
た
め
に
。
国
際
大

-
ι
川
1

・・・眠刷
hur-
-

J
1

吋
叫
軸
圃
・
一
刀
会
を
こ
ん
な
小
さ
な
島

ぷ

山

・

朽

で

も

一
体
と
な
れ
ば
で

F

S
F

1
掴
.
生

軍
司
噌

it
m
き
る
ん
だ
」
を
理
念
に

F3

一
肘
掲
げ
、
継
承
し
て
ゆ
く

l
l

国

i
L
仔
こ
と
で
「
ひ
と
づ
く
り
」

制
副
聞
出
日
を
行
っ
て
き
た
。

's回
.

.

 ，
 
..
 ，1j 

唱
咽
，
LE
河
14

日
ま
だ
ま
だ
鎖
国
的
な

唱
¥
一
一

軒
風
潮
が
残
る
こ
の
島

に
、
多
く
の
人
た
ち
が
来
て
く
れ
る
こ
と

で
た
く
さ
ん
の
出
会
い
、
触
れ
合
い
を
持

つ
こ
と
が
で
き
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
感
動

す
る
こ
と
が
人
と
し
て
成
長
す
る
と
感
じ

て
い
る
。
子
供
た
ち
が
こ
の
島
を
愛
し
、

い
つ
ま
で
も
誇
り
に
思
っ
て
く
れ
る
、
ま

た
常
に
人
生
の
ア
ス
リ
ー
ト
で
あ
る
こ
と

を
切
に
願
も
っ
。

五
月
二
十
二
日
、
世
界
で

一
番
熱
く
な

る
島
「
五
島
」
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。

一
緒
に
素
晴
ら
し
い
感
動
を
味
わ
い
ま
し

よ
ろ
も



V
宮
崎
県
西
米
良
村

「
力
リ
コ
ボ
ー
ズ
の
休
暇
村

米
良
の
庄
」
づ
く
り

固置置置理璽園置置ZE藍翠

私
た
ち
の
住
む
「
米
良
の
荘
」
は
、
九
州

中
央
山
地
の
ど
真
ん
中
に
位
置
し
、
重

畳
た
る
山
々
に
固
ま
れ
、
村
土
の
約
九

六
%
が
山
林
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
平
家
、

南
朝
方
、
菊
池

一
族
な
ど
、
落
人
た
ち
の

い
ん
と
ん

隠
遁
の
地
で
あ
り
、
名
を
隠
し
身
を
潜
め

る
に
は
適
地
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
環

境
の
下
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
過
疎
化
、

高
齢
化
は
他
に
先
ん
じ
て
進
み
、
昭
和
二

十
年
に
六
千
八
百
十
二
人
の
村
の
人
口

が
、
平
成
十
年
に
は
千
六
百
人
に
ま
で
激

減
し
た
。

、

墨
本
コ
ン
セ
プ
ト
は

J

r「
生
涯
現
役
元
気
村
」

、

近
年
、
経
済
の
低
迷
が
続
く
中
、
村
の

将
来
に
向
け
た
展
望
に
危
機
感
が
高
ま

り
、
新
た
な
視
点
か
ら
長
期
総
合
計
画
の

見
直
し
を
行
い
、
「
カ
リ
コ
ボ

l
ズ
の
休

暇
村
・
米
良
の
庄
」
づ
く
り
に
取
り
組
む

こ
と
に
し
た
。
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
を
菊
地

• 
• 黒
木
定
臓

氏
の
薫
陶
「
生
涯
現
役
元
気
村
」
と
定
め
、

村
内
に
八
つ
の
庄
を
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
庄
に
そ
の
地
の
特
性
と
目
的
を
持
た

せ
、
拠
点
づ
く
り
の
核
と
位
置
付
け
た
。

そ
の
基
本
は
、
村
の
活
性
化
は
お
の
お
の

の
地
域
の
活
力
に
あ
り
、
そ
の
構
成
員
で

あ
る
各
村
民
に
起
因
す
る
と
し
、
村
民

一

人

一
人
が
誇
り
と
生
き
が
い
を
持
っ
て
住

み
続
け
た
い
、
と
思
う
庄
(
里
)
づ
く
り

を
目
指
す
こ
と
に
し
た
。

ま
ず
、
最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
が
「
健

康
づ
く
り
の
庄
」
の
建
設
で
あ
っ
た
。
幸

い
極
め
て
上
質
の
湯
に
も
恵
ま
れ
た
。
こ

の
施
設
の
運
営
シ
ス
テ
ム
、
社
員
教
育
な

ど
に
独
自
性
と
専
門
性
を
高
め
る
た
め

に
、
プ
ロ
の
指
導
を
仰
い
だ
。

、

地
産
地
消
に
よ
る

J

r最
高
の
も
て
な
し
を

、

そ
の

一
つ
を
紹
介
す
る
と
、
料
理
へ
の

こ
だ
わ
り
で
あ
る
。
器
も
特
注
で
焼
き
、

地
採
り
オ
ン
リ
ー
の
食
材
を
使
用
し
、
郷

土
料
理
を
中
心
に
県
下
で
ト
ッ
プ
の
料
理

人
の
指
導
の
下
、
新
た
な
西
米
良
独
自
の

季
節
性
あ
ふ
れ
る
献
立
作
り
に
努
め
た
。

海
か
ら
遠
隔
の
こ
の
地
で
、
刺
身
や
ス
テ

ー
キ
を
所
望
さ
れ
る
客
は
い
な
い
と
思
わ

れ
る
た
め
、
地
産
地
消
の
最
高
の
料
理
で

も
て
な
す
こ
と
が
私
た
ち
の
使
命
で
あ

り
、
ま
た
求
め
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る

と
の
認
識
に
立
ち
、
以
後
、
全
て
の
交
流

事
業
で
こ
の
考
え
方
を
踏
襲
す
る
こ
と
と

し
た
。

「
観
光
と
は
国
(
地
域
)
の
光
を
見
る
こ

と
だ
」
と
言
わ
れ
る
が
、
最
近

「観
光
と
は
人
の
輝
き
を
心
に

感
じ
る
こ
と
だ
」
と
聞
い
て
い

る
。
今
ま
で
、
名
所
・
旧
跡
の

無
か
っ
た
地
域
が
観
光
で
生
き

る
こ
と
は
困
難
と
さ
れ
て
き

た
。
し
か
し
人

が
、
"
財
“
で
あ
り

"
源
“
で
あ
れ
ば
、

い
ず
こ
の
地
で
も

旅
人
の
心
を
満
た

し
、
交
流
に
よ
る

活
力
の
導
入
が
可

能
と
な
る
。
ま
さ

に
私
た
ち
の
村
が

そ
う
で
あ
り
、
皆

無
の
状
態
か
ら
の

出
発
だ
っ
た
。

、

都
市
生
活
者
の
ワ
ー
キ
ン
グ

rホ
リ
デ
ー
の
場
に

ツ 指な皿あ誇をもは
リ現すニとるり求必、全
l在。 l し 。とめ要景国

:;:マγコ「ン釣「の(・・盟国圃ミ手 5て宇ぞ ZtE努
よチ春上官」神西り春ぃカ オォ 応ま近みいなやワ

自;rztz空主主主主;全副7空;225 2長短長zu;24
iii:iiiij;;;問日i!叫jjjii
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てれ挙力あ民究プの分り恵風あの山「さズ を多受ち方交手制
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V
酒
田
市
国
際
交
流
サ
ロ
ン
企
画
・
運
営
委
員
会

在
日
外
国
人
の
支
援
を
通
し
た

国
際
交
流
の
推
進

酒
田
市
は
、
山
形
県
の
最
上
川
の
河
口

に
発
達
し
た
人
口
約
十
万
人
の
港
町
。
庄

内
米
を
産
す
る
庄
内
平
野
、
そ
れ
に
広
大

な
庄
内
砂
丘
を
有
し
、
日
本
海
に
浮
か
ぶ

飛
島
は
秀
峰
鳥
海
山
と
と
も
に
鳥
海
固
定

公
園
を
形
成
す
る
な
ど
、
「
海
あ
り
、
山

あ
り
、
川
あ
り
、
島
あ
り
」
の
豊
か
な
自

然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
。一

昨
年
、
市

制
施
行
七
十
周
年
を
迎
え
た
が
、
古
く
か

ら
北
前
航
路
の

一
大
寄
港
地
と
し
て
栄
え

た
酒
田
港
は
、
県
内
唯

一
の
重
要
港
湾
で

あ
り
、
五
百
十
年
の
歴
史
が
あ
る
。

本
市
の
外
国
人
登
録
者
数
は
、
平
成
六

年
三
月
末
に
百
八
十
七
人
だ
っ
た
が
、
同

十

一
年
三
月
末
に
は
三
百
二
十
五
人
、
本

年

一
月
末
に
は
十
五
カ
国
五
百
八
十
二
人

に
増
加
し
た
。

在
住
外
国
人
に
眼
を
向
け
、
同
じ
市
民

と
し
て
受
け
入
れ
、
互
い
の
人
権
を
尊
重

し
、
共
生
し
て
い
こ
う
す
る
考
え
方
、
そ

企
画
運
営
委
員
長

川
上
ク
リ
ツ
テ
イ
カ
l

• 
し
て
、
在
住
外
国
人
に
と
っ
て
住
み
や
す

く
活
動
し
や
す
い
生
活
環
境
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
市
民
と
の
多
文
化
交
流
を
通

し
て
相
互
理
解
を
深
め
、
市
民
の
国
際
化

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
「
学
習
・

交
流
・
相
談
」
を
テ
l
マ
に
、
市
は
平
成

十

一
年

一
月
、
国
際
交
流
サ
ロ
ン
を
開
設

し
た
。

、

サ
ロ
ン
の
活
動
を
支
え
る

J

rボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

、

国
際
交
流
サ
ロ
ン
の
活
動
は
現
在
、
日

本
語
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
べ
に
ば

な
会
」
と
国
際
交
流
サ
ロ
ン
企
画
・
運
営

委
員
会
の
両
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

り
、
支
え
ら
れ
て
い
る
。

べ
に
ば
な
会
は
、
在
住
外
国
人
が
言
葉

の
違
い
に
よ
り
日
常
生
活
に
不
自
由
さ
、

不
便
さ
を
感
じ
な
い
で
生
活
で
き
る
よ

う
、
同
十
三
年
四
月
に
設
立
さ
れ
た
。
現

在
の
会
員
は
四
十
人
で
、
五
カ
国
三
十
九

人
の
学
習
者
に
指
導
し
て
い
る
。
教
室
は

月
1
金
曜
日
の
平
日
毎
日
、
午
前
、
午
後
、

夜
間
の
各
二
時
間
開
催
さ
れ
て
お
り
、

三

十
七
あ
る
教
室
の
形
態
は
、
マ
ン
ツ
ー
マ

ン
指
導
と

一
部
少
人
数
指
導
で
あ
る
。

会
で
は
花
見
や
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ

ー
な
ど
、
会
員
と
学
習
者
・
家
族
と
の
交

流
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
、
会
員

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
を
開
催
し
て
い

る
。
市
国
際
交
流
室
は
、
講
座
費
用
の
支

援
、
教
科
書

・
指
導
書
購
入
費
の
支
援
、

会
員
と
新
規
学
習
希
望
者
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
な
ど
、
会
員
が
活
動
し
や
す
い
よ
う
に

環
境
整
備
の
面
で
支
援
し
て
い
る
。

企
画
運
営
委
員
会
は
同
十
三
年
四
月
に

設
立
さ
れ
た
。
在
住
外
国
人
九
人
と
市
民

五
人
で
構
成
し
、
サ
ロ
ン
利
用
者
の
声
を

集
約
し
て
企
画
・
運
営
に
活
か
す
と
と
も

30 
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に
、
在
住
外
国
人
と
市
民
の
交
流
を
促
進

す
る
た
め
、
「
国
際
交
流
サ
ロ
ン
祭
り
」

や
「
外
国
料
理
交
流
会
」
の
開
催
、
「
踊

り
パ
レ
ー
ド
」
へ
の
参
r
加
な
ど
を
企
画
・

実
施
し
て
い
る
。

、

地
域
に
と
け
込
む
活
動
と

J

r

F
M
に
よ
る
市
政
情
報
の
発
信

、

在
住
外
国
人
の
日
常
生
活
の
利
便
性
を

高
め
る
た
め
に
、
小
中
学
校
、
防
災
学
習

館
、
ハ
ロ

l
ワ
l
ク
、
市
立
図
書
館
、
市

立
病
院
な
ど
の
施
設
巡
り
を
開
催
し
て
い

る
。
情
報
提
供
と
し
て
、
「
医
療
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」
「
ご
み
ル

l
ル
」
「
日
本
の
運
転

免
許
を
も
ら
う
た
め
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

「
酒
田
紹
介
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
「
会
話
・
単

語
集
」
を
市
国
際
交
流
室
で
発
刊
し
た
際

に
は
翻
訳
に
協
力
す
る
な
ど
、
在
住
外
国

人
支
援
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

国
際
交
流
サ
ロ
ン
祭
り
で
は
、
企
画
・

運
営
委
員
が
中
心
と
な
り
、
生
徒
・
学
生

五
十
八
人
を
含
む
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
二

百
四
十
人
の
実
行
委
員
会
を
ま
と
め
、
外

国
料
理
屋
台
、
民
族
衣
装
の
試
着
、
世
界

の
歌
・
踊
り
・
ゲ
l
ム
の
披
露
な
ど
を
行

い
、
来
場
し
た
二
千
五
百
人
の
市
民
と
多

文
化
交
流
を
深
め
た
。

今
後
は
、
地
元
F
M放
送
局
と
連
携
し
、

四
月
二
日
か
ら
市
政
情
報
や
外
国
の
文

化
、
行
事
、
料
理
な
ど
の
情
報
を
中
国
語
、

韓
国
語
、
英
語
、
日
本
語
で
提
供
を
開
始

す
る
。
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V
T
l
N
の
会

(
つ
く
ば
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
)

外
国
人
研
究
者
に
よ
る

国
際
都
市
の
生
活
基
盤
づ
く
り

園理置置盟国置置遺書置

T
I
N
の
会
(
吋

E
E
Z
F
R
E注。
E

2
2
4号
。
昇
)
は
、

一
九
九
八
年
か
ら
活
動

し
て
き
た
。
発
足
当
時
、
市
内
の
組
織
聞

の
交
流
は
な
く
、
外
国
人
の
多
く
は
受
け

入
れ
機
関
が
面
倒
を
見
る
構
造
で
あ
っ
た

た
め
、
ま
ち
の
国
際
化
は
非
常
に
遅
れ
て

い
た
。
外
国
人
は
所
属
の
組
織
を

一
歩
出

る
と
諸
問
題
に
直
面
し
、
そ
の
し
わ
寄
せ
は

外
国
人
受
け
入
れ
抑
当
者
に
き
て
い
た
。

せ
め
て
外
国
人
向
け
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

く
ら
い
分
担
し
て
共
通
に
製
作
し
よ
う
、

そ
れ
以
外
の
問
題
も

一
緒
に
な
っ
て
解
決

し
て
い
こ
う
と
い
う
声
が
高
ま
り
、
各
研

究
機
関
の
外
国
人
受
け
入
れ
担
当
者
の
集

ま
り
と
し
て
発
足
し
た
。
つ
く
ば
市
国
際

交
流
室
の
参
加
を
皮
切
り
に
、
県
や
法
人

な
ど
の
組
織
、
商
工
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
な
ど
も
参
入
し
、
い
わ
ば
っ
く
ば
の

広
範
な
組
織
問
の
連
携
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
つ

く
ら
れ
た
。
そ
こ
で
話
し
合
わ
れ
た
問
題

世
話
人

大
須
賀
ケ
ネ
ス
関
雄

• 
点
や
解
決
策
を
持
ち
帰
り
、
所
属
の
組
織

で
対
応
で
き
る
問
題
は
解
決
し
、
団
体
で

交
渉
す
べ
き
も
の
、
例
え
ば
パ
ス
路
線
番

号
の
表
示
、
入
管
出
張
所
の
設
置
請
願
な

ど
は
み
ん
な
で

一
緒
に
な
っ
て
動
い
た
。

、

印
鑑
登
録
、
運
転
免
許
か
ら

J

r病
院
や
警
察
の
対
応
ま
で
提
案
、

い
ろ
い
ろ
な
情
報
、
例
え
ば
外
国
人
登

録
、
印
鑑
登
録
、
健
康
保
険
、
パ
ス
路
線

図
、
公
共
交
通
機
関
の
使
い
方
、
運
転
免

許
や
自
家
用
車
購
入
、
車
庫
証
明
な
ど
は
、

日
本
人
に
す
ら
分
か
り
に
く
い
の
で
、
こ

れ
ら
の
案
内
書
を
作
成
し
て
き
た
。
つ
く

ば
市
国
際
課
の
重
要
性
も
認
識
さ
れ
、
市

ホ
l
ム
ベ

l
ジ
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
も
整
備

さ
れ
て
き
た
。
外
国
銀
行
発
行
の
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
は
ほ
と
ん
ど
の
銀
行
A
T
M

で
使
用
不
可
能
な
こ
と
か
ら
、
銀
行
へ
の

働
き
掛
け
を
行
い
、
病
院
や
救
急
隊
、
警

察
の
外
国
人
対
応
に
つ
い
て
も
さ
ま
ざ
ま

な
提
案
を
し
て
き
た
。

T
I
N

の
メ
ン
バ
ー
が
外
国
人
医
療
に

関
す
る
ア
ド
パ
イ
サ
ー
と
し
て

も
寄
与
し
て
き
た
。

「
国
際
都
市
つ
く
ば
の
共
生
教

育
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

で
は
、
外
国
人
の
子
ど
も
の
支

援
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本
の
初

等
教
育
が
国
際
的
に
み
て
十
分

受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
に
な
れ

ば
、
外
国
人
も
安
心
で
き
る
し
、

日
本
の
将
来
に
と
っ
て
望
ま
し

い
の
で
は
な
い
か
?
と
い
う
観

点
で
二
回
実
施
。
ま
た
中
学
生

以
上
を
対
象
と
し
た
「
英
語
で

面
白
い
話
を
聞
く
会
」
を
は
じ

め、

N
H
K
の
高
柳
雄

一
氏、

宇
宙
飛
行
士
の
毛
利
衛
氏
、
ノ

ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
の
ジ
エ
ロ

l
ム
・

フ
リ
ー
ド
マ
ン
氏
ら
の
話
を
聞
く
講
演
会

な
ど
を
実
施
し
て
き
た
。

、

市
報
と
生
活
相
談
の

J

r六
カ
国
語
対
応
が
ス
タ
ー
ト

、

市
国
際
諜
の
努
力
で
、
つ
く
ば
市
報
の

生
活
相
談
が
六
カ
国
語
対
応
で
始
ま
っ

た
。
市
の
ウ
ェ
ブ
情
報
も
充
実
し
て
き
た
。

T
I
N
の
会
で
の
情
報
交
換
に
よ
り
各

組
織
で
の
外
国
人
対
応
は
大
幅
に
改
善
さ

れ
、
外
国
人
研
究
者
、
技
術
者
た
ち
が
よ

り
仕
事
に
打
ち
込
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

組
織
外
で
の
活
動
が
、
組
織
内
部
に
と
っ

て
大
き
な
改
善
を
も
た
ら
し
た
。
ま
さ
に

最
初
の
狙
い
が
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
実

現
し
て
き
た
。

わ
れ
わ
れ
の
活
動
は
新
聞
社
、
市
、
県

な
ど
か
ら
も
広
く
支
援
さ
れ
て
き
た
。
こ

れ
は
、
既
存
の
枠
を
取
り
外
し
た
連
絡

機
構
を
作
り
上
げ
た
こ
と
が
大
き
か
っ

た
と
思
う
。
縦
割
り
の
枠
が
な
い
こ
と

は
、
実
際
の
成
果
に
つ
な
が
っ
た
。
市
へ

の
い
ろ
い
ろ
な
要
望
を
、
つ
く
ば
市
も
実

現
さ
せ
て
く
れ
た
。
こ
う
し
た
組
織
構
造

を
持
つ
わ
れ
わ
れ
の
活
動
は
、
ユ
ニ
ー

ク
さ
を
持
っ
て
い
る
も
の
と
思
う
。
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V
ふ
く
い
ユ
ネ
ス
コ
協
会

国
際
理
解
の
理
念
を
地
域
の

民
間
活
動
で
実
践

ふ
く
い
ユ
ネ
ス
コ
協
会
を
設
立
し
た
の

は
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
バ
リ
ア
フ

リ
1
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
外
来
語
が

波
及
し
つ
つ
あ
っ
た
五
年
前
だ
っ
た
。
ユ

ネ
ス
コ
協
会
と
は
、
国
連
の
ユ
ネ
ス
コ
の

理
念
に
の
っ
と
り
、
世
界
遺
産
保
護
、
寺

子
屋
運
動
な
ど
を
通
し
て
、
世
界
平
和
を

推
進
す
る
全
国
に
三
百
余
あ
る
民
間
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
で
あ

る
。さ

て
、
こ
の
国
際
的

理
念
を
い
か
に
地
域
の

人
た
ち
に
伝
え
、
そ
れ

が
生
涯
教
育
・
活
性
化

に
も
つ
な
が
り
、
ま
た

団
体
と
し
て
の
知
名
度

を
上
げ
る
か
が
課
題
だ

っ
た
。
そ
し
て
、
民
族

多
様
性
が
比
較
的
乏
し

い
日
本
に
は
、
子
ど
も

副
会
長

小
竹
三
恵
子

• 

の
こ
ろ
か
ら
イ
ベ
ン
ト
性
の
あ
る
事
業
の

中
で
、
異
文
化
の
知
識
を
深
め
、
外
国
人

と
の
交
流
も
で
き
る
仕
組
み
の
あ
る
事
業

が
必
要
と
の
結
論
に
至
っ
た
。

、

異
文
化
理
解
の
チ
ヤ
リ
テ

J

rィ
ウ
オ
l
ク
を
開
催

、

毎
年
秋
の
「
ユ
ネ
ス
コ
祭
り
・
チ
ャ
リ

テ
ィ
ウ
オ

I
ク
」
と
称
す
る
、

当
協
会
が

独
自
に
実
施
し
て
い
る

事
業
を
開
催
し
た
の
は
、

設
立
問
も
な
い
こ
ろ
だ

っ
た
。
念仏』同

q
Sis
-∞

宮
自
民

p-3
「
異
な
っ
て

い
る
こ
と
は
美
し
い
」

と
言
う
国
際
交
流
に
必

携
の
文
言
は
、
肌
・

言

葉
・
文
化
が
異
な
る

人
々
を
認
め
な
が
ら
、

共
存
し
て
い
く
こ
と
が

本
来
、
人
間
と
し
て
生

ま
れ
て
き
た
美
し
き
で
あ
り
、
尊
厳
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の

理
念
を
、
全
員
参
加
型
の
こ
の
イ
ベ
ン
ト

に
導
入
し
た
。

簡
単
に
そ
の
仕
組
み
を
紹
介
す
る
。
福

井
市
の
「
歴
史
の
あ
る
道
」
と
呼
ば
れ
る

市
街
地
周
辺
に
、
世
界
各
固
に
見
立
て
た

模
擬
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

(
S
T
)
を
十
カ
所

設
置
す
る
。
各

S
T
に
は
、
各
国
の
情
報

と
、
そ
れ
を
読
め
ば
解
答
で
き
る
ク
イ
ズ

が
提
示
さ
れ
、
国
別
の
お
や
つ
も
準
備
さ

れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
ユ
ネ
ス
コ
運

動
の
寺
子
屋
募
金

の
箱
も
あ
る
。

S
T
の
ス
タ
ッ

フ
は
、
会
員
、
学

生
、
外
国
人
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
文
字

通
り
バ
リ
ア
フ
リ

ー
で
あ
る
。
約
五

百
人
の
小
学
生
の

参
加
者
は
、
こ
ち

ら
が
作
成
し
た
パ

ス
ポ
ー
ト
と
入
国
税
に
見
立
て
た
十
円
玉

募
金
を
持
ち
、
市
街
地
の
各
ス
ポ
ッ
ト
で

ク
イ
ズ
を
解
き
、
歩
い
て
回
る
。
ゴ
l
ル

で
は
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ネ
ス
コ
大
使
の
称
号
も

授
与
さ
れ
る
。
主
催
者
側
も
参
加
者
も
、

心
身
共
に
屋
外
で
肩
ひ
じ
張
ら
ず
楽
し
く

学
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
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の
活
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V
静
岡
県
浜
松
市

外
国
人
と
の

の
ま
ち
令
つ
く
り

園置置置圏壇画面直面量屋書

「
地
域
共
生
」

、

ブ
ラ
ジ
ル
人
が

J

r日
本
一
多
く
住
む
ま
ち

、

浜
松
市
は
東
京
と
大
阪
の
ほ
ぼ
中
間
に

位
置
し
、
明
石
山
脈
、
天
竜
川
、
浜
名
湖

な
ど
の
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
面
積
二

百
五
十
六
平
方
キ
ロ
、
人
口
六
十
万
人
を

超
え
る
中
核
市
で
あ

る
。
現
在
、
本
市
を

中
心
と
し
た
十
二
市

町

村

に

よ

る

合

併

(二
O
O
五
年
七
月
)
、

そ
し
て

O
七
年
四
月

の
政
令
指
定
都
市
移

行
を
目
指
し
て
協
議

を
進
め
て
い
る
。

浜
松
市
に
は
、
楽

器
産
業
や
輸
送
用
機

器
、
光
技
術
・
電
子

技
術
産
業
な
ど
の
国

際
企
業
群
が
集
積
し

• 北
脇
保
之

て
お
り
、
近
年
、
こ
れ
ら
の
産
業
に
従
事

す
る
外
国
人
が
集
住
し
、
特
に
ブ
ラ
ジ
ル

人
は
約

一
万
四
千
人
と
全
国
の
都
市
の
中

で
最
も
多
く
居
住
し
て
い
る
。

ハ

世
界
都
市
化
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

〉

外国人集住都市東京会議

外国人集住都市東京会議 (2002年)

浜
松
市
で
は
、
こ

の
状
況
に
対
応
し
、

市
役
所
窓
口
へ
の
通

訳
配
置
、
外
国
語
に

よ
る
各
種
行
政
情
報

の
提
供
や
生
活
相
談

な
ど
の
在
住
外
国
人

施
策
を
積
極
的
に
進

め
て
い
る
。
特
に

O

一
年
、
国
際
化
指
針

「
浜
松
市
世
界
都
市

化
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策

定
し
、
そ
れ
ま
で
の

在
住
外
国
人
施
策
を
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V
岩
倉
市
国
際
交
流
協
会

市
民
、
か
主
体
の
多
文
化
共
生

を
目
指
す
ま
ち
ゃ
つ
く
り理事長

内
積
和
子

• 

、

会
費
で
運
営
す
る

J

r草
の
根
国
際
交
流

、

市
内
に
住
む
外
国
籍
の
住
民
ら
と
の
共

生
を
目
指
す
「
岩
倉
市
国
際
交
流
協
会
」

は
一
九
九
二
年
四
月
、
発
足
し
た
。
当
時

は
全
国
的
に
外
国
人
就
労
者
の
数
が
急
増

し
、
当
市
で
も
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
を
は
じ

め
、
外
国
籍
の
住
民
が

一
気
に
増
え
た
時

期
で
あ
る
。
多
く
の
自
治
体
で
は
行
政
主

導
の
協
会
が
設
立
さ
れ
た

が
、
岩
倉
市
で
は
市
民
に

よ
る
民
間
の
団
体
と
し
て

除

発
足
し
、
会
員
の
会
費
を
討
対

同窓際

中
心
と
し
た
運
営
が
始
ま
囲

っ
た
。
母
体
と
な
っ
た
の

召

は
そ
の
前
年
、
市
制
二
十

「
犠

周
年
を
記
念
し
て
各
種
記

一
-b

念
事
業
が
行
わ
れ
た
際
、

制

市
民
が
中
心
と
な
っ
て
取

-
N

り
組
ん
だ
国
際
交
流
事
業

実
行
委
員
会
で
あ
る
。

外
国
籍
の
人
た
ち
に
岩
倉
で
の
生
活
に

溶
け
込
ん
で
も
ら
お
う
と
、
市
内
の
主
要

施
設
を
書
き
込
ん
だ
手
作
り
の
地
図
を
印

刷
し
、
市
の
行
事
を
英
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
、
中
国
語
な
ど
多
言
語
で
紹
介
し
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
と
と
も
に
、
外
国
人
が
住
ん

で
い
そ
う
な
ア
パ
ー
ト
な
ど
に
配
布
し

た
。
企
業
研
修
生
や
留
学
生
ら
を

一
泊
ホ

売

l
ム
ス
テ
イ
で
会
員
宅

販取
に
招
き
、
地
元
の
伝
統

州
産
業
で
あ
る
「
こ
い
の

時
ぼ
り
つ
く
り
」
の
体
験

で寸
ゃ
、
市
の
行
事
、
体
育

仰
祭
、
「
市
民
ふ
れ
愛
ま

齢
つ
り
」
、
盆
踊
り
に
参

判
加
し
て
も
ら
う
な
ど
交

針

流

を
図
っ
た
。
地
元
の

ぬ
住
民
と
外
国
籍
の
人
た

民

ち
と
の
相
互
理
解
が
図

ら
れ
、
「
同
じ
町
に
生
活
し
て
い
る
の
だ

か
ら
、

一
緒
に
仲
良
く
生
活
し
た
い
」
と

の
思
い
か
ら
で
あ
る
。
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、

日
本
語
教
室
の
開
講
で

J

r深
ま
る
交
流

、

外
国
籍
の
人
た
ち
の
中
に
は
、
日
常
生

活
で
の
ト
ラ
ブ
ル
や
日
本
語
で
届
く
市
か

ら
の
書
類
に
戸
惑
う
人
た
ち
が
い
た
。
市

と
相
談
し
て
「
こ
ん
に
ち
は
コ
ー
ナ
ー
」

と
称
す
る
外
国
人
相
談
窓
口
を
、
毎
月
第

一
・
一二
日
曜
日
の
午
後
、
市
役
所
の
市
民

相
談
室
を
借
り
て
開
始
。
日
本
の
生
活
に

な
じ
め
る
よ
う
に
相
談
の
糸
口
に
な
れ
た

ら
、
と
の
意
図
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
か
ら

日
本
語
教
室
が
生
ま
れ
た
。
隔
週
水
曜
の

夜
、
公
民
館
の

一
室
で
聞
か
れ
る
「
日
本

1
j

語
ひ
ろ
ば
・
岩
倉
」
に
は
、

J

下

.
2

戸
、

釧
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
や
中
国
人
、

1

抑
英
語
圏
の
人
た
ち
が
子
ど
も

怖
を
含
め
て
十
数
人
集
ま
り
、

小
ほ
ぽ
同
数
の
主
婦
や
大
学
生

手、川
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
向
き
合

咽
い
、
和
や
か
に
日
本
語
に
親

h
7
 

J

肘
し
ん
で
い
る
0

.、

-』泊
中
・
高
校
生
会
員
を
中
心

l

，

h
唱

h
r
マ

ハ
と
し
た
ジ
ュ
ニ
ア
ス
タ
ッ
フ

日

F
1

4
宮

叫ん一、も

吋
の
自
主
企
画
事
業
ゃ
、
休
日

討
の
学
校
を
会
場
に
し
て
の
連

団
続
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
試
み
が
続
い
て
い
る
。
人
口

四
万
人
千
余
の
岩
倉
市
で
は
、
外
国
籍
の

人
た
ち
が
今
や
二
千
数
百
人
を
超
え
て
い

る
。
多
文
化
共
生
を
目
指
す
活
動
は
ま
す

ま
す
欠
か
せ
な
く
な
っ
て
い
る
。
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V
広
島
県
蒲
刈
町

(
合
併
に
よ
り
現
呉
市
蒲
刈
町
)

小
さ
な
島
が
進
め
た

教
育
の
場
で
の
国
際
化

園理盟冨盟童図置露菌室霊置

と
う
し
よ

蒲
刈
町
は
、
広
島
県
の
中
部
島
興
地
域
に
属
し
、

安
芸
郡
の
東
端
に
当
た
り
、
南
は
安
芸
灘
を
遠
く
経

て
四
国
連
峰
を
望
め
る
瀬
戸
内
海
の
島
で
あ
る
。
面

積
は
、
蒲
刈
町
を
中
心
に
九
つ
の
無
人
島
を
加
え
て

十
八
・
九
平
方
キ
ロ
で
、
人
口
二
千
六
百
人
の
小
さ

な
島
で
あ
る
。
そ
の
小
さ
な
島
が
な
ぜ
、
国
際
化
部

門
で
表
彰
さ
れ
た
の
か
と
言
う
よ
り
も
、
小
さ
な
島

だ
か
ら
表
彰
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ハ

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
祭
が
島
の
国
際
化
に
拍
車
〉

当
町
に
は
滞
在
型
リ
ゾ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
基
地
と

し
て

「県
民
の
浜
」
が
あ
る
。
「
日
本
の
渚
百
選
、
水

浴
場
八
十
人
選
」
に
選
ば
れ
、
夏
に
は
海
水
浴
客
で

に
ぎ
わ
う
。
こ
の
県
民
の
浜
は
県
が
開
催
し
た
「
約

海
と
島
の
博
覧
会
」
の
サ
ブ
会
場
と
し
て
、
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
た
。
民
芸

口
聞
の
展
示
、
現
地
の
紹
介
を
兼
ね
た
ス
コ
テ
ィ
ッ
シ

ュ
ボ
l
ル
(
ダ
ン
ス
交
流
会
)
で
は
、
小
学
生
か
ら
大

人
ま
で
毎
日
練
習
し
、
本
場
か
ら
迎
え
た
ダ
ン
ス
グ

ル
ー
プ
の
パ
グ
パ
イ
プ
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
、
交
流

を
重
ね
た
。
そ
の
当
時
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
出
身
の

蒲
刈
町
講
師
を
迎
え
て
英
語
教
育
に
取
り
組
み
始
め

た
こ
と
も
あ
り
、
国
際
化
に
向
け
て
歩
き
出
し
た
町

に
と
っ
て
、
博
覧
会
の
サ
プ
会
場
と
な
っ
た
こ
と
は
、

大
変
喜
ば
し
い
こ
と
だ
っ
た
。
期
悶
中
は
町
を
挙
げ

て
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
盛
り
上
げ
た
。

そ
の
時
参
加
し
た
児
童
が
そ
の
後
、
英
国
留
学
に

参
加
す
る
こ
と
と
な
る
。
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
大
好

蒲
刈
町
総
務
課

主
任
主
事

• 梶
川
あ
づ
さ

評
で
、
こ
の
時
期
か
ら
ス
コ
テ
ィ
シ
ュ
ダ
ン
ス
を
指

導
し
て
く
れ
た
グ
ル
ー
プ
が
、
十
年
間
に
わ
た
り
県

民
の
浜
で
ス
コ
テ
ィ
シ
ュ
ボ
l
ル
を
開
催
し
た
。
十

年
目
に
は
、
記
念
大
会
と
し
て
日
本
全
国
か
ら
、
も

ち
ろ
ん
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
か
ら
も
関
係
者
を
招
き
、

感
大
に
開
催
さ
れ
た
。

ハ

申
学
一
年
対
象
の
英
国
留
学
研
修
ス
タ
ー
ト

〉

そ
の
後
、
こ
の
経
験
を
生
か
せ
な
い
も
の
か
と
積

極
的
に
英
国
か
ら
の
ホ

l
ム
ス
テ
イ
の
受
け
入
れ

や
、
職
員
の
英
国
へ
の
研
修
派
遣
を
実
施
す
る
中
、

原
点
で
あ
る

「国
際
化
」
と
「
英
語
教
育
の
充
実
」

に
立
ち
返
り
、
中
学

一
年
生
の
英
国
留
学
語
学
研
修

を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
留
学
に
参

加
す
る
約
三
カ
月
前
よ
り
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
、
海
外
旅
行
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
日
常
生
活
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
先
で
の
マ
ナ
ー
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
そ

れ
と
同
時
に
、
簡
単
な
英
会
話
を
習
う
。
保
育
所
、

小
学
校
か
ら
英
会
話
に
親
し
ん
で
い
る
生
徒
は
ゲ
ー

ム
感
覚
で
英
会
話
を
マ
ス
タ
ー
し
、
留
学
へ
と
出
発

す
る
。
留
学
先
で
は
、
着
い
て
す
ぐ
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

に
会
い
、
習
い
た
て
の
英
語
で
あ
い
さ
つ
や
自
己
紹

介
を
自
分
か
ら
進
ん
で

一
生
懸
命
行
う
。
一

カ
月
の

英
語
で
の
生
活
は
、
苦
労
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
辞

書
を
引
い
た
り
、
手
振
り
身
振
り
で
説
明
し
た
り
、

絵
を
書
い
た
り
と
、
工
夫
し
な
が
の
生
活
。
学
校
に

行
け
ば
、
友
達
と
日
本
語
で
話
を
す
る
が
、
中
に
は

中
国
や
ス
ペ
イ
ン
な
ど
の
友
達
も
い
て
、
い
ろ
い
ろ

な
言
葉
で
交
流
を
す
る
。
英
語
が
共
通
語
と
な
り
、

教
え
た
り
、
教
え
ら
れ
た
り
と
よ
い
刺
激
に
な
っ
た
。

現
在
、
留
学
の
前
の
語
学
力
向
上
の
た
め
に
始
め

た
英
語
教
育
は
、
語
学
指
導
を
行
う
外
国
青
年

(
J

E
T
)
を
招
致
し
て
小
、
中
学
校
で
の
学
習
、
保
育

所
と
成
人
の
教
室
で
の
会
話
中
心
の
学
習
を
行
う
な

ど
、
生
の
英
語
に
蝉
脱
す
る
機
会
を
中
心
に
し
て
い
る
。

こ
の
取
り
組
み
も
教
室
の
中
だ
け
で
は
な
く
、
留
学

生
は
も
ち
ろ
ん
全
児
童
生
徒
で
行
う
ス
ピ
ー
チ
コ
ン

テ
ス
ト
で
は
、
小
学
三
年
か
ら
中
学
三
年
、
高
校
分

校
の
生
徒
ま
で
も
参
加
し
て
、
英
語
を
楽
し
く
身
近

に
感
じ
る
よ
う
、
中
学
生
以
上
は
暗
唱
を
中
心
に
発

表
し
、
小
学
生
は
歌
や
紙
芝
居
、
最
近
で
は
英
語
劇

ま
で
行
っ
て
い
る
。
中
学
生
は
町
や
県
の
暗
唱
大
会

に
参
戸
加
し
、
好
成
績
を
残
し
て
い
る
。

普
段
の
生
活
に
も
変
化
は
見
ら
れ
る
。
J
E
T
の

青
年
が
在
住
し
て
い
る
こ
と
で
外
国
に
対
す
る
住
民

の
考
え
方
も
大
き
く
変
化
し
て
き
た
。
子
ど
も
や
孫

が
先
生
に
教
え
て
も
ら
っ
て
い
る
。
町
内
の
行
事
が

あ
れ
ば
積
極
的
に
彼
ら
は
参
加
す
る
の
で
、
町
民
も

声
を
掛
け
や
す
く
、
友
達
に
な
っ
て

一
緒
に
ス
ポ
ー

ツ
を
し
た
り
、
時
に
は
帰
国
し
た
青
年
が
懐
か
し
く

蒲
刈
を
訪
ね
て
来
て
、
住
民
の
家
に
招
き
入
れ
ら
れ

る
な
ど
、
身
近
な
こ
と
か
ら
国
際
的
な
町
と
な
っ
て

い
っ
た
。

こ
れ
ら
は
の
こ
と
は
、
す
べ
て
平
成
四
年
に
始
ま

っ
た
英
国
留
学
語
学
研
修
の
成
果
と
言

っ
て
い
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
事
業
に
対
し
て
の

理
解
は
あ
っ
た
が
、
経
費
の
問
題
や
初
め
て
の
取
り

組
み
に
町
全
体
が
戸
惑
い
を
見
せ
た
こ
と
は
否
定
で

き
な
い
。
そ
ん
な
中
、
最
初
に
参
加
し
た
四
人
の
生

徒
は
不
安
の
中
、

一
カ
月
の
留
学
に
参
加
、
見
事
親

善
大
使
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
帰
国
し
た
。

英
語
を
習
い
始
め
て
約
四
カ
月
の
挑
戦
は
、
予
想

以
上
に
大
変
だ
っ
た
が
、
生
徒
た
ち
は
留
学
生
活
を

自
分
な
り
に
楽
し
み
、
異
文
化
へ
の
関
心
も
帰
国
し

て
か
ら
日
に
日
に
高
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
全
額
町
費

負
担
と
な
り
、
年
々
参
加
希
望
者
が
増
え
た
。
今
回

も
十
三
回
目
の
留
学
研
修
と
な
っ
た
が
、
ど
の
年
も

本
人
の
健
康
状
態
や
家
庭
の
事
情
な
ど
が
あ
り
、

一

0
0
%
の
参
加
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

ハ

現
地
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
親
書
大
使
の
役
目

〉

最
近
の
留
学
で
は
、
新
し
い
試
み
を
英
国
と
蒲
刈

の
両
方
で
始
め
て
い
る
。
約

一
カ
月
も
家
族
の
元
を

離
れ
て
生
活
す
る
こ
と
は
、
不
安
な
時
も
あ
る
。
し

か
し
、
そ
ん
な
中
で
親
善
大
使
と
し
て
の
役
割
を
発

揮
す
る
こ
と
で
、
不
安
か
ら
自
信
へ
と
つ
な
が
る
よ

う
に
、
生
徒
た
ち
が
企
画
か
ら
準
備
、
運
営
か
ら
出

演
ま
で
の
ホ
ス
ト
役
を
務
め
た
。
習
い
た
て
の
英
語

を
使
っ
て
、

一
生
懸
命
チ
ラ
シ
配
り
や
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
へ
の
招
待
状
作
り
、
出
し
物
の
練
習
と
み
ん

な
の
気
持
ち
は
ま
と
ま
っ
て
い
っ
た
。

蒲
刈
町
を
P
Rす
る
「
か
ま
が
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
で
特
産
品
「
海
人
の
藻
塩
」
の
紹
介
ゃ
、
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
地
元
の
人
、
お
世
話
に
な
っ
た
先

生
に
お
礼
を
込
め
て
の
さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開

催
し
た
。
終
了
後
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
か
ら

「良
か
っ
た
よ
」
「
楽
し
か
っ
た
よ
」
と
声
を
掛
け
ら

れ
た
こ
と
が
、
留
学
に
参
加
し
た
実
感
を
肌
で
感
じ

る
最
高
の
瞬
間
と
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
日
本
の
学
校
や
家
庭
と
の
通
信
も

行
い
、
日
本
語
で
連
絡
す
る
様
子
は
、
と
て
も
う
れ

し
そ
う
で
あ
り
、
次
の
日
か
ら
の
英
国
で
の
生
活
の

励
み
と
な
っ
た
。

帰
国
後
は
、
留
学
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
英
語
に

興
味
を
持
つ
生
徒
、
英
語
教
師
や
留
学
を
目
指
す
人

な
ど
、
英
語
だ
け
で
な
く
、
そ
の
他
の
外
国
語
、
そ

れ
に
外
国
に
対
す
る
考
え
方
が
大
き
く
変
化
し
、
そ

の
後
の
進
路
に
も
広
が
り
-
を
見
せ
て
い
る
。
今
で
も
、

ホ
1
ム
ス
テ
イ
先
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
連
絡
を

取
り
合
っ
て
い
る
生
徒
、
家
族
も
お
り
、
生
徒
の
こ

れ
か
ら
の
人
生
の
大
き
な
糧
と
な
っ
て
い
る
。

合
併
に
よ
り
蒲
刈
町
単
独
の
留
学
事
業
は
廃
止
さ

れ
る
が
、
呉
市
に
お
い
て
も
留
学
事
業
は
行
わ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
町
の
英
語
教
育
は
、
合
併
に

よ
り
ま
す
ま
す
広
が
り
を
見
せ
て
い
く
だ
ろ
う
。
目

指
す
は
、
教
育
の
場
か
ら
国
際
化
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
で
あ
る
。
十
三
年
前
と
は
社
会
状
況
が
大
き
く

変
化
し
た
。
国
際
化
社
会
の
今
、
小
さ
な
島
が
表
彰

さ
れ
た
こ
と
は
大
き
な
自
信
と
誇
り
に
な
っ
た
。
ス

タ
ー
ト
は
県
民
の
浜
か
ら
だ
っ
た
が
、
英
国
留
学
は

町
の
財
産
と
し
て
、
今
後
も
守
り
続
け
て
い
く
こ
と

が
私
た
ち
の
重
要
な
役
割
と
感
じ
て
い
る
。
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V
三
野
町
国
際
交
流
協
会

香E
InI 
県目
一ー一ー
~ 

f1I 
ETE 
J ヘー

平.
成.
四・
年. 
. 凡・
白又 ・
4 ・
!B・、.

...・
E ・
員.
数.

百・

十.

入園、J 圃

青
少
年
の
育
成
を
目
指
し
た

夢
と
ロ
マ
ン
の
国
際
交
流

ハ

数
多
く
の
国
際
化
事
業
を
展
開

〉

専
務
理
事

綾

章
臣

• 

研
修
員
と
の
交
流
会
、
在
住
中
国
人
の
中

国
語
講
座
、
外
国
文
化
紹
介
事
業
に
よ
る

音
楽
や
文
化
公
演
、
ベ
ル
ギ
ー
ふ
れ
あ
い

コ
ン
サ
ー
ト
、
薬
草
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
テ
1
マ
と
し
た
中
国
陳
西
省
や
ベ

ル
ギ
ー
フ
ロ
ラ
ン
ヴ
ィ
ル
と
の
交
流
事

業
、
友
好
都
市
(
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
、

中
国
陳
西
省
、
ベ
ル

ギ
ー
フ
ロ
ラ
ン
ヴ
イ

ル
)
な
ど
の
代
表
を

招
い
た
国
際
交
流
の

集
い
、
世
界
の
料
理

を
体
験
す
る
外
国
食

文
化
紹
介
事
業
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
、
ホ

l
ム

ビ
ジ
ッ
ト
、
通
訳
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
制

度
の
実
施
な
ど
、
枚

挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

特
に
同
六
年
に
オ

国
際
交
流
を
も
っ
と
身
近
な
も
の
に
し

よ
う
と
平
成
四
年
六
月
、
側
三
野
町
国
際

交
流
協
会
を
設
立
し
、
「
三
野
町
ま
る
ご

と
国
際
人
」
の
合
言
葉
の
下
、
中
国
陳
西

省
三
原
県
や
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ユ
ナ

デ
イ
ラ
町
と
の
友
好
都
市
交
流

を
は
じ
め
と
す
る
、
数
多
く
の

国
際
化
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

中
学
生
の
代
表
が
ホ

1
ム
ス

テ
イ
体
験
す
る
青
少
年
海
外
派

遣
研
修
、
毎
月
、
在
住
外
国
人
な

ど
を
招
い
て
の
国
際
理
解
講
座
、

外
国
語
指
導
助
手

(
A
L
T
)
の

や
さ
し
い
英
会
話
教
室
、
米
国

教
育
視
察
団
の
ホ

l
ム
ス
テ
イ

の
受
け
入
れ
事
業
、
小
学
生
親

子
を
対
象
と
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル

セ
ミ
ナ
ー
、
町
内
在
住
の
外
国

中学生米国派遣。N.Y総領事館安藤大使を表敬

ー
プ
ン
し
た
三
野
町
生
涯
学
習
研
修
施
設

「天
然
温
泉
ふ
れ
あ
い
パ

l
ク
み
の
」
に

お
い
て
は
、
協
会
単
独
の
国
際
交
流
員
を

配
置
し
、
入
浴
と
セ
ッ
ト
に
し
た
英
会
話

な
ど
の
外
国
語
教
室
に
は
、
町
内
外
か
ら

約
三
百
五
十
人
を
超
え
る
受
講
者
が
集
ま

り
、
好
評
を
得
て
い
る
。
ま
た
、
国
際
交

流
員
の
故
郷
を
訪
ね
る
ス
タ
デ
ィ

l
ツ
ア

l
(年
三
1
四
回
)
や
外
国
語
学
習
発
表

会
を
兼
ね
た
「
ク
リ
ス
マ
ス

-m
み
の
」
、

英
語
だ
け
で

一
日
を
過
ご
す
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ユ
ワ
l
ク
シ
ヨ
ツ

。

プ
な
ど
に
県
外
か
ら
の
参
加
も

加
c

一

多
い
。
町
の
領
域
に
と
ら
わ
れ

M

……

ず
、
周
辺
地
域
を
巻
き
込
ん
で

掃

姐

国
際
交
流
の
土
壌
づ
く
り
に
努

ヱ岡

崎
一

世

-・・

園周

a

め
て
い
る
。

一
昨ぃ
圃
E

こ
う
し
た
各
種
の
国
際
化
事
一

F
J
E

業
は
、
受
益
者
負
担
を
伴
な
っ
一
一同!
 

て
い
る
。
こ
れ
は
参
〆
加
し
で
も

ae

ら
う
側
に
、
そ
の
価
値
や
意
義
回
一

を
認
識
し
て
も
ら
い
な
が
ら
意
匝
1
1
1

識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
地

方
財
政
が
厳
し
い
状
況
の
中
で
、
補
助
金

に
頼
ら
ず
自
主
的
な
財
源
で
独
自
の
運
営

を
図
っ
て
い
く
た
め
で
あ
る
。

、

町
民
の
一
割
が

J

r海
外
ス
タ
デ
ィ
l
ツ
ア
l
に
参
加

、

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
海
外
ス
タ
デ
ィ

l
ツ
ア
l
は
、
参
加
者
が
既
に
九
百
人
を

超
え
た
。
こ
れ
は
町
民
の
約

一
割
が
海
外

36 
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地
域
の
暮
ら
し
を
守
る

ー

T
活
用
の
タ
ク
シ
ー
制
度

EE置E醤富田E量図書調

小
高
町
は
、
福
島
県
の
太
平
洋
海
岸
線

の
中
ほ
ど
に
位
置
し
、
奥
州
相
馬
氏
の
城

下
町
と
し
て
栄
え
た
人
口
約

一
万
三
千

人
、
面
積
九
十

て
平
方
キ
ロ
の
美
し
い
田

園
地
帯
が
広
が
る
町
で
あ
る
。

、

既
存
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
活
用

J

rし
た
ド
ア
・
ツ
!
ド
ア
方
式

、

当
町
で
は
従
来
、
い
く
つ
か
の
路
線
パ

ス
が
運
行
さ
れ
て
き
た
が
、
乗
客
数
が
少

な
い
た
め
に
廃
止
も
し
く
は
運
行
本
数
を

減
ら
さ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
っ
た
。
そ
の

た
め
、
住
民
か
ら
交
通
手
段
の
確
保
を
目

的
と
し
た
住
民
パ
ス
導
入
の
要
望
が
出
さ

れ
て
い
た
。
住
民
パ
ス
の
導
入
に
当
た
っ

て
は
、
運
営
管
理
に
高
額
な
経
費
が
予
測

さ
れ
、
ま
た
既
に
住
民
パ
ス
を
導
入
し
て

い
る
他
の
自
治
体
を
研
修
し
て
も
、
当
初

予
定
し
て
い
た
よ
り
実
際
は
利
用
者
が
少

な
く
、
さ
ら
に
、
雨
や
雪
の
日
で
も
バ
ス

停
ま
で
移
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

江
井

績

町
長

• 

しのとし当齢案シえ料きド宅 l なが
た 「 判た町化をスら金、アのをこい
。お断交に率受テれもか.玄乗のの高
だ、通最のけムる低つッ関合よで齢
か現手も高、の交く利)か方うは者
主在段適い高提通抑用;ら式なな界

u 日で時いけ
ち 邑 おだかe-まちタクシー ，iJ品活期か交
タ邑』 ι ム函用にと通
ク圃函 エ] 脅現地滑 了』ハ iぷおし、判手
シ・~.. 宇--ト~ピヨ凡培盤国・・亨王 、既断段
l FathW煙草C-屯F圏全ザ型 TTL P 
が.瞳巴よふ牛i苧単品温 EE者タ 1 ぞ
誕----- -"'-- 画圃圃・・・闘が ZLをク 適
生・・・・Min-'"圃圃ーーョ・で¥自シ さ

電
話
予
約
に
よ
る
効
率
的
な

J

走
行
・
低
料
金
を
実
現

、

お
だ
か

e
ま
ち
タ
ク
シ
ー
は
、

G
I
S
 

(
地
理
情
報
)
、

G
P
S
(
位
置

確
認
)
、

C
T
I

(
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

と
電
話
の
統
合
)

の
I
T
シ
ス
テ

ム
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
電
話

予
約
に
応
じ
た

利
用
者
聞
を
結

ぶ
効
率
的
な
ル

ー
ト
が
選
択
さ

れ
、
走
行
す
る

こ
と
が
で
き
る
全
国
初
の
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
た
。
ま
た
、
中
心
市
街
地
コ

l
ス
を

百
円
、
そ
の
他
を
三
百
円
の
定
額
に
し
て
、

利
用
し
や
す
い
料
金
設
定
と
し
て
い
る
の

が
特
徴
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
事
業
主
体
で
あ
る
商
工
会
の

み
な
ら
ず
、
タ
ク
シ
ー
会
社
、
地
域
住
民

代
表
や
外
部
有
識
者
(
大
学
教
授
な
ど
)

か
ら
な
る
運
行
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
利

用
者
の
視
点
に
立
っ
た
運
行
改
善
を
協
議

す
る
な
ど
、
地
域
と
の
協
働
・
連
携
に
よ

る
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。

もにな
寄、どお宜
与空交#聞
で洞通が庖
き化弱 e 街
るの者ま活
の進のち性
でむ足タ化
は商確クに
か脂保シ E
L¥ 街の l 孟
かの目は固
と活的、 .献ー
し性と高 、J
て化と齢 、，
にも者

導
入
し
た
事
業
で
あ
る
。
平

成
十
六
年
十

一
月
の
乗
降
場

所
別
利
用
状
況
に
よ
る
と
、

郊
外
か
ら
の
利
用
便
は
医
療

機
関
で
の
降
車
が
七
割
を
占

め
、
商
庖
は

一
割
に
と
ど
ま

る
。
こ
れ
に
対
し
、
帰
り
の

使
は
逆
に
商
庖
か
ら
の
乗
車

が
四
割
に
増
え
て
商
庖
街
の

買
い
物
客
が
増
加
、
当
初
予

想
通
り
の
成
果
が
得
ら
れ
て

い
る
と
分
析
し
て
い
る
。

ま
た
、
お
だ
か

e
ま
ち
タ

ク
シ
ー
の
運
営
経
費
に
対
す
る
同
十
五
年

度
の
補
助
金
は
九
百
十
六
万
六
千
円
で
あ

り
、
町
直
営
住
民
パ
ス
導
入
の
試
算
と
比

較
し
て
も
四

O
%
の
負
担
に
と
ど
ま
り
、

経
費
も
削
減
で
き
て
い
る
。

、

少
子
高
齢
社
会
の

J

r多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
へ

、

少
子
高
齢
社
会
を
迎
え
た
今
日
、
お
だ

か
e
ま
ち
タ
ク
シ
ー
は
地
域
の
暮
ら
し
を

支
え
る
質
の
高
い
事
業
で
あ
る
。
今
後
は

送
迎
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、
デ
マ
ン
ド
予
約

を
組
み
込
ん
だ
サ
ー
ビ
ス
ル

l
ト
を
パ
ソ

コ
ン
画
面
上
に
映
し
出
す
こ
と
が
で
き
る

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
買
い
物
支
援
、
行

政
情
報
な
ど
の
連
絡
、
児
童
生
徒
の
通
園

通
学
送
迎
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス

へ
の
展
開
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。 おだかeまちタクシーを利用する住民
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V
宇
治
大
好
き
ネ
ッ
ト

ー

T
技
術
を
利
用
し
て

地
域
の
団
体
活
動
を
支
援

、

eま
ち
ψ

つ
く
り
認
定
を
機
に

J

rボ
l
タ
ル
サ
イ
ト
を
開
発

、

宇
治
大
好
き
ネ
ッ
ト
の
設
立
は
、
宇
治

市
が
総
務
省
の
平
成
十
四
年
度
地
域
情
報

化
モ
デ
ル
事
業

(
eま
ち
づ
く
り
)
の
認
定

を
受
け
た
こ
と
を
出
発
点
と
し
て
い
る
。

事
業
は
、
情
報
通
信
化
機
構
(
N
I
C
T
)

の
G
I
S
(地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
)
研
究
開

発
支
援
セ
ン
タ
ー
の
研
究
に
、
地
元
企
業

が
参
画
し
て
開
発
し
た

「
W
e
b上
で
誰

で
も
使
え
る

G
I
S』
を
「

eま
ち
づ
く

り
」
の
中
核
と
し
て
利
用
し
、
市
民
が
つ

く
る
地
域
ポ

l
タ
ル
サ
イ
ト
の
実
現
を
目

指
し
て
、
開
発
に
着
手
し
た
。

事
業
は
、
当
初
よ
り
市
民
参
画
型
の
シ

ス
テ
ム
づ
く
り
を
目
標
に
、
事
業
の
主
体

で
あ
る
宇
治
市
、
シ
ス
テ
ム
担
当
の
地
元

企
業
お
よ
び
市
民
団
体
が
参
加
し
、
シ
ス

テ
ム
づ
く
り
の
た
め
委
員
会

(
eま
ち
構

築
委
員
会
)
を
同
十
五
年
八
月
発
足
さ
せ

た
。
委
員
会
で
は
、
当
初
宇
治
市
が
構
想

し
て
い
た

G
I
S
に
特
化
し
た
シ
ス
テ
ム

安
江

徹

代
表

• 

を
広
げ
、
市
民
に
よ
り
多
く
の
情
報
提
供

が
で
き
る
と
と
も
に
、
ワ
ー
プ
ロ
、
電
子

メ
l
ル
程
度
の
知
識
で
情
報
入
力
の
可
能

な
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
す
こ
と
と
し

た
。
併
せ
て
運
営
組
織
の
検
討
や
会
員
の

募
集
活
動
を
実
施
し
、
翌
十
六
年
五
月
、

四
十
二
団
体
の
会
員
で
設
立
総
会
を
開

催
、
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

会
員
は
営
利
、
宗
教
お
よ
び
政
治
活
動

を
目
的
と
し
な
い
市
内
で
活
動
す
る
団
体

を
対
象
に
、
入
会
金
お
よ
び

H
P
「
eタ

ウ
ン
・
う
じ
」
の
利
用
は
無
料
で
加
入
・

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
在
、
市
民

団
体
、
市
お
よ
び
地
元
企
業
な
ど
か
ら
選

出
さ
れ
た
十
二
人
で
役
員
会
を
構
成
し
、

運
営
に
当
た
っ
て
い
る
。

、

地
域
の
団
体
の
活
動
状
況

J

rな
ど
を
分
か
り
ゃ
す
く
表
示

、

「
e
た
う
ん
う
じ
」
は
、

G
I
S技
術

を
活
用
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
地
図
上

に
各
団
体
の
取
り
組
み
状
況
や
案
内
・
募

集
、
地
域
の
歴
史
に
関
す
る
デ

l
タ
や
公

回 をる 準今こ確習評こ講にあ技ニ促 えど入規なダクン九有 lも広き共
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新
聞
に
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
市
内
お

よ
び
周
辺
住
民
へ
の

P
R
効
果
が
大
き
か

っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
結
果
、
四
十

二
団
体
で
発
足
し
た
会
は
、
現
在
約
三
倍

の
百
二
十
五
団
体
ま
で
増
え
、
さ
ら
に
増

加
し
つ
つ
あ
る
。

、

運
営
組
織
の
再
構
築
と

J

r個
人
会
員
の
加
入
が
課
題
に

也、

地
域
ポ
l
タ
ル
サ
イ
ト
を
目
指
し
て
出
発

し、

一
年
を
迎
え
る
宇
治
大
好
き
ネ
ッ
ト
で

あ
る
が
、
さ
ら
な
る
飛
寧
乞
図
る
た
め
に
は

い
く
つ
か
の
課
題
も
生
ま
れ
て
い
る
。
設
立

以
降
、
会
は
市
、
地
元
企
業
と
共
に
市
民

ー

メ

団
体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
運

v・営
を

行

っ

て

き

た

。
し
か
し
、

可

-

今
後
増
え
る
加
入
会
員
に
対

腎

応
し
て
い
く
に
は
、
運
営
組

1

織
の
再
構
築
が
必
要
と
考
え

1

て
い
る
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

シ
ス
テ
ム
も
規
模
の
拡
大
と

と
も
に
ハ

1
ド
・
ソ
フ
ト
両

F

会
面
の
シ
ス
テ
ム
維
持
管
理
の

p
t鰐
負
担
が
大
き
く
な
る
た
め
、

r
-a
M
新
た
な
対
応
が
必
要
と
な
る
。

一協同

E
刊

提

供

す

る

情

報

も

市

民

団

正

、f

体
だ
け
で
な
く
、
宇
治
市
な

東

邑

付
ど
と
の
連
携
で
行
政
の
持
つ

恥

h

・
e

情
報
提
供
に
も
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
さ
ら

に
最
も
重
要
な
の
は
、
今
後
も
安
定
し
た

運
営
を
確
立
・
継
続
し
て
い
く
に
は
、
運

営
経
費
の
調
達
が
不
可
欠
な
こ
と
で
あ

る
。
将
来
的
に
有
償
会
員
と
し
て
商
庖
や

個
人
な
ど
も
加
入
で
き
る
よ
う
、
現
在
、

検
討
を
進
め
て
い
る
。
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V
大
阪
府
池
田
市

「

A
N
Sー

N
メ
ー
ル
」
で

子
ど
も
た
ち
の
安
心
・
安
全
を

圃置歯車置富田園圏轟薗

子
ど
も
の
安
心
・
安
全
を
目
指
し
た

「
A
N
S
I
N
メ
l
ル
」
と
は
、
尾
ひ
れ

の
付
か
な
い
確
実
な
情
報
が
確
認
で
き
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
情
報
が

共
有
で
き
る
、
配
信
の
み
の

一
方
通
行
の

電
子
メ

l
ル
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
こ
の

A

N
S
I
N
メ
l
ル
は
、
「
子
ど
も
た
ち
の

安
全
に
関
す
る
情
報
を
希
望
者
の
携
帯
電

話
な
ど
に
メ

l
ル
で
提
供
し
、
子
ど
も
た

ち
の
安
全
監
視
と
見
守
り
体
制
の
強
化
を

図
る
」
こ
と
を
目
的
に
、
池
田
市
が
昨
年

六
月
八
日
に
運
用
を
開
始
し
た
。

、

痛
ま
し
い
児
童
殺
傷
事
件
、
が

J

r教
訓
に

、

A
N
S
I
N
メ
l
ル
構
築
の
背
景
は
、

安
全
で
住
み
よ
い
地
域
社
会
を
実
現
す
る

た
め
、

二
度
と
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
大
阪

教
育
大
学
附
属
池
田
小
学
校
に
お
け
る
児

童
殺
傷
事
件
(
平
成
十
三
年
六
月
八
日
)

で
あ
る
。
こ
の
痛
ま
し
い
教
訓
を
踏
ま
え
、

』
大
阪
府
池
田
市
市
長
公
室
危
機
管
理
課

安
全
担
当
主
幹

・

池
田
園
弘

犯
罪
防
止
へ
の
取
り
組
み
を
よ
り

一
層
充

実
さ
せ
る
べ
く
、
十
万
市
民
す
べ
て
が
安

全
の
守
り
人
で
あ
る
と
い
う
セ
l

フ
テ
ィ

1
・キ
1
パ
I
構
想
の
拡
大

を
図
る
た
め
、
必
要
な
情
報
は
共

有
す
る
コ
ン
セ
プ
ト
の
下
、
事
件
後

丸
三
年
を
迎
え
て

A
N
S
I
N
メ

ー
ル
配
信
を
開
始
し
た
。

配
信
情
報
に
つ
い
て
は
、
不
審

者
情
報
や
子
ど
も
に
被
害
の
及
ぶ

恐
れ
の
あ
る
も
の
な
ど
、
子
ど
も

の
安
全
に
か
か
わ
る
内
容
で
あ
り
、

入
手
し
た
情
報
を
事
実
確
認
と
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
確
保
作
業
を
行
っ
た

後
に
、
希
望
者
が
事
前
に
登
録
し

た
メ

l
ル
ア
ド
レ
ス
あ
て
に
配
信

す
る
。
対
象
者
は
、
市
内
の
小
中

学
校
、
幼
稚
園
・
保
育
所
な
ど
に

通
う
生
徒
や
児
童
の
保
護
者
な
ど

で
、
メ
ー
ル
配
信
を
希
望
す
る
人
。

ANSINメール大阪府池田市

、

四
千
件
以
上
の
ア
ド
レ
ス

J

rに
メ
l
ル
配
信

、

昨
年
六
月

一
日
に
登
録
受
け
付
け
を
開

始
、
子
ど
も
の
安
全
に
か
か
わ
る
情
報
と

い
う
単

一
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
絞
り
込
ん
で

い
る
た
め
、

二
月
二
十
四
日
現
在
四
千
百

四
十
六
件
の
登
録
は
、
四
歳
か
ら
十
四
歳

の
子
ど
も
が
約

一
万
人
い
る
と
す
れ
ば
、

妥
当
な
件
数
と
推
察
す
る
。
ま
た
、
子
ど
も

の
い
な
い
人
も
登
録
で
き
、

一
斉
配
信
に
よ

り
確
実
な
情
報
を
十
万
市
民
が
共
有
す
る

こ
と
に
よ
り
、
犯
罪
の
抑
止
力
に
も
な
る
。

A
N
S
I
N
メ
l
ル
を
開
始
し
て

一
カ

システム橋成イメージ

安全穐旬を燭示.. 
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月
後
の
七
月
六
日
午
後
、

A
N
S
I
N
メ

ー
ル
配
信
情
報
に
含
ま
れ
て
い
た
車
の
ナ

ン
バ
ー
が
決
め
手
と
な
っ
て
、
あ
る
誘
か

い
未
遂
事
件
の
容
疑
者
が
逮
捕
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
池
田
警
察
署
と
の
合
同
模
擬

訓
練
を
含
む
メ

l
ル
合
計
は
二
十
二
件
で

あ
り
、
う
ち
本
番
メ

l
ル
は
十
九
件
配
信

し
て
い
る
。
情
報
提
供
は
池
田
市
教
育
委

員
会
・
池
田
警
察
署
で
あ
り
、
不
審
者
逮

捕
報
告
配
信
二
件
、
防
犯
情
報
配
信
四
件

で
あ
る
。
緊
急
の
場
合
、
迅
速
で
確
実
な

情
報
配
信
が
可
能
で
あ
り
、
消
防
本
部
、

郵
便
局
、
市
内
の
タ
ク
シ
ー
会
社
、
警
備

会
社
と
の
連
携
に
よ
り
、
地
域
ぐ
る
み
で

子
ど
も
の
安
全
確
保
が
図
れ
、
そ
の
効
果

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

、

災
害
発
生
時
の
警
報
・

J

r避
難
利
用
に
も

、

こ
の

A
N
S
I
N
メ
l
ル
シ
ス
テ
ム

は
、
広
域
で
運
用
す
れ
ば
さ
ら
に
大
き
な

効
果
が
生
み
出
さ
れ
る
。
昨
年
、
不
幸
に

も
兵
庫
県
、
福
井
県
、
新
潟
県
に
お
い
て

大
規
模
な
災
害
が
起
き
て
い
る
。
各
種
災

害
発
生
時
に
は
広
報
車
で
の
巡
回
や
ホ
ー

ム
ベ

l
ジ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
の
注
意

喚
起
を
行
う
こ
と
に
な
る
が
、
池
田
市
で

は
こ
の

A
N
S
I
N
メ
l
ル
で
も
周
知
さ

せ
る
方
針
で
あ
る
。
安
全
に
か
か
わ
る
啓

発
・
防
犯
は
当
然
と
し
て
、
災
害
に
お
け

る
警
報
・
避
難
勧
告
も
視
野
に
入
れ
て
の

情
報
配
信
を
予
定
し
て
い
る
。
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は
り
ま
ス
マ
ー
ト
ス
ク
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

日
本
型
ネ
ッ
ト
デ
イ
に
よ
る

参
画
と
協
働
の
地
域
づ
く
り

、

災
害
に
強
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

J

rづ
く
り
か
ら
生
ま
れ
る

、

「
ネ
ッ
ト
デ
イ
」
は
、
学
校
の
校
内
L

A
N整
備
を
、
地
域

一
体
と
な
っ
た
お
祭

り
の
よ
う
に
し
て
行
う
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
。
そ
の
発
想
は
、

一
九
九
五
年

一
月
の

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
契
機
と
し
た
「
災
害
に
強
い
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
」
の
模
索
の
中
か
ら
生

ま
れ
た
。
避
難
所
と
な
っ
た
学
校
で
は
、

被
災
後
し
ば
ら
く
の
問
、
満
足
に
供
給
さ

れ
な
い
食
べ
物
を
分
け
合
い
、
誰
も
が
弱

者
に
手
を
差
し
伸
べ
て
、
住
民
同
士
が
生

き
る
た
め
に
助
け
合
い
、
支
え
合
う
姿
が

見
ら
れ
た
。
「
震
災
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
と
呼

ば
れ
る
現
象
で
あ
る
。
こ
の
姿
を
、
災
害

時
で
は
な
く
平
常
時
に
持
続
・
継
続
的
に

再
現
す
る
こ
と
で
、
真
に
災
害
に
強
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
創
造
で
き
な
い
も
の
か
と

い
う
思
い
が
、
学
校
を
舞
台
と
し
た
ネ
ッ

ト
デ
イ
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
へ
と

理
事
長

• 和
崎

つ
な
が
っ
た
。

、

米
国
生
ま
れ
ネ
ッ
ト
デ
イ
を

J

r地
時
づ
く
り
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、

九
六
年
三
月
、
折
し
も
米
国
シ
リ
コ
ン

バ
レ
ー
で
ネ
ッ
ト
デ
イ
が
始
ま
っ
た
。
地

域
活
性
化
と
教
育
関
係
の
二
つ
の

N
P
O

が
連
携
し
て
、
ハ
イ
テ
ク
企
業
を
中
心
と

し
た
地
域
経
済
を
巻
き
込
み
、

「
す
べ
て

の
学
校
の
全
部
の
教
室
を
高
速
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
接
続
す
る
」
こ
と
を
目
標
と
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
立
ち
上
げ
た
。
そ

の
後
は
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
が
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
ネ
ッ
ト
デ
イ
と
し

て
運
動
の
旗
を
振
り
、

三
年
間
で
全
米
の
学
校

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接

続
率
を

一
二
%
か
ら
八

九
%
に
向
上
さ
せ
る
こ

と
に
貢
献
し
た
。

日
本
で
も
米
国
の
実

施
例
に
倣
い
、
九
六
年

宏

か
ら
先
進
的
な
教
師
た
ち
が
中
心
と
な
っ

て
、
複
数
の
地
域
で
ネ
ッ
ト
デ
イ
が
実
施

さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
活
動
は
、
自
己
完

結
的
で
散
発
的
な
配
線
工
事
に
終
わ
り
、

大
き
な
運
動
に
育
つ
こ
と
は
な
か
っ
た
。

こ
の
転
機
と
な
っ
た
の
が
、
震
災
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
経
験
し
た
住
民
た
ち
が
活
動

の
中
心
を
担
っ
た
「
は
り
ま
ス
マ
ー
ト
ス

ク
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

(
H
S
S
P
)

の
ネ
ッ
ト
デ
イ
で
あ
っ
た
。
配
線
工
事
を

直
接
の
目
的
と
せ
ず
、
情
報
拠
点
と
し
て

の
機
能
や
地
域
の
核
と
し
て
の
学
校
を
支

援
す
る
住
民
の
仕
組
み
を
、
ネ
ッ
ト
デ
イ

を
き
っ
か
け
と
し
て
構
築
す
る
こ
と
を
目

指
し
た
。

H
S
S
Pは
、
教
育
関
係
者
だ
け
で
な

く
、
自
治
会
や
婦
人
会
、

P
T
Aな
ど
地

域
の
既
存
組
織
を
活
用
し
て
、
よ
り
多
く

の
立
場
の
地
域
住
民
を
参
画
さ
せ
た
。
ま

た
、
ホ

l
ム
ベ

l
ジ
や
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス

ト
と
い
う
、
本
来
バ
ー
チ
ャ
ル
で
グ
ロ
ー

バ
ル
な
情
報
通
信
技
術
を
、
地
域
社
会
の

中
に
効
果
的
に
組
み
込
む
こ
と
に
成
功
し

た
。
H
S
S
P
の
ネ
ッ
ト
デ
イ
は
、
そ
の

後
、
沖
縄
、
千
葉
、
長

野
、
和
歌
山
、
鳥
取
、

神
奈
川
な
ど
、
日
本
各

地
で
実
施
さ
れ
る
活
動

の
モ
デ
ル
と
な
り
、

「
日
本
型
ネ
ッ
ト
デ
イ
」

と
呼
ば
れ
、
兵
庫
県
と

同
様
の
効
果
を
他
の
地

域
に
与
え
て
い
る
。

、

学
校
を
核
と
し
た

r
コ
ラ
ボ
レ
l
シ
ヨ
ン
型
社
会
を

日
本
型
ネ
ッ
ト
デ
イ
に
は
、
従
来
の
学

校
に
お
け
る
活
動
と
は
ま
っ
た
く
異
な

る
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、

①
で
き

る
だ
け
組
織
的
な
動
員
を
せ
ず
、
参
加
者

の
自
発
を
促
す
努
力
を
す
る
②
参
加
者

に
多
様
な
活
躍
の
場
を
つ
く
り
、
役
割
分

担
を
行
わ
ず
に
個
人
が
自
主
的
に
仕
事

を
選
択
す
る
③
誰
も
が
積
極
的
に
役
割

を
担
い
連
携
す
る
作
業
を
企
画
す
る
④

教
師
が
生
徒
を
指
導
す
る
の
で
は
な
く
、

大
人
と
子
ど
も
が
共
に
学
び
合
え
る
場

を
つ
く
る
ー
な
ど
で
あ
る
。

効
率
や
能
率
を
追
い
求
め
て
き
た
こ
れ

ま
で
の
仕
組
み
と
違
い
、
プ
ロ
セ
ス
の
大

切
さ
を
重
視
し
た
試
み
は
、
従
来
の
学
校

と
地
域
の
関
係
と
は
異
な
る
感
覚
を
、
参

加
す
る
人
々
に
も
た
ら
し
た
。
こ
の
仕
組

み
が
旧
来
、
地
域
住
民
が
互
い
に
協
力
し
、

支
え
合
っ
て
成
立
さ
せ
て
い
た

「縁
日
」

の
に
ぎ
わ
い
を
ほ
う
ふ
つ
と
さ
せ
る
「
場
」

を
学
校
に
再
現
し
、
地
域
全
体
で
盛
り
上

が
る
原
動
力
と
な
っ
た
。

こ
う
し
て
ネ
ッ
ト
デ
イ
は
、
参
〆
加
者
が
互

い
に
相
手
を
理
解
し
て
、
不
足
す
る
部
分
を

積
極
的
に
補
い
合
い
、
共
に
協
力
し
て
地
域

に
貢
献
し
よ
う
と
い
う
意
識
を
目
覚
め
さ

せ
た
。
相
互
に
支
え
合
、
っ
宣口
び
を
体
感
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
震
災
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
再
現

す
る
こ
と
に
成
功
し
、
地
域
を
再
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
。
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石
垣
島
閑
話
制
作
委
員
会

ク
セ
ス
数
は
三
百
万
を
超
え
た
。
ま
た
、

各
種
メ
デ
ィ
ア
か
ら
注
目
さ
れ
、
全
国
紙
、

地
元
新
聞
社
、
ラ
ジ
オ
局
、
テ
レ
ビ
局
、

専
門
誌
、
海
外
ラ
ジ
オ
局
な
ど
か
ら
の
取

材
を
受
け
た
た
め
、
地
元
情
報
を
必
要
と

し
な
い
地
域
住
民
ま
で
が
ホ

I
ム
ベ

l
ジ

の
存
在
を
認
知
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
普
尽
の

J

r
推
進
力
に

置、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
隅
々
ま
で
復
旧
す

る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
お
よ
び

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
使
用
方
法
、
接
続
方

法
、
サ
イ
ト
の
構
築
方
法
な
ど
の
問
い
合

わ
せ
が
多
数
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
れ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
情
報
発
信
を
続
け
て
き
た
当
委
員
会

が
、
地
元
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
先
駆
者
と
し

て
認
め
ら
れ
た
結
果
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。

以
来
、
教
育
委
員
会
主

催
ホ
l
ム
ベ

l
ジ
作
成
の

講
習
会
へ
の
講
師
派
遣
。

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体

験
ブ
l
ス
出
展
。
八
重
山

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
へ
の
講
師
派
遣
な
ど
、

石
垣
島
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
普
及
を
手
助
け
し

て
い
る
。

地
域
紹
介
の
情
報
発
信
活
動

が
地
域
づ
く
り
に
拡
大

園置置置盟軍国置置ZE冨.
、

石
垣
島
と
八
重
山
諸
島
の

J

r自
然
・
文
化
を
発
信

、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

に
携
わ
る
会
社
が
競
っ
て

一
九
九
七
年
、

通
信
環
境
や
表
示
環
境
、
開
発
環
境
、
財

政
面
の
大
幅
な
改
善
を
行
っ
た
こ
と
か

ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
は
大
幅
に
進

化
・
改
善
し
、
個
人
で
あ
っ
て
も
使
い
こ

な
す
こ
と
が
で
き
る
ま
で
と
な
り
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
情
報
発
信
が
、
個

人
レ
ベ
ル
で
可
能
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
、

「
石
垣
島
閑
話
制
作
委
員
会
」
が
発
足
す

る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
は
、
主
と
し
て

ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
を
使
用
し
、
石
垣
島
お
よ

び
八
重
山
の
島
々
の
情
報
発
信
を
行
っ
て

き
た
。
サ
イ
ト
を
構
築
す
る
に
当
た
り
、

地
元
の
自
然
や
文
化
な
ど
、
地
域
を
題
材

と
し
た
写
真
、
音
楽
、
音
声
、
映
像
お
よ
び

情
報
の
交
換
を
基
本
と
し
て
き
た
。

• 柳
瀬

力

ホ
ー
ム
ベ

l
ジ
を
通
じ
て
発
信
す
る
情

報
は
、
視
聴
さ
れ
る
こ
と
が
第

一
の
目
的

で
あ
る
た
め
、
環
境
に
よ
っ
て
の
制
限
な

ど
が
な
い
よ
う
に
心
掛
け
た
。
こ
れ
ら
を

踏
ま
え
「
日
本
の
南
端
に
位
置
す
る
」
地

理
的
条
件
を
意
識
し

な
が
ら
、
独
自
の
視

点
で
コ
ン
テ
ン
ツ
の

構
成
を
行
っ
て
き

た
。
ま
た
、
全
世
界

か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が

可
能
で
あ
る
特
色
を

生
か
し
、
英
語
の

ベ
l
ジ
も
追
加
し

て
あ
る
。

こ
れ
ら
の
情
報
発

信
お
よ
び
情
報
交
換

な
ど
を
七
年
半
に
わ

た
り
行
っ
て
き
た
結

果
、
開
設
以
来
の
ア

HP講習会風景

ま
た
、
も
と
も
と
が
個
人
主
体
の
ホ
ー

ム
ベ

l
ジ
制
作
委
員
会
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
個
別
の
指
導
に
も
柔
軟
に
対
応
す
る

こ
と
が
で
き
、
少
人
数
講
習
、
個
別
設
定
、

ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
多
数
行
っ
て
き
た
。

問
題
点
と
し
て
は
、
個
人
主
体
の
委
員
会

で
あ
る
た
め
事
務
局
な
ど
は
常
設
し
て
お

ら
ず
、
問
い
合
わ
せ
、
連
絡
な
ど
に
滞
り

が
出
て
し
ま
う
こ
と
だ
。
ま
た
、
依
頼
な

ど
に
即
応
す
る
組
織
体
制
が
取
れ
て
い
な

い
点
も
挙
げ
ら
れ
る
。

、

「
地
域
づ
く
り
」
へ
の

ノ

r貢
献
活
動
に
発
展

、

制
作
委
員
会
の
当
初
の
目
的
は
、
「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用
し
地
域
を
紹
介
す

る
」
で
あ
り
「
地
域
づ
く
り
」
は
主
で
は

な
か
っ
た
。
私
た
ち
の
発
信
し
た
情
報
は
、

メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
地
元

へ
と
逆
流
し
、
地
域
住
民
の
目
に
も
触
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

結
果
と
し
て
、
地
域
の
要
望
・
相
談
を

聞
く
機
会
が
多
く
な
り
、
そ
れ
に
伴
い
講

習
会
や
出
展
な
ど
地
域
密
着
型
の
行
事
に

も
数
多
く
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ウ

エ
ブ
情
報
に
よ
る
外
部
へ
の
情
報
発
信
は

も
と
よ
り
、
足
元
で
あ
る
地
域
を
し
っ
か

り
見
つ
め
、
こ
れ
ら
の
知
識
を
地
域
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
さ
ら
な
る
普
及
へ
と
結

び
付
け
る
と
と
も
に
、
講
習
会
な
ど
を
通

し
て
地
域
住
民
と
の
連
携
を
さ
ら
に

一
層

図
っ
て
い
き
た
い
。
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「
大
和
ミ

ユ
ー
ジ
ア
ム
」
が
誕
生
!

ー
よ
み
が
え
る
歴
史
の
証
人
と
科
学
技
術
の
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浮験を体分か'---，そ和、重回機塵を人も呉 二 「
か水走験かわの船 の戦な天(不教のにの年呉
ぶ槽ら装りる展を 大争実」ゼ室え労紹歴のの
のなせ置や技下つ 切の物なロ」て苦介史呉歴
はどてのす術はく さ悲資ど戦でいのしを鎮史
、も動ほくや、 惨料、)同る上、、守」

なあきた型原 A をき1?場 。に現世府の
ぜるをプ扉 4、/ ~ ー多 Jb空ま成在界開展
だ 。 観 点打 d企~裕史う、間基たりのと庁示

¥ 、 /~面~ヨ駆首長予、...マ艦「立平の かで
う長京 fI~鷹時遁盈毘恥ShhmE 大つ和からは
之 ../1IIIF '. 輔さ噴ア温闘勘』 てがか現

I 且 E \ 二 . .....、 コ盈~.;MIiGD ぃ多わ在明
t汽~""" ". ...圃"-~河曹司~i~・・E
"i ';' ...... ，下ミ_'''r呉の歴史j展示
Y 、 司 """.-.....""<. ，.~

通零漫る lが発
とじ士画映ででや 三
がて氏「画はき 宇 階
明、の宇や未る宙「

自和四ぎ未世宙 J来展開未
行運 2E衛皇陛そ苦手堅議実言き更

の水 4が型、堅造て 科 Eヤ宏 星 でど」
きり艇フ良三多りしフ 学、マ名であ未の
るをがとけ仔く基たス 技未ト 吾 のる来展
。見航しれ主の地ドか 術知」智生 。を示
る行てば安旅なッら をなの支活ミ夢は
こし人、九客どクは 夢る作 Eを ニ 見
とて 気 鉄ま船もや戦 見宇者 E紹シる海
がいのの之が 一 海艦 る宙松官介アこ洋
でる潜クヘ目 望上 大 こを本ソ、すタと開

ゼ
ロ
戦
、
回
天
な
ど
の
実
物
資
料

も
展
示

と
か
「
大
和
の
先
端
っ
て
何
で
丸
く
な
っ

て
る
ん
だ
ろ
う
」
な
ど
、

普
段
は
気
が
付

か
な
い
不
思
議
を
発
見
で
き
る
。
週
末
に

は
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
や
工
作
教
室
な
ど

も
開
催
す
る
の
で
、
ぜ
ひ
親
子
で
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

情
物
館
の
ま
ち

と
な
る
施
訟
に

「呉」

の
核

t 
f 

数
多
く
の
歴
史
遺
産

が
残
る
呉
は
、
ま
ち
全
体
が

博
物
館
と
言
わ
れ
て
い
る
。
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「
歴
史
に
遊
び
、
未
来
を
語
る
」
奈
良
大
会

.22目量一釘SFR望胃存ご二
“:::出・:!::::~:::::.:;・.......

全
国
各
地
か
ら
地
域
づ
く
り
に
携
わ
る
三
百
人
以
上
の
人
々
が
集
う
、
第
二
十
二
団
地
域
づ
く
り

団
体
全
国
研
修
交
流
会
奈
良
大
会
が
二
月
十
七
、
十
八
の
両
日
、
奈
良
県
で
開
催
さ
れ
た
。
大
会
は

地
域
づ
く
り
団
体
全
国
協
議
会
、
奈
良
県
地
域
づ
く
り
団
体
協
議
会
な
ど
が
主
催
し
、
地
域
づ
く
り

に
か
か
わ
る
多
く
の
団
体
が
参
加
し
た
。

- 地域づくり団体全国研修交流会・卜ピ yクス

.................................................................................. . . . . . . . . . . . . . . 
今
大
会
の
テ

1
マ
「
歴
史
に
遊
び
、
未

来
を
語
る
」
は
、
こ
れ
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
取
り
組
ん
で
き
た
成
果
を
踏
ま

え
、
ま
っ
た
り
と
し
た
(
地
元
の
方
言
で

「
ゆ
っ
た
り
と
し
た
」
の
意
味
)
時
間
の

流
れ
、
空
間
の
四
方
へ
の
広
が
り
の
あ
る

奈
良
の
地
で
、
全
国
各
地
の
参
加
者
と

「
ゆ
っ
く
り
と
、
で
も
し
っ
か
り
」
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
未
来
を
語
り
合
う
趣

旨
か
ら
設
定
さ
れ
た
。

大
会
初
日
は
、
大
淀
町
の
「
文
化
会
館

あ
ら
か
し
ホ

1
ル
」
に
お
い
て
、
全
体
会
が

開
催
さ
れ
た
。
開
会
式
で
は
、
吉
野
町
の

金
峯
山
寺
の
修
験
者
四
人
が
ほ
ら
貝
を
鳴

ら
し
て
会
場
内
を
回
っ
た
後
、
主
催
者
と

し
て
森
巌
夫
地
域
づ
く
り
団
体
全
国
協
議

会
会
長
か
ら
「
温
故
知
新
と
言
う
言
葉
が

あ
る
が
、
今
回
の
テ

l
マ
は
ま
さ
に
"
奈

良
な
ら
“
で
は
の
も
の
。
今
大
会
で
あ
ら

た
め
て
地
域
の
歴
史
を
見
直
し
、
地
域
づ

く
り
活
動
を
発
展
さ
せ
る

一
助
と
な
れ

ば
」
と
あ
い
さ
っ
し
た
。
舞
台
で
は
地
元ひ

大
淀
町
の
小
学
生
に
よ
る
「
ち
び
っ
こ
桧

が
い
も
と

ぎ

垣
本
座
」
の
公
演
が
あ
り
、
続
い
て
昨
年

七
月
に
世
界
遺
産
リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ
た

紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
の
霊
場
「
吉

野
・
大
峯
」
の
紹
介
ビ
デ
オ
が
放
映
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
次
回
開
催
県
の
沖
縄
大
会
準
備

会
に
よ
る

P
R
が
行
わ
れ
、
「
鳩
関
節
」
の

披
露
、
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
に
カ
チ

ャ
1
シ
l
の
踊
り
で
締
め
く
く
っ
た
。

全
体
会
に
引
き
続
き
、
県
内
十

一
市
町

村
(
奈
良
市
、
大
和
高
田
市
、
橿
原
市
、

五
条
市
、
御
所
市
、
斑
鳩
町
、
曽
爾
村
、

明
日
香
村
、
吉
野
町
、
黒
滝
村
、
川
上
村
)

の
会
場
に
分
散
し
て
、
分
科
会
が
開
催
さ

れ
た
。
分
科
会
は
、
古
く
か
ら
の
街
並
み

保
存
、
地
域
の
歴
史
、
観
光
と
交
流
、
世

界
遺
産
に
関
す
る
も
の
、
ア
ー
ト
に
よ
る

地
域
づ
く
り
な
ど
、
奈
良
県
各
地
の
特
色

を
生
か
し
た
多
様
な
内
容
と
な
っ
た
。
私

が
参
加
し
た
第
三
分
科
会
は
、
橿
原
市
の

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
で
あ
る

今
井
町
に
お
い
て
、
町
並
み
保
存
会
や
観

光
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
町
並
み
見

学
会
が
行
わ
れ
た
。

今
井
町
は
室
町
時
代
末
期
の
寺
内
環
濠

集
落
で
あ
り
、
町
内
に
は
八
つ
の
重
要
文

化
財
と
四
つ
の
県
指
定

文
化
財
の
建
物
が
あ

る
。
そ
の
他
の
家
も
歴

史
の
あ
る
も
の
が
多
く
、
改
築
や
新
築
す

る
際
は
伝
統
的
な
外
観
に
統

一
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
(
修
景
)
規
制
が
あ
る
中
で
、

現
代
生
活
の
営
み
へ
の
工
夫
が
各
所
に
凝

ら
さ
れ
て
い
た
。
夜
は
、
分
科
会
参
加
者

に
よ
る
現
地
交
流
会
が
行
わ
れ
、
そ
の
ま

ま
夜
な
べ
談
義
に
移
り
、
地
域
づ
く
り
に

つ
い
て
の
熱
心
な
論
議
が
続
け
ら
れ
た
。

翌
日
は
前
日
の
見
学
会
を
踏
ま
え
て
、

県
指
定
文
化
財
で
あ
る
今
井
ま
ち
な
み
交

流
セ
ン
タ
ー
華
聾
で
、
奈
良
女
子
大
学

の
上
野
邦

一
教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

l

に
、
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に

お
け
る
保
存
整
備
や
文
化
と
経
済
を
兼
ね

備
え
る
ま
ち
づ
く
り
の
事
例
発
表
会
が
行

わ
れ
た
。
発
表
の
後
に
質
疑
応
答
と
意
見

交
換
と
な
り
、
分
科
会
と
し
て
の
取
り
ま

と
め
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
重
要
文
化
財
旧
米
谷
家
を
訪

れ
、
「
へ
っ
つ
い
さ
ん
(
か
ま
ど
)
」
に
火

を
入
れ
、
釜
で
奈
良
県
産
の
茶
葉
、
米
、
水

が
ゆ

川

を
使
っ
た

寸お
か
ゆ
さ
ん
(
茶
粥
)
」

い

を
炊
い
て
、
県
産
の
食
材
、
食
器

"

を
用
い
た
奈
良
県
な
ら
で
は
の
料

理
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。
ま

た
同
町
は
今
井
宗
久
ゆ
か
り
の
地

日

な
こ
と
か
ら
、
「
お
茶
と
豪
商
の
町
」

…

の
茶
席
の
た
め
に
特
別
に
作
っ
た

…

ま
ん
じ
ゅ
う
が
披
露
さ
れ
た
。
こ

・

う
し
た
努
力
を
払
っ
て
今
井
を
訪

れ
る
人
を
も
て
な
す
地
元
の
心
遣

い
に
、
地
域
づ
く
り
の
精
神
を
教
え
ら
れ

日

た
よ
う
な
気
が
し
た
。
こ
う
し
て
二
日
間

.

の
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
終
了
し
た
。

日

今
大
会
は
、
奈
良
県
内
各
地
の
歴
史
に

・

基
づ
い
た
地
域
づ
く
り
の
特
色
を
現
地
で

味
わ
う
分
科
会
に
重
点
を
置
い
て
お
り
、

各
地
域
の
歴
史
と
文
化
を
生
か
し
た
人
々

日

の
地
域
づ
く
り
へ
の
熱
意
と
、
温
か
い
も

…

て
な
し
の
心
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

…

参
加
者
同
士
の
交
流
の
中
か
ら
、
そ
れ
ぞ

…

れ
の
地
域
づ
く
り
活
動
の
未
来
に
向
け
た

き
っ
か
け
が
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
幸
い
に
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
地
域

日

づ
く
り
の
知
恵
を
生
み
出
す
た
め
の
「
ま

…

っ
た
り
」
と
、
そ
し
て
熱
心
な
論
議
を
交
わ

…

し
た
「
し
っ
か
り
」
の
二
日
間
で
あ
っ
た
。

-

a' 

次
回
の
沖
縄
大
会
は
、
平
成
十
八
年
二
月

十
日
側
、

十

日

ωの
両
日
に
開
催
予
定
。

…

話記語調副

側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
研
修
交
流
課

副
参
事

・

池
田
磁
之

2005・4月号
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平成16年度

地域おこし研修会

報 告

平
J
E
l
l
-

合
メ
=
=
ロ

「
出
前
研
修
会
」

地
域
お
こ
し
研
修
会
、
別
名
「
出
前
研
修
会
」
。
そ
の
名
の
通
り
地
元
の
要

望
、
開
催
テ

l
マ
に
応
じ
講
師
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
準
備
、
開
催
経
費
の

一

部
を
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
が
負
担
し
、
研
修
会
を
出
前
す
る
制
度
で
あ
る
。

平
成
十
六
年
度
は
要
望
が
あ
っ
た
全
国
六
カ
所
で
特
産
品
開
発
や
観
光
お
こ

し
を
テ

l
マ
と
し
た
研
修
会
を
開
催
し
、
好
評
を
得
て
い
る
。
こ
の
研
修
会

は
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
研
修
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
実
務
経
験
豊
富
な

講
師
の
指
導
に
よ
る
地
域
の
課
題
に
応
じ
た
"
実
践
的
“
な
研
修
内
容
を
特
徴

と
し
て
い
る
。

こ
の
「
出
前
研
修
会
」
を
利
用
し
た
団
体
の
開
催
担
当
者
に
、
研
修
会
の

状
況
を
報
告
し
て
も
ら
っ
た
。

-

山
形
県
酒
田
市

新
し
い
土
産
品
開
発
を

ど
ん
ど
ん
進
め
て
い
き
た
い

酒
田
観
光
物
産
協
会
幸
の
館
支
配
人

登
板
俊
二

酒
田
市
は
山
形
県
の
北
西
部
に
位
置

し、

最
上
川
が
日
本
海
と
出
合
、
?
古
く
か

ら
開
け
た
港
町
で
あ
る
。
背
後
に
は
広
大

な
庄
内
平
野
が
広
が
り
、
対
馬
暖
流
の
影

響
を
受
け
た
温
暖
湿
潤
な
気
候
が
わ
が
国

有
数
の
穀
倉
地
帯
を
形
成
し
て
い
る
。
北

西
約
三
十
九
キ
ロ
の
日
本
海
上
に
は
県
唯

一
の
離
島
で
あ
る
飛
島
が
あ
り
、
秋
田
県

と
の
県
境
に
そ
び
え
る
鳥
海
山
と
と
も
に

鳥
海
固
定
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
面

積
は
百
七
十
六
平
方
キ
ロ
、
人
口
約
十
万

人
の
県
内
第
二
の
都
市
で
あ
る
。

昨
年
四
月
、
築
百
年
以
上
を
経
た
酒
田

の
シ
ン
ボ
ル
的
米
蔵
・
現
役
山
居
倉
庫

に
、
酒
田
市
観
光
物
産
館
「
酒
田
夢
の
倶

楽
」
が
誕
生
し
た
。
観
光
拠
点
と
し
て
酒

田
の
歴
史
と
文
化
(
辻
村
寿
三
郎
の
人
形

併
設
)
を
伝
え
る
ミ
ユ

1
ジ
ア
ム
、
レ
ス

ト
ラ
ン
も
併
設
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
酒
田
は
、
通
過
型
観
光
地
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
土
産

品
が
少
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
、
酒
田
夢
の
倶
楽
開
庖

を
契
機
に
新
商
品
開
発
を

進
め
る
た
め
、
研
修
会
な

ど
を
通
じ
、
地
域
特
産
品

開
発
も
含
め
た
新
し
い
土

産
品
を
生
み
出
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
市
の

紹
介
で
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
研
修
会

を
知
り
、
平
成
十
六
年
九
月
十
六
日
に
地

域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
た
「
地
域

お
こ
し
研
修
会
(
地
域
産
品
・
観
光
お
こ

し
コ

l
ス
)
」
を
開
催
、

当
日
は
酒
田
観

光
物
産
協
会
会
員
ら
に
呼
び
掛
け
、

二
十

一
人
の
参
加
者
を
得
た
。

研
修
会
で
は
福
岡
か
ら
地
域
振
興
研
究

所
の
須
川

一
幸
先
生
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
講
演
、
産
品
ア
ド
バ
イ
ス
会
、
グ
ル

ー
プ
ワ
l
ク
を
開
催
、
参
加
者
一
向
、
熱

心
に
聴
講
し
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

た
。
産
品
ア
ド

バ
イ
ス
会
で
は

五
品
目
に
つ
い

て
相
談
、
グ
ル

ー
プ
ワ

I
ク
で

は
「
ご
と
い
も

(
飛
島
の
じ
ゃ

が
い
も
で
お
い

グループワーク(酒田市)
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し
い
と
評
判
)
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
売
り
出
し
方
法
な

ど
の
検
討
」
、
「
東
京
在
住
の
小
中

学
生
の
家
族
連
れ
を
対
象
と
し
た

体
験
型
観
光
誘
致
」
、
「
酒
田
の
観

光
名
所
、
観
光
資
源
と
土
産
品
、

特
産
品
開
発
」
の
三
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
活
発
な
議
論
を
展

開
し
た
。
須
川
先
生
か
ら
は
さ
ら

に
地
域
特
性
を
活
か
し
た
特
産
品

開
発
の
考
え
方
・
進
め
方
な
ど
も
指
導
い

た
だ
き
、
大
い
に
参
考
と
な
っ
た
。

今
後
は
、
新
し
い
施
設
の
良
さ
を
存
分

に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
新
し
い
地
元
素
材

を
使
っ
た
土
産
品
を
ど
ん
ど
ん
開
発
・
販

売
で
き
る
体
制
を
後
押
し
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
特
産
品
と
大
上
段
に
構

え
て
は
な
か
な
か
進
ま
な
い
の
で
、
小
さ

な
土
産
品
作
り
か
ら
始
め
、
客
の
声
を
聞

き
な
が
ら
改
良
を
進
め
、
と
に
か
く
ど
ん

ど
ん
新
作
が
で
き
る
風
土
を
育
て
て
い
き

2005・4月号姐通諺@

修会j開催状況

開催テーマ 議 日市

観光おこしと土産品開発
(株)地域振興研究所

須川幸氏

宝の山と自然・文化を (株)リージヨナルプラン

まるごと活用するには ニング前回豪氏

陶街道お宝探し
(株)地域振興研究所

須川一幸氏

特産品開発と観光振興
(株)地域振興研究所

須川一幸氏

特産品開発と観光振興
(株)地域振興研究所

須川幸氏

地域資源発掘と観光ル (株)地域振興研究所
一卜の設定 須川一幸氏



た
い
。
ま
た
、
酒
田
夢
の
倶
楽
の
推
奨
品

作
り
も
進
め
る
予
定
で
あ
り
、
必
要
な
研

-

福
島
県
磐
梯
町

修
な
ど
も
今
後
、
状
況
に
応
じ
継
続
開
催

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

町
の
隠
れ
た
資
源
・
魅
力
を
再
発
見
へ
渡
部

講義 (磐梯町)

.平成16年度地域おこし研修会報告

地
減
振
興
課
企
画
財
政
グ
ル
ー
プ
商
工
観
光
業
務
主
任

建

ま
た
、
町
に

は
「
ア
ル
ツ
磐

梯
リ
ゾ
ー
ト
」
が
あ
り
、
グ
リ
ー
ン
シ
ー

ズ
ン
に
は
ゴ
ル
フ
、
ウ
イ
ン
タ
ー
シ
ー
ズ

ン
に
は
ス
キ
l
・
ス
ノ
l
ボ
l
ド
が
楽
し

め
る
な
ど
、

一
年
を
通
し
て
県
内
外
の
多

く
の
観
光
客
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
今
日
、
過
疎
化
、
少

子
高
齢
化
、
景
気
の
低
迷
な
ど
の
影
響
で
、

町
内
の
元
気
が
衰
え
て
き
て
お
り
、
な
ん

と
か
町
を
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
町
観
光
協

会
を
中
心
と
し
て

「
な
い
も
の
ね
だ
り
を

や
め
、
あ
る
も
の
活
か
し
」
運
動
を
展
開

し
、
町
の
資
源
掘
り
起
こ
し
に
努
力
し
て

き
た
。
平
成
十
六
年
十
月
十
五
日
、
町
の
隠
れ

た
資
源
・
魅
力
を
再
発
見
す
る
た
め
に
地

域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
「
地
域
お

こ
し
研
修
会
(
地
域
産
品
・
観
光
お
こ
し

コ
l
ス
)
」
を
開
催
、
町
商
工
会
会
員
・

観
光
協
会
会
員
を
含
め
た
町
内
各
層
の
二

十
人
が
参
加
し
た
。

研
修
会
で
は
、
地
域
お
こ
し
の
第

一
人

者
、
リ
l
ジ
ヨ
ナ
ル
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
前

回
豪
先
生
を
迎
え
、
「
宝
の
山
と
自
然
・

文
化
を
ま
る
ご
と
活
用
す
る
に
は
」
と
題

し
た
講
演
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
三
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ

「
も
て
な
し
か
ら
見
た
新

魅
力
づ
く
り
」
「
環
境
・
美
化
か
ら
見
た

新
魅
力
づ
く
り
」
「
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
か

ら
見
た
新
魅
力
づ
く
り
」
を
テ

1
マ
に
グ

ル
ー
プ
ワ
l
ク

を
行
っ
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
で
は
参
加

者

一
向
、
白
熱

し
た
議
論
を
展

開
し
、
町
の
歴

史
、
自
然
、
文

化
を
活
か
す
た

め
、
慧
日
寺
の

歴
史
を
活
か
し

た
修
験
者
体
験
や
名
水
を
活
か
し
た
産
品

の
P
R
、
た
だ
の
観
光
マ
ッ
プ
で
は
な
く

も
て
な
し
の
心
を
持
っ
た
マ
ッ
プ
づ
く
り

な
ど
、
多
く
の
ア
イ
デ
ア
が
出
さ
れ
た
。

平成16年度『地域おこし研

開催地 実施日時

山形県酒田市 H16.9.16 

福島県磐梯町 H16.10.15 

愛媛県砥部町 H16 . 11. 20~21 

福井県鯖江市 H 16.11 .24~25 

長崎県平戸市 H 17. 1 .29~30 

福岡県久留米市 H17.3.16 

磐
梯
町
は
、
福
島
県
会
津
盆
地
の
北
東

部
に
位
置
し
、
そ
の
名
の
通
り
磐
梯
山
の

麓
か
ら
な
だ
ら
か
に
広
が
る
南
丘
陵
に
あ

る
人
口
約
四
千
人
の
町
で
あ
る
。

こ
の
地
は
、
平
安
初
期
に
最
澄
、
空
海

と
並
び
称
さ
れ
た
学
僧
徳

一
に
よ
り
慧
日

寺
が
創
建
さ
れ
、
会
津
仏
教
文
化
発
祥
の

地
と
し
て
千
二
百
年
に
わ
た
る
栄
枯
盛
衰

の
歴
史
が
あ
り
、
広
大
な
寺
跡
は
昭
和
四

十
五
年
に
固
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
。
そ

の
近
く
に
は
慧
日
寺
関
連
文
化
財
の
保

存
、
公
開
、
活
用
を
目
的
と
し
た
ガ
イ
ダ

ン
ス
施
設
と
し
て
磐
梯
山
慧
日
寺
資
料
館

d
-
が
あ
り
、
庭
園

4

に
は
国
の
名
水

百
選
に
選
定
さ

れ
た
水
が
引
か

れ
、
連
日
多
く

の
人
が
水
を
汲

み
に
訪
れ
て
い

る
。

参
加
者
の
中
か
ら
は
、
「
さ
ま
ざ
ま
な

職
業
の
人
と
討
議
す
る
こ
と
で
、
町
文
化

の
再
認
識
が
で
き
た
」
「
地
域
お
こ
し
は

大
掛
か
り
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
固
執
す
る

こ
と
で
は
な
く
、
身
近
に
あ
る
も
の
を
活

か
す
と
い
う
こ
と
を
勉
強
で
き
、
大
変
た

め
に
な
っ
た
」
「
今
回
だ
け
で
は
な
く
、

こ
れ
を
契
機
に
継
続
し
て
い
き
た
い
」
と

言
っ
た
意
見
が
多
く
、
大
変
有
意
義
な
研

修
会
と
な
っ
た
。

今
後
は
、
こ
の
研
修
会
の
ア
イ
デ
ア
を

具
現
化
す
る
た
め
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
を
組

織
し
、
「
地
域
お
こ
し
の

一
番
バ
ッ
タ
ー
」

を
ま
ず
塁
に
出
す
よ
う
、
現
在
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

* 

レ
ポ
ー
ト
を
い
た
だ
い
た
両
団
体
を
は
じ
め
、
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー

マ
に
基
づ
き
研
修
会
を
実
施
し
て
い
る
。
(
別
表
参
照
)

グ
ル
ー
プ
ワ

l
ク
を
中
心
と
し
た
研
修
内
容
は
、
参
加
者
自
ら
が
地
域
の

課
題
を
自
分
た
ち
で
考
え
、
解
決
方
法
を
探
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

お
り
、
実
際
に
こ
の
「
地
域
お
こ
し
研
修
会
」
を
契
機
と
し
て
新
た
な
取
り

組
み
を
行
、
つ
地
域
も
見
受
け
ら
れ
る
。

今
年
度
は
さ
ら
に
利
用
し
や
す
い
制
度
に
改
め
、
地
域
か
ら
の
要
望
に
対

し
研
修
会
を

「出
前
」
す
る
予
定
で
あ
り
、
開
催
希
望
・
問
い
合
わ
せ
に
つ

い
て
は
業
務
第

一
、
二
謀
ま
で
お
寄
せ
い
た
だ
き
た
い
。

接記誕地2005・4月号45 



側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
三
月
十
四
日
、

第
七
十
五
回
理
事
会
お
よ
び
第
五
十
三
回
評
議

員
会
を
全
国
都
市
会
館
で
開
き
、
平
成
十
七
年

度
事
業
計
画
案
と
収
支
予
算
案
な
ど
を
原
案
通

り
承
認
す
る
と
と
も
に
、
同
月
三
十
一
日
で
任

期
満
了
と
な
る
役
員
お
よ
び
評
議
員
の
選
任
を

行
っ
た
。
十
七
年
度
の
予
算
額
は
、
総
額
十
八

億
二
千
九
百
四
十
九
万
五
千
円
で
、
前
年
度
比

三
億
五
千
七
百
六
十
七
万
七
千
円
増。

新
規
事
業
と
し
て
は
、
小

・
中
高
生
が
あ
こ

が
れ
、
目
標
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
ご
と
の
拠
点
を

形
成
し
、
地
域
の
再
生
を
推
進
す
る
ス
ポ
ー
ツ

に
よ
る
地
域
振
興
助
成
事
業
、
全
国
各
地
の
地

域
再
生
の
担
い
手
を
育
成
す
る
地
域
再
生
実
践

塾
の
開
催
、
地
域
の
逸
品
や
特
産
品
を
セ
ン
タ

ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
紹
介
す
る
特
産
品
倶

楽
部
の
開
設
な
ど
。

人
事
で
は
、
村
田
純

一
会
長
.か
退
任
し
、
新

会
長
に
名
古
屋
商
工
会
議
所
会
頭
で
附
名
古
屋

鉄
道
会
長
の
箕
浦
宗
吉
氏
を
選
任
し
た
。
こ
の

ほ
か
、
副
会
長
に
麻
生
渡
全
国
知
事
会
会
長

(
福
岡
県
知
事
)
、
理
事
に
澄
田
信
義
島
根
県

知
事
、

同

藤
井
禁
仙
台
市
長
、
評
議
員
に
加

藤
義
雄
仙
台
市
副
市
長
、
同
漬
野
健
品
川
区

助
役
、
同
高
田
恒
全
国
町
村
議
会
議
長
会
事

務
総
長
、
同
長
屋
亙
勇
富
士
通
側
常
務
を
選

任
し
た
。
任
期
は
同
十
九
年
三
月
三
十

一
日
ま

で
。

平
成
げ
年
度
事
業
計
画
・

収
支
予
算
案
な
ど
を
承
認

ふ
る
さ
と
情
報
プ
ラ
ザ

鵬
取
「
も
ち
が
せ
流
し
び
な
」
作
り
の
体
験
コ
ー
ナ
ー

鳥
取
県
東
部
市
町
村
文
化

観
光
施
設
振
興
研
究
会
が
主

催
す
る
「
伝
統
行
事

『流
し

び
な
』
と
観
光
物
産
展
」
が

二
月
二
十
八
日
か
ら
三
月
四

日
ま
で
、
東
京
・
有
楽
町
の

ふ
る
さ
と
情
報
プ
ラ
ザ
で
開

催
さ
れ
た
。

会
場
に
は
、
も
ち
が
せ
流

し
び
な
作
り
の
体
験
が
で
き

る
コ
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、

毎
日
先
着
二
十
人
(
費
用
一

人
二
百
円
)
が
参
加
し
て
、

流
し
び
な
作
り
に
腕
を
競
っ

た
。
二
十
分
程
度
で
素
朴
で

か
わ
い
い
流
し
び
な
が
作
れ

る
と
あ
っ
て
、
昼
休
み
や
仕

事
帰
り
の
女
性
た
ち
が
多
数

Biioi("C [l'RiiM"'Gult，iE 
センター刊行物・ CD・ROM紹介コーナー

I地域活性化jに有益な情報を満載、ぜひご活用ください。

お問い合わせ先・総務部総務課 03(5202)6132

コミュニティビジネスと
コミュニティの再生について

参
加
。
館
内
は
「
と
っ
と
り

花
回
廊
」
か
ら
届
い
た
花
々

に
も
固
ま
れ
、
終
日
、
和
や

か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。

ま
た
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く

豆
腐
ち
く
わ
や
お
い
り
(
ひ

な
あ
ら
れ
て
佐
治
和
紙
な

ど
特
産
品
も
販
売
さ
れ
た
。

一一 -'号
「流しびな」作り体験コーナー

近年、ライフスタイルの変化や地域への帰属意識の希薄

化などにより、地縁組織を基礎とした地域コミュニティの

機能力t低下しています。そこで(財)地域活性化センターは、

現在注目を浴びているコミュ二ティビジネスに着目し、全

国のコミュニティビジネス実践団体へのアンケー卜調査お

よび8つの事例を対象とした現地ヒアリング調査を行い、
コミュ二ティビジネスの実態や地織のコミュ二ティとの関

連性についての報告書を取りまとめました。

.価格1，000円(送料別)

.平成i"~年度地域活性化フォーラムj の開催迫る.
平成17年4月11日(月) 午後1時~同4時40分

東商ホール (東京都千代田区丸の内3-2-2)

(財)地域活性化センター

無料

第一部「第9回ふるさとイベン卜大賞表彰式j
第二部「平成17年度地域活性化フォーラムJ
①基調講演/荒俣 宏氏 (作家-博物学者)

②地域再生法概要説閉

御園慎一郎氏

(内閣官房 地域再生推進室・構造改革

特区推進室副室長)

③パネルデイスカツシヨン

コーデイネータ一

山口義行氏 (立教大学

パネラー

朝虞佳子氏 ((株)読売奈良ライフ代表取締役兼編集長)

金丸弘美氏 (食環境ジャーナリスト)

津上俊治氏 ((社)日本旅行業協会 圏内旅行振興策

提言部会委員)

御園慎一郎氏

荒俣宏氏

経済学部教捜)

時
一場
一催
一一一

日
一会

一主
一参

'*可

台内

(財)地域活性化センタ一 情報サービス課

〈電話)03-5202-6135 (FfV..) 03-5202-0755 
問合せ先

平成17年度地域活性化フォーラムを4月

1 1日(月)、東京・東商ホールで開催します。

今フォーラムでは、「地域再生のすすめ

~地域の特性を活かしたまちづくり振興策

~J をテーマに、荒俣宏氏(作家博物

学者)を招いての基調講演、内閣官房地域

再生推進室による 「地域再生法Iの概要説

明、政府、学識経験者、団体有識者などに

よるパネルディス力ツシヨンで、「地域再

生にどう取り組み、どう達成していくのかJ
など、その方向性と課題を検証していくこ

とにしています。

また当日は、日本各地で開催されている

地域の個性を生かしたユニークなイベン 卜

を表彰する「ふるさとイベン ト大賞表彰式j

を併せて開催します。

ぜひ、皆さまのご参加をお待ち申し上げ

ております。

お申込は当センターホ ムページ「地域

づくり百科jからどうぞ。

http://www.chiiki-dukuri-hyakka.or.jp/ 
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etel0494・25・3192

.芦ヶ久保の獅子型車
8月 16日 ・梱掴

@秩父音頭まつり
8月 14自 ・信野

@ラベンダ-
e月中旬-7月上旬 .小鹿野

@ 百八燈
8月 16目 ・吉田

@ 猪aの甘酒まつり
フ月25日 .'"川

@ 寄居玉淀水天宮祭
8月e目・ 曹眉

@川瀬まつり
7月 19日 20日 韓詫

@豆焼橋
大理

@花.蒲圃
6月上旬ー 中旬 ー聞神

@ 影の園ふれあい牧渇
隅棋史

埼玉県

.カタクυ
構醐

@ヤシオツツジ
町神

@ 円良国湖の桜
4月上旬 胃腸

。 縁組の花まつり
5月4日 曾閏

@滴鑓署警のしだれ機
4月上旬 四川

@小周神社膏祭
4月、e目 17日 小畠野

@ つつじまつり
5月 究 埠

•• 5. 。 つつじ
圃柚卦

@嘆の山の縦
4月よ旬~下旬 悩聞



周

回

和

四
+
五
年
に
「
伊
達
騒
動
」
を

岡
田
'
モ
チ
ー
フ
に
し
た
作
家
山
本
周
五

郎
の
代
表
作
「
縦
ノ
木
は
残
っ
た
」
が

N

H
K
大
河
ド
ラ
マ
と
し
て
放
映
さ
れ
、
作

品
の
舞
台
に
な

っ
た
柴
田
町
は
全
国
に
有

名
に
な
り
ま
し
た
。

町
の
観
光
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
船
岡
城

祉
公
園
で
行
わ
れ
る
「
さ
く
ら
ま
つ
り
」

と
「
し
ば
た
菊
の
祭
典
」
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
「
さ
く
ら
ま
つ
り
」
は
、
千
本
を
超
す

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
咲
き
誇
る
船
岡
城
祉
公

園
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ
、
中
で
も

三
百
五
メ
ー
ト
ル
の
ス
ロ
ー
プ
カ
ー
を
利

用
し
た
銚
望
は
、
県
内
外
か
ら
の
観
光
客

を
魅
了
し
ま
す
。
町
の
中
心
を
流
れ
る
白

石
川
堤
の
一
目
千
本
桜
と
併
せ
て
、
平
成

二
年
三
月
に
伽
日
本
さ
く
ら
の
会
よ
り

「
さ
く
ら
名
所
一

O
O選
」
の
地
に
選
ば
れ

る
な
ど
、
東
北
有
数
の
桜
の
名
所
に
な
っ

宮
城
県

柴田町

船岡城祉公園山頂からの街の夜景

て
い
ま
す
。
「
し
ば
た
菊
の
祭
典
」
は
、
秋

に
開
催
さ
れ
る
県
内
唯
一
の
菊
の
お
祭
り

で、

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
の
ほ
か
、
「
宮
械

の
風
景
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
菊
人
形
場
面
、

菊
の
オ
ブ
ジ
ェ
や
ガ
|
デ
ニ
ン
グ
場
面
な

ど
も
あ
り
、
会
場
内
は
菊
の
香
り
に
包
ま

れ
ま
す
。

宮
城
県
に
来
ら
れ
た
際
に
は
、

田
町
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

(財)日本さくらの会から「さくら名所100選jに
選ばれた船岡域祉公園と白石川堤の一目千本桜

48 

ぜ
ひ
柴

「しばた菊の祭典JoNHK大河ドラマ「新選組リ
をテーマにした菊人形

2005・4月号担通$ω

花
と
歴
史
の
香
る
町

船岡城土Il:公園山頂に立つ
船岡平和観音



CORNER 

I 4月 E
¥ (予定)J 

安日本橋プラザビル

イベントスペース・4月15日
藤岡市 (群馬県)

・4月 19 日 ~ 21 日
北杜市 (山梨県)

EVENT 

女ふるさと情報プラザ・4月11 日 ~ 15日
諏訪市 (長野県)

富士見~岡谷間・中央本線開業

100周年記念キャンぺーン
・4月 18 日 ~22 日
京都府

端午に京都・丹後路へ

.2月 8日 ~ 10 日

君津市 (千葉県)

おいでよ!きみつ観光キャンぺー

ン(3)
・2月 14日 ~ 18日
中国玉県物産観光協議会

中国玉県観光展 ~風土に生きづく

美酒をどうぞ I ~

・2月 14日 ~ 18日
(財)東京都島しょ振興公社(東京都)

東京の島の特産品展示即売会

・2月 28日 ~3月4日
鳥取県東部市町村文化観光施設振

興研究会

伝統行事「流しびなjと観光物産PR展

女日本橋プラザピル

イベントスペース

・2日 16日 ~ 18 日
七尾特産品協会 (石川県七尾市)

能登半島七尾の観光と物産展

(1) 

・2月 23 日 ~25 日
米沢市 (山形県)

「上杉の城下町米沢j観光キャ

ンペーン (2)

*ふるさと情報プラザ

・2月 3 日 ~4日
沖縄県

沖縄離島泡盛フェア

-
【
編
集
後
記
】

V
今
月
号
は
、
恒
例
の
地
域
づ
く
り
総
務
大
臣
表
彰
(
平

成
十
六
年
度
)
を
特
集
に
取
り
上
げ
た
。
各
都
道
府
県
な

ど
の
推
薦
の
中
か
ら
三
部
門
計
三
十
二
団
体
の
取
り
組
み

が
高
く
評
価
さ
れ
、
表
彰
さ
れ
た
。
日
ご
ろ
の
地
道
な
努

力
と
活
動
が
実
を
結
ん
だ
と
一言
尽
え
る
。
祝
意
を
表
し
た
い
o

v今
回
も
昨
年
同
様
、
歴
史
や
文
化
、
自
然
な
ど
、
地
域

の
資
源
を
活
か
し
た
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、
環
境
保
護

や
景
観
整
備
に
よ
る
美
し
い
ま
ち
さ
つ
く
り
、
そ
れ
に
地
域

産
品
の
掘
り
起
こ
し
ゃ
新
た
な
観
光
資
源
の
発
掘
、
商
庖

街
活
性
化
な
ど
へ
の
取
り
組
み
が
目
立
っ
た
。
ま
た
、
海

外
か
ら
の
労
働
者
急
増
な
ど
国
際
化
の
急
速
な
進
展
に
伴

ぃ
、
外
国
人
と
の
共
生
を
目
指
し
た
ま
ち
づ
く
り
、
小
学

生
や
中
学
生
を
対
象
に
し
た
国
際
交
流
の
拡
大
な
ど
、
新

し
い
事
例
も
目
に
付
い
た
。
さ
ら
に
、
子
ど
も
を
狙
っ
た

凶
悪
犯
罪
の
増
加
を
受
け
て
、
防
犯
ま
ち
づ
く
り
に
対
す

る
真
剣
な
取
り
組
み
も
あ
っ
た
。
各
団
体
と
も
、
大
臣
か

ら
の
表
彰
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
努
力
が
報
わ
れ
た
も

の
の
、
誌
面
に
は
書
き
尽
く
せ
な
い
苦
労
が
多
々
あ
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

V
当
誌
の
編
集
委
員
と
し
て
誌
面
の
企
画
・
立
案
、
作
成

に
携
わ
っ
た
有
泉
清
貴
(
山
梨
県
)
、
木
下
奈
緒
美
(
岐
阜

県
)
、
田
中
真
一
(
三
重
県
四
日
市
市
)
、
小
林
悟
(
奈
良

県
)
、
佐
藤
正
明
(
兵
庫
県
)
、
堀
明
子

(山
口
県
)
、
久
保

田
淑
子
(
愛
媛
県
)
、
山
本
晋
平
(
高
知
市
)
の
人
氏
が
、

三
月
末
で
帰
任
し
た
。
新
し
い
職
場
で
の
活
躍
を
期
待
し

た
い

。

(

沢
)

【

5
月
号
予
告
}

特
集
"
子
ど
も
が
元
気
な
ま
ち

印刷 製本/株式会社丸井工文社

地域づくり4月号
平成17年4月l日発行 編集・発行=財団法人地域活性化センタ一

日本橋プラザビル131渚 電話03・5202・6131(代 http://www.chiiki-dukuri-hyakka.or.jp/
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地
域
づ
く
り
四
月
号
(
通
巻

1
9
0
号
)
平
成
十
七
年
四
月
一
日

伽
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
発
行

こ
れ
怠
ら

M
時
間

調
べ
ら
れ
る
よ
。

宝くじの収益金は、 邑五週四
身近な街づくりに役立っています

調
べ
方
は

ほ
か
に
も
あ
る
よ
。

新
聞
・
売
り
爆
な
ど
も

利
用
し
て
ね
。

⑧gR日本宝〈じ協会
宝くじのホームベージ

http:/γwww.takarakuji.nipporトnet.ne.jp.外国発行の宝くじを、日本国内において購入することは、法律で禁止されています二
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